










































































































































































































































 

 

「平成２３年度京都市食品衛生監視指導計画」（案）に係る 

市民意見募集の結果 

 

 「平成２３年度京都市食品衛生監視指導計画」（案）に対する市民意見募集を，

下記のとおり，実施し，市民の皆様から多数の御意見をお寄せいただくことがで

きました。いただいた御意見に対する京都市の考え方をとりまとめましたので，

公表します。 

 貴重な御意見をお寄せいただいた市民の皆様に御礼申し上げます。 

 

１ 実施期間 

  平成 22 年 12 月 17 日(金)から平成 23 年 1月 28 日(金)まで 

 

２ 意見提出方法 

(1) 郵送，ＦＡＸ又は電子メール，保健センターへの持参 

 (2) パブコメ巣箱の設置（協力が得られた食品販売施設など１７箇所） 

 (3) 出前パブコメの実施（大学 食品衛生関係学部１箇所） 
 
３ 募集結果 
  ２７７名の方から３９５件の意見が提出 
 

(1) 年齢別件数 

  10 歳代 20 歳代 30 歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳代 70 歳代 不明 合計

男性 26 105 6 4 12 10 1 2 166
女性 13 71 3 5 5 1 0 1 99
不明 0 1 0 0 0 1 0 11 12

 
(2) 居住地等区分別件数 

 
市在住 市在勤 それ以外 不 明 合 計 
207 19 34 17 277 

 
(3) 提出方法別 

 
郵送 ＦＡＸ 電子メール 出前パブコメ 巣箱 保健センター受理 合計 
1 5 2 212 27 30 277 

 
(4) 項目別（意見数） 

項   目 意 見 数 
１ 計画全般 ７４

２ 監視指導 １６５

３ 食品の検査 １７

４ 食品等事業者による自主的な衛生管理の推進 ４４

５ リスクコミュニケーションの推進    ８８

６ その他 ７

合   計 ３９５

資料５



４ 主な市民意見と京都市の考え方 
 
  ゴシック体：主な意見の要旨 

  ★印   ：複数の方から寄せられた意見 

  ・印   ：個別意見（要旨）の例 

  意見番号 ：別紙一覧のうち，個別意見の番号 

  計画   ：平成２３年度京都市食品衛生監視指導計画を示す。 

  京都市食の安全安心条例：「京都市食品等の安全性及び安心な食生活の確保に関

する条例」を示す。 
 
 
 
 
 
 
 
１計画全般 

意見の要旨 京都市の考え方 意見数 

１ 計画の内容について 
★概ね賛成である。わかりやすい。  
★年間計画にて，監視の対象や時期，

重点的に取り組む内容が示されていて

良い。【意見番号：１～７】 

計画では，年間を通じて重点的に取

り組む監視指導の内容について，その

監視時期と対象を定めております。公

表する際には，作図の多用や文字の大

きさの配慮等，計画内容や指導結果を

読まれる市民の方々にわかりやすい内

容の計画と致します。 

７ 

２ 計画をわかりやすく示してほしい 
・強化したポイントをわかりやすく示

してほしい。 
・文章を簡単に，短くしてほしい。 
・監視指導の必要性を示してほしい。 

【意見番号：８～１０】 

計画の取組内容や結果について，ホ

ームページ等の媒体を通じて，わかり

やすく市民の方々に情報提供します。

３ 
 

３ 計画を実際に実行してほしい。 
★実行できるのか不安である。 
★実際に取り組むに当って，具体的な 
取組内容を示してほしい。 

【意見番号：１１～１６】 

計画では，路上弁当の衛生対策等，

市民の方々の関心が高い内容を重点的

に盛り込んでいます。 
 計画に基づき，飲食店や食品製造施

設に立ち入り，監視指導を実施するこ

とで，食の安全性確保を図ってまいり

ます。 

６ 

４ 計画の周知が必要である。 
★行政の取組をはじめて知った。続け
て監視指導をお願いしたい。 
★計画の内容は良いので，もっと，監
視指導の取り組みをアピールすべき。 
★監視指導や検査を実施していること
を消費者に知らせ，安心させることが
大切である。 
★イベントの開催，ホームページの活
用，ポスター掲示などにより，計画の
存在を市民に知らせるべき。 

【意見番号：１７～２６】 
 

 広く市民の方々に，計画の内容及び
行政の取組を知っていただけるよう，
ホームページやリーフレットを活用し
たわかりやすい周知を図ってまいりま
す。また，結果の公表の際には，具体
的な取組内容を盛り込むなど，市民の
方々に御理解頂けるよう工夫してまい
ります。 
 

１０ 



意見の要旨 京都市の考え方 意見数 

５ 計画は，前年度の監視指導結果や社

会問題化した事例などを踏まえて策定

してほしい。 
★計画の公表時に，昨年度の取組結果

を併せて公表してほしい。 
★監視指導や検査結果を公表してほし

い。 
★結果の公表の際には，結果に対する

今後の対策などもわかりやすく示して

ほしい。 
・監視指導の過程を，動画などで公開

してほしい。 
【意見番号：２７～３８】 

計画の策定に当たっては，前年度の

取組結果や社会情勢を踏まえ，京都市

食の安全安心推進審議会から御意見を

いただいたうえで，策定しております。

計画に基づく取組結果については，毎

年度とりまとめ公表します。公表の際

には，昨年度実績等との比較を行うな

ど，わかりやすい情報提供を図ります。

２ 

６ 生産から消費に至るまでの食品の安

全性確保が必要である。 

【意見番号：３９～４１】 

子どもから年配の方々までが，食の

安全安心を感じて頂けるよう，生産か

ら消費に至るまでの流通全体を監視指

導の対象として取り組んでまいりま

す。 
 

３ 

７ 監視体制が整備されていて良い 
・近畿農政局，京都府などの関係機関

との連携することで，より迅速に対応

ができる。 
・食の安全総合ネットワークの取組に

賛成である。 
【意見番号：４２～４６】 

 
市民の方々へ，食の安全安心に係る

情報提供が行えるよう，関係機関と連

携し，食品営業施設の効率的な監視指

導に取り組んでまいります。また，食

の総合安全ネットワークを活用し，関

係者間で情報共有しながら，協働して

取り組んでまいります。 
 

５ 

８ 計画の主なポイントについて 
・食品表示の監視強化や効果的な収去

検査の実施に賛成である。 
・主なポイントの構成がよい。 

【意見番号：４７～４８】 

食の安全安心確保のため，市民及び

食品等事業者の方々と共に７つの重点

ポイントを軸に取り組んでまいりま

す。計画推進に当たっては，食中毒予

防対策に係る情報等，市民及び食品等

事業者の方々がわかりやすい情報提供

のあり方に努めてまいります。 

２ 

９ 京都らしい取組について 

★京都の特徴は,観光地である点，学生

のまちである点だと思うので,その２点

に重点的に取り組んでほしい。 
・外国人観光旅行者に対する食の安全

性確保の取組，京（みやこ）食の安全

衛生管理認証制度の取組について賛成

である。 
・観光都市という特徴を活かした計画

が必要，伝統的な食文化の継承，学生

との連携が良い。 
・京都らしい施策を具体的にどのよう

に進めるのか示してほしい。 

・京都らしい施策が必要なのか？ 
【意見番号：４９～５８】 

 

京都市食の安全安心条例に基づき策

定する推進計画と整合を図り，京都ら

しい取組を取り入れて，監視指導を実

施してまいります。特に，京都の特色

である「京の食文化の継承」及び「大

学との連携」を活かした取組を推進し

ます。具体的には,京の食文化を代表す

る食品製造施設への監視指導の強化

や，学生に対する食品衛生講習会の実

施などに取り組みます。 

１０ 



意見の要旨 京都市の考え方 意見数 

１０京の食文化について 

★京の食文化について，冊子などで紹

介してほしい。 
・京野菜を使った調理マニュアルなど

を作成してほしい。 
 

【意見番号：５９～６２】 

京都には，市民の間に親から子に伝

えられた食の文化があります。食文化

には，衛生管理にまつわる創意工夫が

数多くあり，食文化の継承により，市

民の食生活の安全安心を図っていこう

と考えております。市民に対する京の

食文化の紹介に取り組むとともに，日

常の食生活で心がけて頂く食中毒予防

の調理方法等について，具体的な調理

方法等を盛り込んだ情報提供を行って

まいります。 

４ 

１１大学のまち京都・学生のまち京都の
特色を活かした取組について 
★京都には大学が多いので，官学の連
携に期待する。 
★具体的な取組内容を示してほしい。 
・食の安全をテーマとした大学の講義，
シンポジウムの開催を進めるべき。 
・大学と十分な連携ができていない。 

【意見番号：６３～７４】 

市内で生活する大学生の方々へ，食
中毒発生情報やその具体的な予防策が
発信できるよう，大学での講習会や啓
発ポスターの学内掲示等，食の安全安
心に係るリスクコミュニケーションに
取り組んでまいります。また，御提言
頂いたように，大学で行われる講義を
通じた情報発信や食の安全に関するシ
ンポジウムを大学で行うなど，大学生
への食の安全安心情報の発信を行い，
計画に沿った食の安全安心施策内容の
周知拡大を図ってまいります。 

１２ 

 
２ 監視指導について 

  

意見の要旨 京都市の考え方 意見数 

１２一斉監視について 
★監視指導の時期が対象に応じて適切
に設定されていて良い。 
・一斉監視の時期を公表することで，
効果的な監視ができないのではない
か？ 
・一年間をとおした監視を実施すべき
である。 
・食品販売施設や一般飲食店に対する
監視も必要である。 
・リスクに応じて,監視の時期，対象を
決めて重点的に監視指導に取り組むべ
きである。 

【意見番号：７５～８７】 

食中毒予防の観点から，食品の種類
や施設管理状況に応じて計画的に監視
指導を行えるよう計画策定いたしま
す。 
 計画に基づき，施設への監視指導を
公開することで，市民や食品等事業者
の方々への注意喚起に繋がればよいと
考えています。なお，事故発生時の立
入指導や消費者等からの通報に際して
は，随時，不定期に立入調査を行いま
す。 
 なお，計画の時期や結果については，
ホームページや冊子にて情報公開いた
します。 

 

１３ 

１３監視指導について 
★徹底的に監視指導すべき。 
・科学的根拠に基づいた監視指導を
行うべき。 
・具体的な監視指導の方法などについ
示してほしい。 
・食品販売についても監視指導を実施
してほしい。 
・監視指導の結果，「絶対に安全」であ
ることが一目でわかるように示してほ
しい。 
・京都市独自の基準を設定し，監視指
導を実施してほしい。 
・監視指導を徹底してほしい。 

【意見番号：８８～１０４】 

食品取扱施設への立入に当たって

は，施設管理者の理解度を高めるため，

簡易検査を併用して指導しています。

計画の時期や結果については，ホーム

ページや冊子にて情報公開していま

す。また，監視基準について，昨今，

食品の流通は，広域流通が主であるた

め，本市独自の規格策定は難しいと考

えます。 

１７ 



意見の要旨 京都市の考え方 意見数 

１４集団給食施設一斉監視について 
・集団給食施設に旅館が含まれるの

か？ 
・ノロウイルス対策として,保育所や老

人福祉施設への監視指導が必要であ

る。【意見番号：１０５～１０６】 

保育所，小学校，社会福祉施設など

の集団給食施設において，食中毒等の

健康被害が発生すると，被害が大きく

なります。集団給食施設を対象とした

一斉監視を実施し，事故の発生予防を

図ります。 

２ 

１５行楽シーズン対策について 
★京都市は観光地として多くの観光旅

行者がおとずれるため，土産物や観光

名所周辺での対策が必要である。 
・具体的な監視内容について知りたい。 
・露店商や出店に対する監視指導も必

要である。 
【意見番号：１０７～１１６】 

市民はもちろん，本市を訪れる観光

旅行者の方々にも，食の安全安心が提

供できるよう，観光旅行者が多く訪れ

る行楽シーズンには，土産物や宿泊施

設，観光地近辺の飲食店に対する一斉

監視を実施します。修学旅行生が本市

を訪れるシーズンには，団体旅館等の

宿泊施設への監視指導も行っていま

す。ご指摘のあるような施設に対して

も監視指導を実施します。 

１０ 

１６京都市は観光地であるので，衛生確

保が特に必要である。 
・観光地である京都市で衛生確保を徹

底することで，世界に京都の安全をア

ピールできる。 
【意見番号：１１７～１１９】 

市民はもちろん，本市を訪れる観光

旅行者の方々にも，食の安全安心が提

供できるよう，京都市域がかかえる食

にまつわる諸問題に計画に従い取り組

んでまいります。 
 監視指導にあたっては，施設管理者

への食品の安全管理に係る情報提供を

行い，衛生意識の向上に取り組みます。

なお，計画の時期や結果については，

ホームページや冊子にて情報公開して

います。 

３ 

１７路上弁当販売対策だけではなく，露

店商に対する監視指導が必要。 

【意見番号：１２０～１２５】 

計画は，路上弁当等の行商販売に対

する衛生対策など，市民の方々の関心

が高い内容を重点的に盛り込んでおり

ます。 
 

６ 

１８路上弁当販売への対策について 
★路上弁当の衛生管理に不安を感じて
いたので,一斉監視の取組を進めてほし
い。 
★路上弁当販売を許可制にすべきであ
る。 
★適切に管理ができている販売場所に
ついて，「マーク」を掲示してほしい。 
・路上弁当販売の監視結果を公表して
ほしい。 
・夏期に限定せず，年間を通じて監視
指導を実施してほしい。 

【意見番号：１２６～２０８】  

路上弁当販売の衛生管理について
は，市民の方々の感心も高く本市でも
平成 18 年度から計画的に監視指導を
行っています。平成 22 年夏から，路
上で販売されている弁当の抜き取り細
菌検査も行い，指導しています。路上
弁当の販売は，いわゆる行商行為に該
当します。路上で弁当を販売する業者
は，登録証の携帯が義務づけられてい
ます。しかし，「登録証を見えやすいか
たちで」とのご提案を踏まえ，今後，
指導内容を検討していきたいと考えて
います。路上弁当に限らず，食品の取
扱いは，消費者の衛生意識にも委ねる
部分が多くあります。計画では，食品
等事業者への監視指導に限定すること
なく，消費者への食品安全情報に関す
る啓発にも取り組んでいきたいと考え
ています。 

 

８３ 



意見の要旨 京都市の考え方 意見数 
１９表示一斉監視について 

★食品表示の監視強化を徹底してほし
い。 
★食品表示偽装が現在も問題となって
いるので，適正表示を図ってほしい。 
・トレーサビリティーを進めるべきで
ある。【意見番号：２０９～２１７】 

ＪＡＳ法を所管する近畿農政局等や
消費者庁等の関係行政機関と連携し，
適正表示に向けた監視指導の徹底を図
ってまいります。 

９ 

２０食中毒予防対策に対し，重点的に取
り組んでほしい。 
★牛肉，鶏肉やカキの生食による食中
毒の予防対策が必要である。 
★ノロウイルスは感染性があるので，
流行度を見据えた対策が重要である。 
★食中毒患者へのケアが必要である。 
★生食のリスクについて，消費者に伝
えるべきである。 
・食中毒が発生した場合には,迅速な対
応をしなければならない。 

【意見番号：２１８～２３１】 

昨今の食中毒の傾向として生食肉に
よるものが増加傾向にあります。計画
では，市内で発生する食中毒の減少に
繋がるよう，このような情報を食品等
事業者や消費者の方々へ情報提供して
まいります。食中毒等により健康被害
が発生した緊急時には，市民等の生
命・健康の保護を第一に，迅速かつ的
確に対処し，被害拡大の防止を図って
まいります。 
 

１４ 

２１フグ取扱施設一斉監視について 
・ふぐによる事故を防ぐため,卸売市場
での監視指導を強化してほしい。 
・認証済みの施設に限らず，無認証の
施設に対する指導を実施してほしい。 
・ふぐの処理に関し，法整備を求める。 
・京都府のふぐ関係条例の改正により，
ふぐ処理師の数が減少し，調理師のレ
ベルが下がるのではないか？ 

【意見番号：２３２～２３５】 

ふぐの取扱規制については，「ふぐの
取扱い及び販売に関する条例」（京都府
条例）を適用します。京都市中央卸売
市場第一市場内でふぐを販売する業者
についても，ふぐを取り扱う飲食店と
同様に指導の対象とし，一斉監視を実
施しています。平成 23 年 4 月から肝
等の有毒部位が完全に除去されたふぐ
を取り扱う場合に限り，ふぐ処理師免
許を持たない人も取扱いができるよう
改正されます。この改正と併せて，事
故発生時に迅速な対応がとれるよう，
指導を行ってまいります。また，無認
証でフグの処理を行っている施設に関
する情報が寄せられた場合には，迅速
に実態を確認のうえ，適切な指導を行
っています。 
 

４ 

２２一般衛生指導について 

【意見番号：２３６～２３９】 

食の安全確保は，取扱施設の設備と

施設管理者の衛生意識によるところが

大きいと考えています。営業者をはじ

め施設管理者の衛生意識の向上に向け

取り組んでまいります。 

４ 

 

３ 食品検査について  
 

意見の要旨 京都市の考え方 意見数 
２３検査について 

★抜取り検査は，効率的かつ効果的で
良い。 
★輸入食品の検査の強化により，安心
して食品が食べられる。 
・一斉監視の内容と収去検査の検体数
の整合を図ってほしい。 
・検体数が少ないと感じた。 
・BSE 全頭検査を継続して実施してほ
しい。【意見番号：２４０～２５４】 

今後も，食中毒発生の原因食品や消
費動向を取り入れた食品の抜き取り検
査計画を実施していきたいと考えてい
ます。 
 計画は，毎年度策定するため，今後
も御意見をお願いします。 
また，検査結果については，年度ごと
にとりまとめ，公表します。 

１５ 



意見の要旨 京都市の考え方 意見数 

２４食品の行政検査に協力したが，他の

店舗の検査結果等を知りたい。 

【意見番号：２５５～２５６】 

食品の収去（抜取り）検査は，無償

で行えると食品衛生法で規定されてい

ます。検査費は公費でまかない，結果

については検体の提供を受けた販売店

等へ還元しています。また，年度ごと

に全市の検査結果をとりまとめ，公表

してまいります。 

２ 

 

４ 食品等事業者による自主的な衛生管理の推進 
 

意見の要旨 京都市の考え方 意見数 

２５京（みやこ）食の安全衛生管理認証

制度について 

★当制度について初めて知った。周知

が必要である。 
★認証マークを見たことがない。 
★多くの食品等事業者に当認証を取得

してほしい。 
【意見番号：２５７～２８８】 

市民や食品等事業者に「京・食の安

全安心管理認証制度」について，もっ

と良く知って頂けるよう，参加型リス

クコミュニケーション，出前トークや

市バス内での広告等を通じて普及に努

めます。 

３２ 

２６食品等事業者による自主的な衛生管

理が必要である。 

★食品等事業者の食品衛生に対する意

識の向上が必要である。 
★食品等事業者に対する衛生教育が必

要である。 
・食品等事業者による健康管理が重要

である。 
・ヒヤリ・ハット事例への対処が重要

である。 
【意見番号：２８９～３００】 

 

食品の安全確保は，営業者の責務で

すが，作業に従事する方の衛生意識も

大きく寄与しています。 
 食品衛生講習会等の機会を通じて，

食品の安全確保に関する情報を営業者

等へ提供し，安全な食品が製造販売さ

れるよう指導してまいります。 

１２ 

 

 

 

５ リスクコミュニケーションの推進について 

 

意見の要旨 京都市の考え方 意見数 

２７リスクコミュニケーションの推進に

ついて 

★観光旅行者に対する食の安全安心情

報の発信が必要。 
★遺伝子組み換え食品，化学物質によ

る食品汚染情報など，最近の科学的知

見の情報提供を求める。 
★食中毒予防の対策方法などをわか

りやすく教えてほしい。 
★消費者の意識を向上することが大切

である。 
★調理実習のときに，衛生関係の講習

を併せて行うなど，工夫してほしい。 
【意見番号：３０１～３８８】 

あらゆる情報媒体を活用し，効果的

な食の安全安心情報の発信を進めてま

いります。また，食品関係施設での見

学会など，参加型リスクコミュニケー

ションをおこなうことで，わかりやす

く食の安全安心情報を伝えるととも

に，実際に家庭でも食中毒予防対策が

行えるよう対策を図ってまいります。

８８ 

 
   



６ その他御意見 

意見の要旨 京都市の考え方 意見数 

２８衛生確保を図るために食べられる食
品を廃棄することは，コスト面で事業
者への負担が大きくなる。 

【意見番号：３８９】 

食料自給率が約 4 割である現状で
は，食品廃棄の問題も大きな課題であ
ると考えます。食の安全確保と共に営
業者をはじめ施設管理者の衛生意識の
向上に向け取り組んでまいります。 

１ 

２９食品衛生の何が重要なのかがわから
ず，意見するのが困難である。 

【意見番号：３９０】 

計画内容やその結果について，市民
の方々に御理解頂けるよう具体的な表
記に取り組んでまいります。 

１ 

３０意見収集の方法について 
・意見募集方法が前年度に比較し，改
善された。 
・意見収集の方法に疑問を感じる。 

【意見番号：３９１～３９２】 

広くたくさんの市民から意見を収集
するため，ホームページでの情報発信，
「みやこ健康安全ねっと」でのメール
配信をはじめとし，出前パブコメの開
催，食品関係施設での意見箱の設置等
に取り組んでまいりました。「平成２２
年度京都市食品衛生計画（案）」に対す
る意見募集件数が 30 件であったこと
に比較し，平成２３年度は多くの意見
を幅広い層からいただいたところで
す。今後も，広く市民の皆様から意見
を頂戴できるよう，手法を工夫してま
いります。 

２ 

３１年代別に応じた計画があってよい。 
【意見番号：３９３】 

本計画では，子どもから年配の方々
までの食の安全安心確保を目指し，監
視指導等に取り組む内容となっており
ます。食の安全安心情報発信の際には，
対象者に応じて，作図の多用や文字の
大きさに配慮するなど，わかりやすい
工夫してまいります。 

１ 

３２農薬の使用をやめるべきだ。 
【意見番号：３９４】 

農薬の安全使用とともに，化学農薬
に頼らない栽培方法の普及を図ってま
いります。 

１ 

３３飲食店で提供されるメニューの味を
よくしてほしい。 

【意見番号：３９５】 

本市では，食品等の安全性を確保し，
安心して食生活を営むことができる環
境を整備することが，市民の健康を維
持する上で不可欠であると考えており
ます。引き続き，食の安全性を確保し，
安心した食事の提供につながるよう，
食品等事業者と共に取り組んでいきま
す。 

１ 

 



ジャンル 意見の要旨 京都市の考え方（案） 意見番号 意見

1 ポイントごとにまとめられがあり，分かりやすい。

2 監視指導計画についてはおおむね賛成です。

3

監視指導計画で重点的に取りくむポイントはどれも，取り組まなければ問題が起こ
る可能性の高いポイントなので，このような計画ができたのは望ましいと思う。ま
た，リスクコミュニケーションの推進で，食に関する情報が広まり，食の安全性につ
いて，より広く知れわたるので，大いに推進すべきだと思う。

4 とてもすばらしい。

5 非常にわかりやすく，安全そうなので安心しました。ありがとうございます。

6
一斉監視の時期・対象や食品の抜き取り検査の結果，また力を入れている食中毒
など具体的かつ簡潔に示されていてわかりやすい。

7
年間のスケジュールや監視指導計画の主なポイントが明記されていて，分かりや
すいです。

8

１ヶ年計画なので，BSE，ノロウィルスといった現在目の前にある問題への具体的
な取り組みが重視されているが，そういったいわゆるトレンドの問題だけでなく従来
からある食の安全問題への対応が少しわかりにくい。例えば何が新しいのか，や，
どこが強化されているのか，等。

9
文章を簡単にできるところは短くしてもらえると内容が頭に入りやすいと思います。
（黄色いリーフレットのこのポイントの部分）

10
監視指導などいろいろと計画されていますが，私たちには難しく理解することがで
きません。税金が使われていることを考えると増やすことがよいのかもわかりませ
ん。必要性がもっとわかるようにしてください。

11 理念的な文言の羅列であり，実現（実行）できるか否か非常に疑問である。

12

実体をより詳しく知りたいと思う。「相互理解を進める「対応を進める」「指導を徹底
する」など，内容が一番問われる部分であるにもかかわらず，明記されていない。
菌体の数の表が書かれているが，おそらく一般市民には，数の増減しか分からず，
意味はないと思われる。多少増加食品の取扱いに注意を払うようになるかもしれな
いが，この冊子は衛生への意識を高める目的はない。「どのような手順で，手法
で，進められるのかぜひ告知して欲しいと思う。」

１ 監視指導計画の内容について
★ 概ね賛成である。わかりやすい。
★ 年間計画にて，監視の対象や時期，重点的に取り組む内容が示
されていて良い。

計画では，年間を通じて重点的に取り組む監視指導の内容につい
て，その監視時期と対象を定めております。公表する際には，作図
の多用や文字の大きさの配慮等，計画内容や指導結果を読まれる
市民の方々にわかりやすい内容の計画と致します。

２ 計画をわかりやすく示してほしい
・強化したポイントをわかりやすく示してほしい。
・文章を簡単に，短くしてほしい。
・監視指導の必要性を示してほしい。

監視指導計画の取組内容や結果について，ホームページ等の媒体
を通じて，わかりやすく市民の方々に情報提供します。

３ 計画を実際に実行してほしい。
★ 実行できるのか不安である。
★ 実際に取り組むに当って，具体的な取組内容を示してほしい。

計画では，路上弁当の衛生対策等，市民の方々の関心が高い内容
を重点的に盛り込んでいます。
計画に基づき，飲食店や食品製造施設に立ち入り，監視指導を実
施することで，食の安全性確保を図って参ります。

１　計画全般

平成２３年度京都市食品衛生監視指導計画(案)に対する意見 ・原則，御意見をそのまま掲載しておりますが，他者を誹謗中傷する内容については削除しております。

・京都市食の安全安心推進計画を「推進計画」と省略します。



ジャンル 意見の要旨 京都市の考え方（案） 意見番号 意見

平成２３年度京都市食品衛生監視指導計画(案)に対する意見 ・原則，御意見をそのまま掲載しておりますが，他者を誹謗中傷する内容については削除しております。

・京都市食の安全安心推進計画を「推進計画」と省略します。

13 今後もこの計画を推進していただいたらよいと考えます。

14

大学の講義を受けていて「大切だ」と感じている事柄が多く重視されているので，と
ても素敵だと思う。路上弁当や輸入食品など私が日頃から不安を感じているものが
多く検体・監視の対象となっているので，その効果に期待する。特に夏場の路上弁
当は非常に心配な存在なので（私は買いませんが…）きちんと監視されることにつ
ながれば良いと思う。また食中毒の防止なども非常に大切で，大学生の飲み会で
は生肉が出されることが多々あり，まな平気でパクパク食べるので，やはり食中毒
に関する知識を多くの人々に知ってもらうことは大切だと思う。
さらにリスクコミュニケーションの推進により市民との交流が促進され，より多くの市
民に正しい知識が広まるきっかけになればいいと思う。やはり小，中，高校生も対
象にして幅広く活動できればなおよいと思われる。やはり，大人になるまでに植え
付けられた知識というものはいつまで経ってもなかなか修正できないと思われるの
で，それならばあまり先入観のない子どもの時から食に関する正しい知識を身につ
けさせることは彼ら自身にとっても京都市にとっても有益であると考えられる。いず
れにせよこの計画が来年度しっかり実行されて確実な結果へと結びつくことを楽し
みにしている。

15
綿密な計画と指導であるため，特に不安は感じない。
正しく機能し，実行され，消費者にとっての食の安全安心が守られることを望んで
いる。

16
指導計画の位置づけとしては，良いことだとは思いますが具体案に基づいての実
際の取り組みが大事ではないのかと。

17

買物の時，値段をいちばんの指標にしています。でも，賞味期限，表示などの大切
なことがよくわかり，食品の監視をしている職員の皆様の御苦労には頭がさがりま
す。
これからもよろしくお願いします。

18
行政がこれほど食べ物について，重要視をして活動していることをはじめて知りま
した。
頑張ってください

19
食中毒になったことがあるので，皆様の仕事がどれほど重要な仕事であるのかよく
わかります。
今後とも，京都市民のためによろしくお願いします

20
衛生面の監視指導が，飲食店，学校福祉施設，のみならず弁当やそうざいの製造
課程検査にも力を入れておられること確認しました。

３ 計画を実際に実行してほしい。
★ 実行できるのか不安である。
★ 実際に取り組むに当って，具体的な取組内容を示してほしい。

計画では，路上弁当の衛生対策等，市民の方々の関心が高い内容
を重点的に盛り込んでいます。
計画に基づき，飲食店や食品製造施設に立ち入り，監視指導を実
施することで，食の安全性確保を図って参ります。

４　計画の周知が必要である。
★行政の取組をはじめて知った。続けて監視指導をお願いしたい。
★計画の内容は良いので，もっと，監視指導の取り組みをアピール
すべき。
★監視指導や検査を実施していることを消費者に知らせ，安心させ
ることが大切である。
★イベントの開催，ホームページの活用，ポスター掲示などにより，
計画の存在を市民に知らせるべき。

広く市民の方々に，計画の内容及び行政の取組を知っていただける
よう，ホームページやリーフレットを活用したわかりやすい周知を
図ってまいります。また，結果の公表の際には，具体的な取組内容
を盛り込むなど，市民の方々に御理解頂けるよう工夫してまいりま
す。

１　計画全般



ジャンル 意見の要旨 京都市の考え方（案） 意見番号 意見

平成２３年度京都市食品衛生監視指導計画(案)に対する意見 ・原則，御意見をそのまま掲載しておりますが，他者を誹謗中傷する内容については削除しております。

・京都市食の安全安心推進計画を「推進計画」と省略します。

21
こういった取組をせっかくされているのなら，是非この取組を，普段ふつうに生活し
ていても知ることができるような仕組を作っても面白いかもしれません。
Twitterやweb，イベント形式にするなど…。

22

シーズンごとに，その時期に適した対策をしている点がとても良いと思います。しか
し，もっと食品衛生にしっかり取り組んでいる姿勢をアピールすればよいと思いま
す。
職員の方の講義を受け，とてもためになったのに，講義を受けたのは一部の学生
だけだという点が，私は残念でした。そういった機会がなければ，学生や市民が京
都市の取り組みについて知り，興味をもつことはほとんどないと思います。具体的
な方法は思いつかなかったのですが，それを知ることで，食に対する関心や安心も
自ずと生まれるのではないかと思います。

23

左に書いてあるように，監視指導，食品検査の実施をちゃんとしていることを消費
者に知らせて，安心させた方が良いと思う。
消費者が衛生監視がされていると認識することで京都の食文化をもっと広めるよう
になると思います。

24

京食の文化の継承や京都の特徴である学生のまちを広めることで，京都市のピー
アールになって京都がより活気づくと思います。それに伴い，人の流出がさかんに
なり，食中毒や衛生面において様々な問題が現われてくると思います。これを防止
するためにも，食品衛生監視指導は重要になってくると思います。市民や消費者が
食の安全，安心に興味を持てるように行政や市が働きかける必要があり，それに
は消費者に影響を与えることができるイベントやホームページ，ポスター，メディア
の使用が必要になってくると思います。最終的な加工製造場所だけでなく，その製
品の産地から商品として店に出るまでの情報を教えてもらえると消費者としては安
心です。

25

私が危惧している事は，輸入食品などの情報の少ない食品の安全性の不明確さ
と，食中毒問題です。そのため今計画に二つのことがしっかり含まれていることはと
てもうれしいことでした。この計画が実施されていることが，自然と耳に入ってくるぐ
らいに検査の拡充や食中毒予防の方法に関する情報が流通してほしいと思いま
す。よろしくお願いします。

26

積極的に市民とふれあって指導していくことで，直接，この計画そのものを知らない
市民にも食品の衛生について教えていくことで，存在を知らせ，周囲へと広まって
いくことが期待できると思う。体験教室や特別授業，商店街でのよびかけなどを積
極的に行うべきであると思う。

27

「食品衛生監視指導計画」なるものをなぜ毎年策定しなければならないのか？と保
健センターの職員の方にお聞きしましたところ，平成15年に食品衛生法が大幅に
改定され，その後全国の自治体でこのような内容の「食品衛生監視指導計画」が
毎年作成されていると親切に説明して頂き大変な作業だなと感心しております。こ
れは前年度などに問題となった事件や安全性がうたがわしい食品などの食の安全
性に対応するために毎年計画され，実行されていると解釈してよいのでしょうか？
大変御苦労さまです。

28

年間に通じて，フレキシブルに施策の内容を変えているところが非常に良いと感じ
ました。
頼もしいです。
京都は観光都市としても非常に重要な都市なので，このように食のリスクをへらし
ていくことは，市の財収や人々の暮らしにも大きく意味があると思います。

29 計画案と同時に，昨年度までの取りくみの結果も見たいと思います。

30

季節や京都個有の食糧供給事情に見合った行政の適切な指導は必要不可欠であ
り，高く此れを評価します。又それと併せてどのようにして食糧の衛生管理が行わ
れるべきか，対する市民との協議やその周知も非常に重要ではないかと考えま
す。

４　計画の周知が必要である。
★行政の取組をはじめて知った。続けて監視指導をお願いしたい。
★計画の内容は良いので，もっと，監視指導の取り組みをアピール
すべき。
★監視指導や検査を実施していることを消費者に知らせ，安心させ
ることが大切である。
★イベントの開催，ホームページの活用，ポスター掲示などにより，
計画の存在を市民に知らせるべき。

広く市民の方々に，計画の内容及び行政の取組を知っていただける
よう，ホームページやリーフレットを活用したわかりやすい周知を
図ってまいります。また，結果の公表の際には，具体的な取組内容
を盛り込むなど，市民の方々に御理解頂けるよう工夫してまいりま
す。

５ 視指導計画は，前年度の監視指導結果や社会問題化した事例な
どを踏まえて策定してほしい。
★計画の公表時に，昨年度の取組結果を併せて公表してほしい。
★監視指導や検査結果を公表してほしい。
★結果の公表の際には，結果に対する今後の対策などもわかりや
すく示してほしい。
・監視指導の過程を，動画などで公開してほしい。

計画の策定に当たっては，前年度の取組結果や社会情勢を踏ま
え，京都市食の安全安心推進審議会から御意見をいただいたうえ
で，策定しております。計画に基づく取組結果については，毎年度と
りまとめ公表します。公表の際には，昨年度実績等との比較を行う
など，わかりやすい情報提供を図ります。

１　計画全般



ジャンル 意見の要旨 京都市の考え方（案） 意見番号 意見

平成２３年度京都市食品衛生監視指導計画(案)に対する意見 ・原則，御意見をそのまま掲載しておりますが，他者を誹謗中傷する内容については削除しております。

・京都市食の安全安心推進計画を「推進計画」と省略します。

31
監視・監視指導によって得られた情報が分かりやすい形で，大きく公開されていく
と，いいと思う。
食中毒についての情報も，食に関する場で提供されると，効果的だと思う。

32

食品衛生監視指導計画，とてもよい計画と思います。
今の時代インターネットなど，情報収集，発信はかんたんなものになっています。監
視指導，コミュニケーションの推進など，市民との相互理解のために，とてもよい案
に仕上がっていると思います。結果だけでなく，その過程も動画などで公開してもら
えたら，もっと自分たちの視点で考えることができますし，せっかくの計画ですの
で，多くの市民に知ってもらうために，ビラの配布などをしていただけたら，より意義
のあるものになるのではないでしょうか。

33 衛生監視指導を行った後の事後報告等はされないのでしょうか。

34
よいと思う。リスクコミュニケーションの推進や路上弁当や輸入食品の調査の成果
の公表の際にはその結果に対する今後の対策など一般の人がわかりやすいよう
に説明されているのが望ましいと思う。

35
また，食品事業者が行った報告を，一般市民が受けとれるような方針をとってほし
い。さもなくば，企業と国の間のやりとりにとどまってしまい，我々市民が問題つい
て考える機会が少なくなってしまう。

36
とても立派な計画だと思いますが，実際に生活していてやはり成果がわかりにくい
です。市民にもっと食品衛生の行政を親しみやすいものとし，行政への信頼感を育
てるようにするとよいと思います。

37

［１］「ＰＤＣＡサイクル・プロセス」での「見える化」を
（１）以前から意見提出していますが、前年度の実施状況をふまえて、そのことが次
年度の食品衛生監視指導計画案にどのように反映されたのかを明示していただき
たいと思います。プランじたいがアプリオリ（先験的）なものとうけとめられると、意見
提出はしにくいものです。より多くの市民に標記計画案について理解をふかめ、意
見を提出していただくなかで、住民合意のもとで計画を確定するという、この制度が
できた趣旨をふまえるならば、以下のような工夫の検討が必要でしょう。
①「基本方針」部分の冒頭に、「昨年度のふりかえりと課題」にかんする記述を入
れ、前年度Ｐ
ＬＡＮがどのようにＤＯ――ＣＨＥＣＫ――ＡＣＴＩＯＮされて、次年度ＰＬＡＮ案が考案
されてきたのか、簡潔な形で明示する。
②もしくは、このＰＤＣＡサイクルのプロセスを「別添」として明示する。
③収去検査の検体数の増減については、その理由を明示する。
（２）現在、「見える化」という言葉がどこでも叫ばれるようになってきています。映
像・グラフ・
新旧年度計画対比表などの作成の工夫によって、「見える化」していただきたいと
思います。

５ 監視指導計画は，前年度の監視指導結果や社会問題化した事例
などを踏まえて策定してほしい。
★計画の公表時に，昨年度の取組結果を併せて公表してほしい。
★監視指導や検査結果を公表してほしい。
★結果の公表の際には，結果に対する今後の対策などもわかりや
すく示してほしい。
・監視指導の過程を，動画などで公開してほしい。

計画の策定に当たっては，前年度の取組結果や社会情勢を踏ま
え，京都市食の安全安心推進審議会から御意見をいただいたうえ
で，策定しております。計画に基づく取組結果については，毎年度と
りまとめ公表します。公表の際には，昨年度実績等との比較を行う
など，わかりやすい情報提供を図ります。

１　計画全般



ジャンル 意見の要旨 京都市の考え方（案） 意見番号 意見

平成２３年度京都市食品衛生監視指導計画(案)に対する意見 ・原則，御意見をそのまま掲載しておりますが，他者を誹謗中傷する内容については削除しております。

・京都市食の安全安心推進計画を「推進計画」と省略します。

５ 監視指導計画は，前年度の監視指導結果や社会問題化した事例
などを踏まえて策定してほしい。
★計画の公表時に，昨年度の取組結果を併せて公表してほしい。
★監視指導や検査結果を公表してほしい。
★結果の公表の際には，結果に対する今後の対策などもわかりや
すく示してほしい。
・監視指導の過程を，動画などで公開してほしい。

計画の策定に当たっては，前年度の取組結果や社会情勢を踏ま
え，京都市食の安全安心推進審議会から御意見をいただいたうえ
で，策定しております。計画に基づく取組結果については，毎年度と
りまとめ公表します。公表の際には，昨年度実績等との比較を行う
など，わかりやすい情報提供を図ります。

38

［２］マネジメント・サイクルを早く回して、ホームページでの情報開示を
　（１）これまでも指摘していますが、少なくない都府県で、法違反状況及び食品衛
生上の問題発生
状況とあわせて、監視指導計画実施状況の「中間報告」（たとえば４～９月の半期）
を当年度
中に公表し、次年度の食品衛生監視指導計画案の検討に生かしています。いわゆ
るＰＤＣＡ
のマネジメント・サイクルを早く回していくことが重要です。
　（２）貴課のホームページについては抜本的な拡充が必要と思われます。京都府
では、昨年２月か
ら農林水産サイドの「きょうと食の安心・安全情報」と、健康福祉サイドの「京の食＂
安心か
わら版＂」とを統合し、「食の安心・安全きょうと」サイトとしました。東京都でも、昨
年２月

39

京都は学生の街である，ということもあり，気がかりなのは，Ｏ１５７が起きた学校給
食に関することがらである。
生協など，大量発注の際の衛生管理は適切か？
また，学生から老人まで幅広い年齢層が住むため，食はバラエティーに富むと思う
が，全てにおいて（生産から消費者に届くまで）均等な配慮は行き届いているだろう
か？
その点に重点をおいて計画してもらいたい。

40
この計画により，食品の生産過程の透明化を進めることは，安全安心のうえで最も
重要だと思います。

41
現在，生産から販売に至るまで様々な経路があり，その分危険がひそんでいること
も考えられるので，そのような流通における危険防止にも監視していただきたいで
す。

42
監視体制がしっかりしていて，万が一のときに，対応がスムーズにできそうで良いと
思います。

43
こういった監視体制を取ることは食品の安全を確保する上でとても重要だと思うの
で，ぜひ進めて欲しい。時には抜きうちで監視をすることも効果的だと思う。また，こ
うした監視体制を取っていることを積極的にアピールするべきだと思う。

44

食の安全を守るために市が積極的に活動するというとても良い計画だと思います。
このような監視指導や市民への啓発活動をおこなえば，食の安全をおびやかすも
のを格段に減らせると思います。ただ，万が一食中毒になってしまった場合，その
相談ができる窓口があれば，更によいと思います。

45

近年は，ノロウィルスによる食中毒の発生なども多く，食に対する不安などがあった
ので，この京都市食品衛生監視指導計画は，とても頼もしいと思いました。京都市
だけでなく，近畿農政局や京都府とも連携することで，より多くの情報を入手するこ
とができ，問題が起こった時にも，より迅速に対応できるようになると思います。ま
た，市民の声も取り入れていくことで，市民の意見を反映し，より，食の安全確保へ
近づくのではないかと思います。

46

さらに，「京都市食の安全総合ネットワーク」というのも，良いことだと思いました。こ
の京都市全体で情報を共有するという一体感がすごくいいと思いましたし，それ
は，被害を最小限にとどめる一番有効な方法だと思います。なのでぜひこの計画を
実行に移してほしいと思います。

７ 監視体制が整備されていて良い。
・近畿農政局，京都府などの関係機関との連携することで，より迅速
に対応ができる。
・食の安全総合ネットワークの取組に賛成である。

市民の方々へ，食の安全安心に係る情報提供が行えるよう，関係
機関と連携し，食品営業施設の効率的な監視指導に取り組んでま
いります。また，食の総合安全ネットワークを活用し，関係者間で情
報共有しながら，協働して取り組んでまいります。

６ 生産から消費に至るまでの食品の安全性確保が必要である。
子どもから年配の方々までが，食の安全安心を感じて頂けるよう，
生産から消費に至るまでの流通全体を監視指導の対象として取り
組んでまいります。

１　計画全般



ジャンル 意見の要旨 京都市の考え方（案） 意見番号 意見

平成２３年度京都市食品衛生監視指導計画(案)に対する意見 ・原則，御意見をそのまま掲載しておりますが，他者を誹謗中傷する内容については削除しております。

・京都市食の安全安心推進計画を「推進計画」と省略します。

47 食品表示や収去検査の実施や強化はすばらしい考えだと思います。

48

漠然とした目標として１があり，それの実現へ向けての具体的な方法としての２～７
があるという形で，２～７も実現が可能そうな形になっている素晴らしい案件だと思
います。ただ，３で書かれている路上での弁当販売への監視指導は，市中いたる
所で昼頃に弁当を販売している人を見かけるので，一つ一つ見て回るのは大変な
ような気もします。また，６の食中毒予防に関する知識を市民に普及させるというの
は，名前だけは知っていてもどうすれば良いかは分からない，といった人が多くい
ると思われるので大変効果的な案だと思います。それに加え，予防するのは大変
ですが実際に発生してからの対処も知っておくと万が一のとき役立つと思われるの
で，６に加えて食中毒が発生した時の対処法も合わせて普及させると良いと思いま
す。

49

今回，初めてこういった計画があると知ってすばらしいと思った。特に興味深かった
点は，外国人観光客への食についても考えていることと，京（みやこ）・食の安全管
理を重要視している点である。これらは，どちらも京都特有のものだけに他府県に
例がない中，こういったものに取り組んでいるのはとてもよいと思う。しかも外国人
観光客は日本と価値観が違うので，思わぬ事故とかも考えられる。それをこの計画
は未然に防いでいる。また，京（みやこ）食も先程と同様になってしまうのだが，京
都人以外が食すものだけにこちらも思わぬ事故が考えられなくもない。しかも，調
理方法が伝統的なだけに細菌が紛れ込む可能性も高い。そうなってしまうと，今ま
で培ってきた伝統が壊れてしまう恐れもある。それらを未然に防ぐことのできるこの
計画はどこかとても頼もしい。あとは，認証マークを全市民にもれなく伝えてほし
い。

50

また，京都市は観光都市という大きな特徴があるので，それを意識した計画は重要
だと思う。京の伝統的な食文化を継承し，さらに，京都の食は安全安心ということも
伝えていきたい。それに，京都には学生が多いという特徴もある。京都市の施策に
興味関心のある学生は少ないと思うので，学生が行政に触れ，意見を述べるような
機会を提供してほしい。行政と学生がタッグを組んだら大きなパワーになるのでは
と思う。

51

京都は観光地であり，世界中から人が集まると思われるので，その分，衛生面で慎
重になり，食品の安全性を確保してほしいです。また飲食店も多く，学生アルバイト
が調理に携わっていることでも少なくないので，学生たちの意識向上にもこの計画
が役に立ってくれると良いと思います。

52 「京都らしい施策」というのは必要でしょうか。

53
京都市らしさが出ていて非常にいいと思います。京都は学生のまちと言われお昼
に大学の周りにはたくさんと弁当屋が並んでいます。また京の食文化の継承なども
京都市の中だけでなく，外の人達からの関心を集められていいと思います。

54
京都らしい施策で効果をあげるためには，いかにしておもしろく伝えるか工夫がい
ると思いました。

55
「１」において，京都らしい施策を推進するために，①②の２つが設けられている
が，具体的にどのような事をすれば良いのかを考えるのはすごく難しい気がした。
また協力してくれる団体もなかなか見つからないのではないかな，と思う。

９　京都らしい取組について
★京都の特徴は,観光地である点，学生のまちである点だと思うので,
その２点に重点的に取り組んでほしい。
・外国人観光旅行者に対する食の安全性確保の取組，京（みやこ）
食の安全衛生管理認証制度の取組について賛成である。
・観光都市という特徴を活かした計画が必要，伝統的な食文化の継
承，学生との連携が良い。
・京都らしい施策を具体的にどのように進めるのか示してほしい。
・京都らしい施策が必要なのか？

京都市食の安全安心条例に基づき策定する推進計画と整合を図
り，京都らしい取組を取り入れて，監視指導を実施してまいります。
特に，京都の特色である「京の食文化の継承」及び「大学との連携」
を活かした取組を推進します。具体的には,京の食文化を代表する
食品製造施設への監視指導の強化や，学生に対する食品衛生講
習会の実施などに取り組みます。

８　計画の主なポイントについて
・食品表示の監視強化や効果的な収去検査の実施に賛成である。
・主なポイントの構成がよい。

食の安全安心確保のため，市民及び食品等事業者の方々と共に７
つの重点ポイントを軸に取り組んで参ります。
計画推進に当たっては，食中毒予防対策に係る情報等，市民及び
食品等事業者の方々がわかりやすい情報提供のあり方に努めて参
ります。

１　計画全般



ジャンル 意見の要旨 京都市の考え方（案） 意見番号 意見

平成２３年度京都市食品衛生監視指導計画(案)に対する意見 ・原則，御意見をそのまま掲載しておりますが，他者を誹謗中傷する内容については削除しております。

・京都市食の安全安心推進計画を「推進計画」と省略します。

56
この，推進計画の監視指導計画の主なポイントを読んでみて，非常に共感を覚え，
ぜひ，そのようにやってもらいたいと思った。特に「京都らしい施策」を行うのは非常
に苦労すると思うが，せっかくだし，そのように取り組んでもらいたい。

57

京都は観光のまちであるとともに学生のまちでもあるので，飲食店の多さには驚い
た。だからこその衛生監視指導というのは考えたことがなかったが，今私が安心し
て京都で生活しているのも，このような京都独自の重点的な施策があるからなんだ
なと思った。もしどこかで食中毒などが出れば，大変な被害になるので，今後もお
願いしたい。

58

京都市の大きな特徴といえば，やはり「観光都市」であることと，「学生の街」である
ことだと思うので，この２つに関して重点的に行うべきだと思う。観光地での食中毒
などは，京都市にとっても大きなダメージなので，厳しく監視するべきであるし，大
学近辺での路上弁当販売なども，厳しく監視する必要があると思う。

59
京の食文化を知りたいとは思うが，大学生として京都に来ると誰かから教わること
ができない。HPや冊子に京の伝統的なおそうざいの作り方などをまとめてほしい。

60

京の食文化の継承ということですが，何か京野菜を前面に出したキャンペーンをさ
れてはいかがでしょうか。せっかく京都に来たので京野菜で自炊したいと思ってい
るのですが，いまいち使い方等よく分かりません。大学のまち京都として我々大学
生に目を向けていただいているのはありがたいと思います。「下宿大学生向け，京
野菜はこう使え！最強自炊マニュアル２０１１」みたいな冊子を作り，入学式等で配
布するとよいと思います。もし実現されましたら僕にも一冊下さい。

61

京料理の継承ですが，
京料理は熟練した職人の技が盛り込まれているので，大学生にすぐに継承しても
らうことは難しいと思います。
メニューや作法をしぼっての大学生×京料理がいいのではないかなーと思います。
京都は，ある意味閉鎖的な町であり，旅行客は京都に来て，初めて京都の作法や
食文化を発見するという楽しみもあり，期待をして旅行に来られていると思います。
何でもOPENにするのは，もったいないような気もします。

62

食文化の継承について興味を持ちました。
京都に住んでいても，京野菜などの伝統的なものに触れる機会が普段はありませ
ん。
何かイベントなどがあったら行きたいと思いました。

63

「大学のまち京都・学生のまち京都」の特色を活かした施策というのは，評価でき
る。大学で行われる講義を通じた情報発信や食の安全に関するシンポジウムを大
学で行うなどすれば，学生の食に安全に対する意識も高まる。さらに，「大学のまち
京都」には全国各地から大勢の学生が集まっているので，京都市の施策は京都市
のみならず，将来的には全国に広がっていくものと思われる。

64 また，京都には大学が多いので，官学連係した取り組みに期待しています。

１０京の食文化について
★京の食文化について，冊子などで紹介してほしい。
・京野菜を使った調理マニュアルなどを作成してほしい。

京都には，市民の間に親から子に伝えられた食の文化があります。
食文化には，衛生管理にまつわる創意工夫が数多くあり，食文化の
継承により，市民の食生活の安全安心を図っていこうと考えておりま
す。市民に対する京の食文化の紹介に取り組むとともに，日常の食
生活で心がけて頂く食中毒予防の調理方法等について，具体的な
調理方法等を盛り込んだ情報提供を行ってまいります。

１１　大学のまち京都・学生のまち京都の特色を活かした取組につい
て
★京都には大学が多いので，官学の連携に期待する。
★具体的な取組内容を示してほしい。
・食の安全をテーマとした大学の講義，シンポジウムの開催を進める
べき。
・大学と十分な連携ができていない。

市内で生活する大学生の方々へ，食中毒発生情報やその具体的な
予防策が発信できるよう，大学での講習会や啓発ポスターの学内掲
示等，食の安全安心に係るリスクコミュニケーションに取り組んでま
いります。また，御提言頂いたように，大学で行われる講義を通じた
情報発信や食の安全に関するシンポジウムを大学で行うなど，大学
生への食の安全安心情報の発信を行い，計画に沿った食の安全安
心施策内容の周知拡大を図ってまいります。

９　京都らしい取組について
★京都の特徴は,観光地である点，学生のまちである点だと思うので,
その１１点に重点的に取り組んでほしい。
・外国人観光旅行者に対する食の安全性確保の取組，京（みやこ）
食の安全衛生管理認証制度の取組について賛成である。
・観光都市という特徴を活かした計画が必要，伝統的な食文化の継
承，学生との連携が良い。
・京都らしい施策を具体的にどのように進めるのか示してほしい。
・京都らしい施策が必要なのか？

京都市食の安全安心条例に基づき策定する推進計画と整合を図
り，京都らしい取組を取り入れて，監視指導を実施してまいります。
特に，京都の特色である「京の食文化の継承」及び「大学との連携」
を活かした取組を推進します。具体的には,京の食文化を代表する
食品製造施設への監視指導の強化や，学生に対する食品衛生講
習会の実施などに取り組みます。

１　計画全般



ジャンル 意見の要旨 京都市の考え方（案） 意見番号 意見

平成２３年度京都市食品衛生監視指導計画(案)に対する意見 ・原則，御意見をそのまま掲載しておりますが，他者を誹謗中傷する内容については削除しております。

・京都市食の安全安心推進計画を「推進計画」と省略します。

65

大学のまち，京都，学生のまち京都の特色を活かしたいようであるなら，もっと具体
的にそれを考えるべきだと思った。京大では，食品について学んでいる食品生物科
学科があるのだから，それに対してもっと働きかけをしたらおもしろいのではないだ
ろうか。とにかく，京都市の食の安全のために，尽力してほしいと思います。がん
ばってください。

66
「大学のまち京都・学生のまち京都」の特色を活かした施策が，具体的にどのような
ものか気になります。

67
「大学のまち京都・学生のまち京都」の特色を活かした施策とは具体的に何なの
か，大学生の自分としてはすごく気になります。もっと大学生への食中毒予防など
の啓発活動はやるべきだと思います。

68

１の②について大学のまち，学生のまちの特色を活かした施策，とあるがこれが具
体的にどんな施策を目指しているのか全く見えてこない。どんな施策を実施してい
るもしくはしていく予定なのかをちゃんと明記すべきだと思う。出来ないのならこれを
掲げるべきではないと考える。

69
一方で京都市食の安全安心推進計画の「大学のまち」の特色を生かした施策につ
いてがよくわからない。

70
「大学のまち京都・学生のまち京都」の特色を活かした施策というのが具体的にど
んなことであるのかがはっきりとうかんでこない。

71

「大学のまち京都・学生のまち京都」とあるように，京都は学生の力を活かしていく
べきところであると思う。大学生に知識を与え，意見を交換できる場を設けることは
もちろん，その得た知識・生まれた意見を市民に発信していける機会があればよい
なと思う。例えば食中毒防止など小・中学校への指導（１日教室をひらくなど）で，市
の方々と共に大学生も指導する側になるなど。

72
大学のまち京都というコンセプトは学生である身にとってありがたいものに思われ
ます。

73
「学生のまち」の特色を活かした施策というので，京都に住んで，京都の大学に通っ
ていても京の食文化というのには学生があまり触れあうことが無いように思うので，
そういう学生と京の食のイベントみたいなのがあればと思う。

74

「大学のまち京都という」特色を掲げているが，その施策について，大学があまり関
与していない気がする。
また，京都らしさも，フグによる食中毒のところ以外出ていない。だが，内容はとて
も充実したものとなっていると思う。食品表示の監視し指導強化や上弁当販売は誰
もが求めていることであると思う。ただ，食品等自業者による自主的な衛生管理に
ついて自主性は良くないです。

２　監視指導

１２　一斉監視について
★監視指導の時期が対象に応じて適切に設定されていて良い。
・一斉監視の時期を公表することで，効果的な監視ができないので
はないか？
・一年間をとおした監視を実施すべきである。
・食品販売施設や一般飲食店に対する監視も必要である。
・リスクに応じて,監視の時期，対象を決めて重点的に監視指導に取
り組むべきである。

食中毒予防の観点から，食品の種類や施設管理状況に応じて計画
的に監視指導を行えるよう計画策定いたします。
　計画に基づき，施設への監視指導を公開することで，市民や食品
等事業者の方々への注意喚起に繋がればよいと考えています。な
お，事故発生時の立入指導や消費者等からの通報に際しては，随
時，不定期に立入調査を行います。
　なお，計画の時期や結果については，ホームページや冊子にて情
報公開いたします。

75

季節ごとの強化策を提示しておられるのは大変心強いと思いました。
このような取組を発信することによって，地域住民への食に対する安心のアピール
にもなると思う。さらに，このような”食の安全”に関しては，生産者側のみならず，
消費者側も含めた双方からの関心をどれだけ集められるかにかかっていると思う。
そういった地域住民への注意を集める為にも，大々的な取組のアピールを行う機
械をもうけた方が効果的に意識向上につなげられるのではないかと考えます。

１１　大学のまち京都・学生のまち京都の特色を活かした取組につい
て
★京都には大学が多いので，官学の連携に期待する。
★具体的な取組内容を示してほしい。
・食の安全をテーマとした大学の講義，シンポジウムの開催を進める
べき。
・大学と十分な連携ができていない。

市内で生活する大学生の方々へ，食中毒発生情報やその具体的な
予防策が発信できるよう，大学での講習会や啓発ポスターの学内掲
示等，食の安全安心に係るリスクコミュニケーションに取り組んでま
いります。また，御提言頂いたように，大学で行われる講義を通じた
情報発信や食の安全に関するシンポジウムを大学で行うなど，大学
生への食の安全安心情報の発信を行い，計画に沿った食の安全安
心施策内容の周知拡大を図ってまいります。

１　計画全般



ジャンル 意見の要旨 京都市の考え方（案） 意見番号 意見

平成２３年度京都市食品衛生監視指導計画(案)に対する意見 ・原則，御意見をそのまま掲載しておりますが，他者を誹謗中傷する内容については削除しております。

・京都市食の安全安心推進計画を「推進計画」と省略します。

76

６月から９月にかけて，路上販売食品を監視するというのはいいと思います。また，
ノロウィルスを防止しようというのはその感染の拡大しやすさからも考えて大切です
ね。今，話題になっているフグの食中毒を防止，市民にフグの毒の怖さを教えてあ
げるべきでしょう。

77

京都市で行われている衛生監視について，十分に存じ上げておりませんので，もし
かしたら的外れあるいは失礼な意見を申し上げてしまうかもしれません。そういった
場合は大変申し訳ございません。
私が気になったのは，一斉監視の時期等が公表されていれば，政策の効果にムラ
が出るのでは？という点です。。例えば，弁当販売に対して監視期間が６～９月で
あれば，その他の期間の安全性に若干の不安があるのでは？と考えております。
今回パンフレットを拝見し，一年を通して実に様々な取組をされていることを知りま
した。これからも，京都の食の安全をよろしくお願いします！

78

一斉監視を行っているが，一年に一時期だけと限定するのはまずい気がする。一
斉監視以外にも一年をとおした小規模な監視計画をたてるべきだ。
監視中以外で気をゆるませている業者もいるはずであるから一年を通してすべきと
言うのである。

79 季節・シーズンでとの対策はすごく効果がありそうで，またおもしろいと感じました。

80
一斉監視の強化においても，季節性や，地域特性を考慮し，時期を決め，取締り強
化をする重要性を感じました。

81 年間を通して監視や対策を行っていることが３．より分かった。

82

重点的に取り組むポイントは，要点をおさえていてよいと思います。一斉監視の内
容についても時期ごとに適切と思われる対策を行うようなのでよいと思いました。実
施結果も翌年には公表するということで，市民としても納得できるのではないかと思
います。

83 他にも一斉監視がシーズンごとに臨機応変に対応できるので良いと思う。

84

販売食品の一斉監視も積極的に遂行して欲しい。一斉監視により生産者側も衛生
管理等に注意するので消費者として安心できる。また，行政も現場の実体を調査す
ることで，問題点等を把握し，食に関わるリスクをさらに低げんする政策を遂行して
欲しい。

85

食品の衛生を監視し，指導することは，消費者を食の危険から守るという点におい
て重要なことであると思う。
京都は人口も多く，観光地としても非常に盛えた土地であるので，全てのはんいで
監視・指導を行うのは当然難しいと思う。
食の危険がひそみやすい時期・場所，大量感染の予想されるもよおしなどを把握し
た上で，適切に行うことが大切であると思う。
またそうした活動を多くの人に知ってもらうことも，人々の食に対する感心を，高め
ることにつながるので必要だと思う。

86

食品表示，路上販売弁当の監視指導強化に加え，飲食店の衛生状況の監視指導
も強化すべきだと思う。私が知る店の多くでネズミ被害が発生しているが，これは
放置すれば集団食中毒になりかねないのではないだろうか。
労働内容が掃除の手間から，衛生面をおろそかにしている店は少なからずある。
行政にはこの問題にも取りくんでほしいと思う。

87
一年で一番食中毒が多いのは夏だから，この時に頻繁に呼びかけなけなんなりを
行うべき。あと，監視は一施設あたり年二回くらいあった方がいいと思う。年一回
じゃあ足りないのではないだろうか。

１２　一斉監視について
★監視指導の時期が対象に応じて適切に設定されていて良い。
・一斉監視の時期を公表することで，効果的な監視ができないので
はないか？
・一年間をとおした監視を実施すべきである。
・食品販売施設や一般飲食店に対する監視も必要である。
・リスクに応じて,監視の時期，対象を決めて重点的に監視指導に取
り組むべきである。

食中毒予防の観点から，食品の種類や施設管理状況に応じて計画
的に監視指導を行えるよう計画策定いたします。
　計画に基づき，施設への監視指導を公開することで，市民や食品
等事業者の方々への注意喚起に繋がればよいと考えています。な
お，事故発生時の立入指導や消費者等からの通報に際しては，随
時，不定期に立入調査を行います。
　なお，計画の時期や結果については，ホームページや冊子にて情
報公開いたします。

２　監視指導



ジャンル 意見の要旨 京都市の考え方（案） 意見番号 意見

平成２３年度京都市食品衛生監視指導計画(案)に対する意見 ・原則，御意見をそのまま掲載しておりますが，他者を誹謗中傷する内容については削除しております。

・京都市食の安全安心推進計画を「推進計画」と省略します。

88

監視指導を行うならば徹底したものをすべきだと思う。規格をしっかりと定め，例外
を認めないぐらいの徹底ぶりを見せてほしい。そのためにも規格とは熟考に熟考を
重ねた，既在のものだけでなく，京都に必要だと思われる規定を盛り込み，不必要
なものを取り除いた，京都の町に合った規定を作る必要があると思う。

89

監視指導強化についても，その手法を科学的で徹底したものが実施されているの
かいまいちわかりません。
インターネットなどで調べれば，くわしい内容もわかるような形になれば，意見も出
せますし，安心さという面では効果があるように思います。

90
あと，実際何をどのように監視するのか，具体的に知りたい。冊子を配布するとき
に，そういう情報を載せてくれると，市民も行政の仕事が見れて安心すると思う。

91
また，この時期はノロウィルスにかかる人が多く，僕の知り合いもかかってしまった
ので，市民に対して，わかりやすく，かつ大切なポイントはおさえて，監視指導して
もらいたいと思った。

92
生肉や生魚など，比較的食中毒を発生しやすいような店には，より厳しい衛生管理
の推進をしてもらい，衛生状態が良い店には，何か印のようなものがあると，安心
できる。

93
中国加工品にはどうしてもていこうがあり買おうと思わないのですが，冷凍食品等
やはり中国加工の商品があるようにおもわれますが「絶対に安心安全」という証拠
のようなものがほしい。

94

BSEは，鳥インフルエンザ，又，産地偽装等ときくと食の安全について不安をおぼえ
ます。
市のお墨付きがあれば安心できますね
これからも監視指導しっかりやって下さい。

95

自分は，現在ある飲食店でキッチンアルバイトをしていますが，今現在食中毒など
の報告はありませんが，鳥肉を切ったまな板を適当に洗剤で洗ってから揚げ物をそ
こで切ったり，いちから冷蔵庫に入っているかわからないものを見た目や臭いだけ
で判断して提供したりしています。ある程度の基準はあるのですが，食品安全学上
危ないことをやっていると思います。京都の全飲食店共通での決まりを決めて，き
ちんと管理していく必要があるのではないかと思います。

96

監視体勢は万全だと思うが，気になる点がいくつかあった。大きな視点は素晴らし
いが小さな視点が欠けている。商売に重きを置く以上，細かい細菌・微生物チェック
は怠るのが人間の性だと思う。危ないのは弁当，そうざい類だ。個人的レベルでの
監視を強化するために，ほうびを設けて毎日チェックさせたり，抜き打を監視を増や
すことがよいと思う。また，いくら頑張ったって結局ゼロにはならない。よって，細菌
が体内に侵入しても大丈夫なように免疫力を高める。その為の食事，生活を食の
衛生監視と並行してやるのもおもしろいと思う。

97
また，手指のふきとり検査の実施や目視による指導等も併せて実施いただきたい
です。

１３　監視指導について
★徹底的に監視指導すべき。
・科学的根拠に基づいた監視指導を行うべき。
・具体的な監視指導の方法などについて示してほしい。
・食品販売についても監視指導を実施してほしい。
・監視指導の結果，「絶対に安全」であることが一目でわかるように
示してほしい。
・京都市独自の基準を設定し，監視指導を実施してほしい。
・監視指導を徹底してほしい。

食品取扱施設への立入に当たっては，施設管理者の理解度を高め
るため，簡易検査を併用して指導しています。，監視指導計画の時
期や結果については，ホームページや冊子にて情報公開していま
す。
また，監視基準について，昨今，食品の流通は，広域流通が主であ
るため，本市独自の規格策定は難しいと考えます。

２　監視指導
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・京都市食の安全安心推進計画を「推進計画」と省略します。

98

食中毒は少し気が緩むとすぐに発生してしまう危険なものなので，個人個人が気を
つけることは当然ですが，やはりそこにも限界があるので行政が衛生を管理する仕
組みを作ることは大賛成です。
監視指導といってしまえば少し厳しいことをされるのではないかと思ってしまいます
が，常識の範囲で気をつけなければならないことを徹底的に指導するだけでも食中
毒は減り，私たちの食の安全は守られると思うので是非この計画を遂行していって
いただきたいです。

99
積極的に監視指導をおこなっていただきたい。指導することで，食品工場，飲食店
で不当な行為をしていた場合取りしまることができる。それだけでなく，この活動が
抑止策になり，工場，飲食店の身をひきしめることができるだろう。

100

僕は一人暮らしをしているので，飲食店や弁当屋などをよく利用します。そのような
場所で，食の安全性が失われていても，自分では判断できませんしどうしようもあり
ません。なので，このような案により厳しく監視されることになれば，安心性は高ま
ると思います。

101

監視を強化するということは大変良いことだと思う。実際夏場には，まだ食品の保
存状態が充分でないと考えられる売り場も多いと感じるし，最近のニュースでもフグ
の調理免許を持たずしてフグを調理して食べて死亡するという事件を見て，監視が
甘いと感じていることも多いからである。せっかく監視をしていても実際に摘発する
ことができなくて，立っているだけで終わってしまうといった税金の無駄使いになる
ようなことだけは絶対にやめてほしいと思う。

102

私は居酒屋でバイトしていますが，京都市の食品衛生に対する監視の目は非常に
甘いと思う。私の居酒屋は必ずしも衛生状態が良いとは言えません。つまり，他の
居酒屋や飲食店も同じようなものだと思います。食品や材料の安全を監視すること
も大切ですが飲食店のような加工する場においてもきびしく目を向けられた方が良
いと思います。

103

とても喜んでおります。ハミリーマート等について近くにあり自分で選べること但し値
引き等ありやすく手に入り経済的にも良いを購入して帰っ見ましたら，賞見期限が
当時の物又は一寸腐食して傷がついているもの見る目はとても清潔の用に見いて
腐食近いもの等があり，一寸と不安に落とし込れられます。特くに男性の１人暮らし
等は，細かい所に気が付きませんが食料監視の方々は何をしているのか又，市管
系の方々，何とか協会の方々は市より年額…万円を戴いて監視等に目鼻はあるの
か但だ付いているだけですか

104
一般の飲食店でも，私の知る範囲でも衛生管理に問題がある（又はありそう）な所
があるので，検査を実施してほしいと思う。

105

食肉取扱施設だけでなく鮮魚を扱う場所があるならばそこでも監視を行って欲しい
です。また，集団給食施設に旅館等は含まれているのでしょうか。このような場所で
の集団食中毒というのもよく聞くのでもし監とくできるならば，していただきたいで
す。

106
今年は5～6年前に大発生したノロウイルスによる食中毒や感染症が再来すると報
道されておりますが，皆様による保育所や老人施設などの衛生指導よろしくお願い
します。

１４　集団給食施設一斉監視について
・集団給食施設に旅館が含まれるのか？
・ノロウイルス対策として,保育所や老人福祉施設への監視指導が必
要である。

保育所，小学校，社会福祉施設などの集団給食施設において，食
中毒等の健康被害が発生すると，被害が大きくなります。集団給食
施設を対象とした一斉監視を実施し，事故の発生予防を図ります。

１３　監視指導について
★徹底的に監視指導すべき。
・科学的根拠に基づいた監視指導を行うべき。
・具体的な監視指導の方法などについて示してほしい。
・食品販売についても監視指導を実施してほしい。
・監視指導の結果，「絶対に安全」であることが一目でわかるように
示してほしい。
・京都市独自の基準を設定し，監視指導を実施してほしい。
・監視指導を徹底してほしい。

食品取扱施設への立入に当たっては，施設管理者の理解度を高め
るため，簡易検査を併用して指導しています。，監視指導計画の時
期や結果については，ホームページや冊子にて情報公開していま
す。
また，監視基準について，昨今，食品の流通は，広域流通が主であ
るため，本市独自の規格策定は難しいと考えます。

２　監視指導
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平成２３年度京都市食品衛生監視指導計画(案)に対する意見 ・原則，御意見をそのまま掲載しておりますが，他者を誹謗中傷する内容については削除しております。

・京都市食の安全安心推進計画を「推進計画」と省略します。

107
行楽シーズン対策とは具体的にどのようなことをするのでしょうか。観光客が手にと
りそうなお土産や立ち寄りような飲食店，露店などの監視を強化することぐらいしか
私は思いつきませんが。

108

京都はやはり世界有数の観光地ですから，市民は勿論，外部からの来客に対して
も食の安全の意識を持ってもらうことが大事ですね。
特に外国人は，食文化の違いなどから，日本人では有り得ないような被害にあうか
もしれないので，外国の食文化に精通している職員が多数いればよいのかもしれ
ませんね。

109

京都市は観光名所がたくさんあり，土産物店での試食や市場での食べ歩き，屋台
で買ったものを歩きながら食べたり，川床など外で景色を見ながら食事したりする
など，外で飲食を口にする機会が多いと思います。また国内外のあらゆる場所から
観光客もやってくるので，新しい病気の持ち込みなどの不安もあります。現在も食
品の衛生管理には手を尽くして頂いていますが，この計画が実施されるということ
でなおいっそうの管理をよろしくお願いします。

110

京都は観光地であり，それにより伴い多くのお土産食品が存在する。その食品の
監視は特にしっかりとしないと問題が起こってしまったときに”京都”のイメージダウ
ンにもつながってしまいかねない。行政が厳しく監視することで企業の基準も厳しく
なり，問題が起こらなくなると思う。

111
京都は特に観光客が多く，出店や屋台のような店舗も多いのでこのような監視・指
導は食中毒の件数を軽減していくためにもぜひ必要な計画であると思う。
一斉監視の具体的な方法（監視を行う人数，場所など）の情報もぜひ知りたい。

112

京都は，非常に多くの観光地があり，行楽シーズンには非常にたくさんの観光客が
来ます。それに対して，たくさんの出店や屋台多くが出されます。大勢の人々がひ
しめきあう中で，そのような出店・屋台で出される食品が確実に安全であることを保
障できるようにしてほしいです。監視指導計画で述べられている「一斉監視」を徹底
してほしいです。これは多くの手間と人件費などのコストがかかると思いますが，京
都市に住むからこそ一番気になる点なのでよろしくお願いします。

113
日本だけでなく世界中から観光客が訪れる京都であるので，このように厳しく監視
指導することは非常によいことだと思う。路上弁当販売だけでなく，食べ歩きできる
ように店先で作って販売しているものについても指導すべきではないかと思う。

114

また，京都は観光地であるから，お土産店が数多く存在している。割とどの店舗で
も試食販売を行っているが，衛生面が少し気になるところである。八ツ橋などは，ど
の店でも小さく切ってケースに入れられており，素手でつまめるようになっている。し
かし，多くの人が触れるので，当然菌が付着してしまうだろうし，食中毒や，冬場の
風邪やインフルエンザの流行につながるのではないかと心配である。もう少し，衛
生面での工夫がほしいところである。そういうところの対策もきっちりと行ってほし
い。

115
京都は有名なお祭りが多く，そのため夜店も多く出ます。全ての夜店で手袋，マス
ク着用など，衛生面を向上して頂けると安心します。

116

京都市は観光都市であり，一年を通して観光客が多い。
観光客らも対象とした屋台や弁当販売などの路頭での食物提供も多い。これらの
販売機関に対して一般の店舗と同じ安全性が確保されているかという点では不安
が残る。
また，京都には学生が多く，彼らの食に対するモラルは大人に対して低い傾向にあ
ると思う。学生のみとも限らないが，そのような人たちへ向けてモラル向上も呼びか
けるのも市の重要な
役目といえるだろう。

１５　行楽シーズン対策について
★京都市は観光地として多くの観光旅行者がおとずれるため，土産
物や観光名所周辺での対策が必要である。
・具体的な監視内容について知りたい。
・露店商や出店に対する監視指導も必要である。

市民はもちろん，本市を訪れる観光旅行者の方々にも，食の安全安
心が提供できるよう，観光旅行者が多く訪れる行楽シーズンには，
土産物や宿泊施設，観光地近辺の飲食店に対する一斉監視を実施
します。修学旅行生が本市を訪れるシーズンには，団体旅館等の宿
泊施設への監視指導も行っています。ご指摘のあるような施設に対
しても監視指導を実施します。

２　監視指導
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・京都市食の安全安心推進計画を「推進計画」と省略します。

117

食事は毎日とるものであるから，毎日のくり返しの中でどうしても衛生管理の意識
が甘くなってしまいがちだと思います。だから定期的に第三者の立場から監視する
というのはとても有効だと思います。
特に京都は観光都市でもあるので，さまざまな国や地域に京都の食の安全をア
ピールできるチャンスだと思います。

118
京都市は，世界的にも，有名で，世界中から，観光客が集まってくるので，もしも，
京都でなにか，食中毒がおこったら，それが，日本中，世界中に，菌が行き渡って
しまうことになるので，充分に気をつけるべきだと思います。

119
食品関連施設だけでなく，行楽シーズンや路上弁当販売に対する監視を行うのは
良い試みだと思います。こうして安全性が高まれば，観光客の京都に対する印象も
向上し，増客につながるでしょう。

120

路上弁当販売に対して監視を徹底するとあるが，なぜそこに限っての活動なのか
が不明である。例えば団地で行われいるもちつき大会や，おにぎり等の配給など，
指導するべき場は他にもたくさんある。さらに言えば，弁当を販売する店は数多くあ
り，京都市の役人だけでその全てを監視することができるのかどうかも疑問であ
る。実際にこのプログラムが実現可能であろうか？紙面を見るかぎり，可能とは思
えない。

121

３ 路上弁当販売に対する監視指導の徹底について
暑い最中の路上監視ご苦労様です。今後とも指導の徹底をお願いします。
ところで最近近隣のスーパー，市場などの敷地内において，特に役所の休日に不
定期でたこ焼きや今川焼きなどの営業行為を行っているのを，見かけるようになり
ました。
露天商の取り締まりは難しいと思いますが，路上監視とともに監視の強化をお願い
します。

122

このように様々な観点から食の安全に対する取り組みがなされていることに驚きま
した。
路上で販売されている弁当よりも，お祭りの屋台のほうが衛生的に管理されている
か監視してほしいと思いました。

123
路上販売の弁当以外にも，車で移動しながら販売するメロンパンや，ピザ等の宅配
における衛生管理状況を不安に感じるので監視指導をしてほしいです。

124
路上の弁当販売は是非衛生管理を徹底させていただきたい。
また祇園祭，学園祭の出店の衛生管理もぜひ徹底していただきたいです。

125

京都には，出店が大変多くありますが，衛生管理がずさんな店がけっこうあるよう
に思います。また，学生街の食堂など，衛生管理が徹底されているとは思えない所
もあります。そのような場所の衛生管理を行うような指導計画を盛り込むべきだと
思います。今の計画では路上弁当販売に限定していて不思議な感じがします。

１６　京都市は観光地であるので，衛生確保が特に必要である。
・観光地である京都市で衛生確保を徹底することで，世界に京都の
安全をアピールできる。

市民はもちろん，本市を訪れる観光旅行者の方々にも，食の安全安
心が提供できるよう，京都市域がかかえる食にまつわる諸問題に計
画に従い取り組んで参ります。
監視指導にあたっては，施設管理者への食品の安全管理に係る情
報提供を行い，衛生意識の向上に取り組みます。
なお，監視指導計画の時期や結果については，ホームページや冊
子にて情報公開しています。

１７　路上弁当販売対策について
・路上弁当だけではなく，露店商に対する監視指導が必要。

計画は，路上弁当等の行商販売に対する衛生対策など，市民の
方々の関心が高い内容を重点的に盛り込んでおります。

２　監視指導
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126

路上弁当についてですが，確かに夏場などは気温が上昇し食中毒の危険性が上
がりますが，近場でお手ごろ価格な弁当を手に入れることが出来るので，販売が無
くなるという事は避けて欲しいです。なので，適正販売に向けた監視指導とあります
が，これを認可制にしたりなど一定の基準を定めてはどうかと考えます。

127

計画の内容が京都の特色にあっているというのを感じた。
路上弁当販売はよく見かける光景だが，食中毒などの心配があるため，買いづら
い。この監視・指導は徹底してほしいと思う。また，認可を受けた店しか路上販売で
きないような制度をつくってもいいのではないかと思う。

128
路上で販売される弁当に関しては，監視指導から漏れてくる業者も必ず出てくると
思われる。販売許可証を見やすいかたちで掲げることを義務づけるなどの実効性
のある施策が必要ではないか？

129
弁当について，以前路上販売は食中毒が危ないと聞いてからなかなか買う気がお
きなくなってしまいました。適切に管理している店にマーク等をつけてもらえると安
心して買いやすいように思いました。

130

京都大学周辺では毎年正午前になると各種弁当の路上販売が行われています。
確かに夏の時期に見かけると，「こんな暑い中置いてあるお弁当は果たして大丈夫
なのか」と思ってしまいます。盆地で気温も周辺と比べて高い京都ですので，気温
上昇による食中毒の発生には特に心を配らなければならないと思います。
現状がどうなっているのかは判らないですが，そのような問題を起こさないために
も，路上販売も許可制にすれば良いのではないかと思います。そうすれば悪い環
境のもと食品を販売する業者は居なくなると思いますし，一言「市許可済」といった
標語があるだけで消費者も安心して購入することが出来ると思います。

131
路上で販売されているところはすべて把握できているのか？
１について，具体的にはどのような施策があるのか？
夏季以外にも路上弁当販売に対する監視・指導は必要ではないのか？

132
路上弁当の監視は，夏だけでなく他の季節も徹底する必要があると感じます。食中
毒を，毎年徹底的に防止するという意識づけが，さらにされるのではないかと考え
るためです。

133
路上で販売される弁当の監視指導は，夏期に限定するのではなく，夏期に重点を
置きつつ，１年を通して行ったら良いと思う。

134
路上販売されている弁当は，顧客の安全を守る為に，管理強化と共に製造所への
立ち入り等も行って欲しい。

135
路上弁当は，私は買いたくない（特に夏は）。どのような監視指導がなされているの
か知らないが，それよりも，どこの誰が売っているのかすら私は知らない。

136
２－３についてですが，販売者の監視だけでなく，購入者に対する何らかの呼びか
けがあると，より効果的だと思います．購入者側に，食の安全に対する意識がなけ
れば逆に，あまり効果がないのではないでしょうか。

１８　路上弁当販売への対策について
★路上弁当の衛生管理に不安を感じていたので,一斉監視の取組を
進めてほしい。
★路上弁当販売を許可制にすべきである。
★適切に管理ができている販売場所について，「マーク」を掲示して
ほしい。
・路上弁当販売の監視結果を公表してほしい。
・夏期に限定せず，年間を通じて監視指導を実施してほしい。

路上弁当販売の衛生管理については，市民の方々の感心も高く本
市でも平成18年度から計画的に監視指導を行っています。平成22
年夏から，路上で販売されている弁当の抜き取り細菌検査も行い，
指導しています。路上弁当の販売は，いわゆる行商行為に該当しま
す。路上で弁当を販売する業者は，登録証の携帯が義務づけられ
ています。しかし，「登録証を見えやすいかたちで」とのご提案を踏ま
え，今後，指導内容を検討していきたいと考えています。路上弁当
に限らず，食品の取扱いは，消費者の衛生意識にも委ねる部分が
多くあります。計画では，食品等事業者への監視指導に限定するこ
となく，消費者への食品安全情報に関する啓発にも取り組んでいき
たいと考えています。

２　監視指導



ジャンル 意見の要旨 京都市の考え方（案） 意見番号 意見

平成２３年度京都市食品衛生監視指導計画(案)に対する意見 ・原則，御意見をそのまま掲載しておりますが，他者を誹謗中傷する内容については削除しております。

・京都市食の安全安心推進計画を「推進計画」と省略します。

137

路上弁当販売については新聞などに記事が出ていましたが，行政としては取締り
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監視指導というのではなく，販売禁止とするような取組を京都市として実施してほし
いと望みます。

138
項目に対し特に異論は無いが，条例が，路上販売を徹底的に禁止する政策にエス
カレートしないことを願いたい。

139

監視指導計画重点ポイント３の「路上弁当販売の監視指導の徹底」について
保健センターだけではなく，警察等他の行政機関と協力して取り締まってもらいた
い。たとえ食品衛生法上問題がなくても，公共の歩道を個人の商売に利用すること
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140

監視指導計画の３について。私は大学生なのですが，いつも大学の門に近くの路
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141

監視指導計画のポイントについて目を通して気になったのが路上弁当販売に関す
るものだ。お手軽でいいという点はあるものの，季節によっては食中毒の危険性が
高くなる。しかし実際に食中毒になったとしたら誰が責任を取るのだろうか。もちろ
ん消費者側に問題があるということも考えられるが，販売者側に問題がある場合も
ある。もちろん市に販売に関しての説明などがされているとは思うが，安心はでき
ない。市指導の下，適切な製造，管理がなされていることを販売者側が，例えば弁
当に載せたりすると学生の身からしても心置きなく食べることができる。コストはか
かるかもしれないがしてもらうとよりよいと思う。

142

大学の前で多くの弁当が販売されているが，その安全性指導については前々から
かなり疑問に感じていたので，監視指導には力を入れてもらいたいと思う。とくに，
夏期にもかかわらず路上で販売されている弁当は，中身の食品が高温（２０℃～３
０℃くらい？）になっていると思うので食中毒菌が繁殖している可能性が十分にある
と思う。また，昼間売り始めた弁当が夜，安くで売られているのを見ると危険を感じ
る。食中毒などの健康被害がないように，ぜひとも食の安全性確保に向けて頑張っ
てほしいと思う。

143 これを見て，路上弁当にも気を付けないといけないと感じました。

144

路上弁当販売に対する監視指導の徹底，という計画は非常に好ましいものだと思
う。私自身，路上販売の弁当をなんとなく「不衛生」だと考えてしまい買おうという気
になれない。しかし，この計画が徹底されることになれば私と同じような考えの人た
ちにも路上販売弁当の需要がでてくるだろう。

145
夏期の路上販売の弁当の監視というのは確かに徹底していただきたい。以前から
それの衛生面は気なっており，特に売れ残りを長々と販売していることもあり，不安
に感じる。

146
私は，よく路上で販売されている弁当を購入するので，ぜひ路上弁当販売に対する
監視や指導は徹底して頂きたいと思います。もし悪質な弁当販売者がいたら，ホー
ムページ上などで実名を公表して頂けたらなおよいと思います。

１８　路上弁当販売への対策について
★路上弁当の衛生管理に不安を感じていたので,一斉監視の取組を
進めてほしい。
★路上弁当販売を許可制にすべきである。
★適切に管理ができている販売場所について，「マーク」を掲示して
ほしい。
・路上弁当販売の監視結果を公表してほしい。
・夏期に限定せず，年間を通じて監視指導を実施してほしい。

路上弁当販売の衛生管理については，市民の方々の感心も高く本
市でも平成18年度から計画的に監視指導を行っています。平成22
年夏から，路上で販売されている弁当の抜き取り細菌検査も行い，
指導しています。路上弁当の販売は，いわゆる行商行為に該当しま
す。路上で弁当を販売する業者は，登録証の携帯が義務づけられ
ています。しかし，「登録証を見えやすいかたちで」とのご提案を踏ま
え，今後，指導内容を検討していきたいと考えています。路上弁当
に限らず，食品の取扱いは，消費者の衛生意識にも委ねる部分が
多くあります。計画では，食品等事業者への監視指導に限定するこ
となく，消費者への食品安全情報に関する啓発にも取り組んでいき
たいと考えています。

２　監視指導
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・京都市食の安全安心推進計画を「推進計画」と省略します。

147
路上販売の弁当の衛生管理がどのように行われているか不思議だったので，この
ような公報をしていただけるとわかりやすいです。
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148
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149
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151
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154
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155
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156
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158
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・路上弁当販売の監視結果を公表してほしい。
・夏期に限定せず，年間を通じて監視指導を実施してほしい。

路上弁当販売の衛生管理については，市民の方々の感心も高く本
市でも平成18年度から計画的に監視指導を行っています。平成22
年夏から，路上で販売されている弁当の抜き取り細菌検査も行い，
指導しています。路上弁当の販売は，いわゆる行商行為に該当しま
す。路上で弁当を販売する業者は，登録証の携帯が義務づけられ
ています。しかし，「登録証を見えやすいかたちで」とのご提案を踏ま
え，今後，指導内容を検討していきたいと考えています。路上弁当
に限らず，食品の取扱いは，消費者の衛生意識にも委ねる部分が
多くあります。計画では，食品等事業者への監視指導に限定するこ
となく，消費者への食品安全情報に関する啓発にも取り組んでいき
たいと考えています。
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159
路上販売に関しては，衛生状況について常々気なっていたので，検査を充実する
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160

特に私が良いと思った内容は，路上弁当販売に対する監視指導の徹底について
の内容でした。
実際大学の方でも夏期の暑い中販売されてますし，この徹底が進めば，不安なく
購入できるので，消費者も安心できると思います。

161 路上の弁当販売の衛生は身近な問題なので監視があって安心です。

162
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163
また，路上弁当販売に対する監視指導の徹底についても，細かいところまで，注意
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164
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165
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166
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170
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監視へのさらなる取り組みが必要不可欠であると思います。

１８　路上弁当販売への対策について
★路上弁当の衛生管理に不安を感じていたので,一斉監視の取組を
進めてほしい。
★路上弁当販売を許可制にすべきである。
★適切に管理ができている販売場所について，「マーク」を掲示して
ほしい。
・路上弁当販売の監視結果を公表してほしい。
・夏期に限定せず，年間を通じて監視指導を実施してほしい。

路上弁当販売の衛生管理については，市民の方々の感心も高く本
市でも平成18年度から計画的に監視指導を行っています。平成22
年夏から，路上で販売されている弁当の抜き取り細菌検査も行い，
指導しています。路上弁当の販売は，いわゆる行商行為に該当しま
す。路上で弁当を販売する業者は，登録証の携帯が義務づけられ
ています。しかし，「登録証を見えやすいかたちで」とのご提案を踏ま
え，今後，指導内容を検討していきたいと考えています。路上弁当
に限らず，食品の取扱いは，消費者の衛生意識にも委ねる部分が
多くあります。計画では，食品等事業者への監視指導に限定するこ
となく，消費者への食品安全情報に関する啓発にも取り組んでいき
たいと考えています。
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171

３について，大学の路上や門のところでよく弁当販売をしているのを見かけます。そ
ういう弁当は安全なのかいつも思っていました。
行政が徹底的に監視・指導を行っているということがはっきりとわかればもっと安心
して買えるので，よいと思います。

172

路上弁当販売は大学前でも多くの店が出店しているが，夏場は特に心配である。
だいたい１１時４５分くらいから，売れなければ１３時３０分くらいまで出店している。
保冷剤は使用しておらず，パラソルだけなので，食中毒が心配なところである。そこ
のところの指導，管理を徹底してほしい。市全体で統一した明確なルールを設ける
べきだと思う。

173

路上での弁当販売などはよく見かけるが，その弁当の衛生状態など考えたこともな
かった。事業者側は万全を期しているだろうが，慣れによって良い衛生状態を保つ
ことに対しておろそかになってしまうこともあるかもしれないので食品衛生監視の強
化は非常に良いことだと思う。この計画が形だけになってしまわずに進んでいくこと
を願う。

174

食中毒が起こらないように厳しく監視することも大切であるが，万が一起こってし
まった時の対処の仕方も指導しておくべきである。また，それぞれの一斉監視の前
に指導を徹底しておくべきである。特に，弁当などの路上販売は監視や指導が行き
渡りにくいと思うので，しっかりとやってもらいたい。学生なのでそのようなお弁当を
食べる機会が多いからである。

175

大学で食品安全学を学んだ事で，いかに食中毒というものが身近で起こりやすいも
のなのかを再認識した。実際路上弁当の販売は危険であると思う。食中毒が起こ
る食品なのかというのは一見して分からない場合も多いので，ぜひ市の力でそれを
防いでほしい。

176

食品の衛生管理については難しい問題であると思う。例えば弁当の路上販売に関
してみると，弁当を買う側にも売る側にもない人々は夏の暑い中に外に数時間放
置された弁当は腐っていないのだろうかといったことが疑問視されるわけだが，売
る側としては１つでも売れば利益になるし，買う側としてもいつも同じ場所で買って
いた弁当の路上販売がなくなれば，新たに買う場所を見つけなければならないと
いった状況になるからである。これには経済の問題が絡んでくるため，売る側にも
保冷剤を供給したりして，徐々に買う側にも売る側にも気温と食品の安全性の関係
について意識を高めてもらう必要があると思う。

177
私は３，７こう目はよいと思いました。路上弁当については京大生にとっても関心の
あることが３だと思うし，より徹底して安全管理を行ってほしいと思う。
７は自分にもあてはまります。

178
路上販売等，安全性が疑わしく，流通元も特定しにくい分野に重点を置いて活動す
ることは大いに評価できると思う。

179

取締りは難しいと思う。京都には観光所がたくさんあるうえ，路上販売は許可を出し
ていない団体もあると思う。しかも，食中毒になっても，何にあたったかわからない
ことも多いと思う。
購入したお弁当で食中毒になってしまうのは，消費者側としてはどう逃れることもで
きないので，販売側のモラルと知識の向上を望むしかないと思う。

１８　路上弁当販売への対策について
★路上弁当の衛生管理に不安を感じていたので,一斉監視の取組を
進めてほしい。
★路上弁当販売を許可制にすべきである。
★適切に管理ができている販売場所について，「マーク」を掲示して
ほしい。
・路上弁当販売の監視結果を公表してほしい。
・夏期に限定せず，年間を通じて監視指導を実施してほしい。

路上弁当販売の衛生管理については，市民の方々の感心も高く本
市でも平成18年度から計画的に監視指導を行っています。平成22
年夏から，路上で販売されている弁当の抜き取り細菌検査も行い，
指導しています。路上弁当の販売は，いわゆる行商行為に該当しま
す。路上で弁当を販売する業者は，登録証の携帯が義務づけられ
ています。しかし，「登録証を見えやすいかたちで」とのご提案を踏ま
え，今後，指導内容を検討していきたいと考えています。路上弁当
に限らず，食品の取扱いは，消費者の衛生意識にも委ねる部分が
多くあります。計画では，食品等事業者への監視指導に限定するこ
となく，消費者への食品安全情報に関する啓発にも取り組んでいき
たいと考えています。

２　監視指導



ジャンル 意見の要旨 京都市の考え方（案） 意見番号 意見

平成２３年度京都市食品衛生監視指導計画(案)に対する意見 ・原則，御意見をそのまま掲載しておりますが，他者を誹謗中傷する内容については削除しております。

・京都市食の安全安心推進計画を「推進計画」と省略します。

180
細かな部分まで，配慮がなされていると思った。特に，夏季における路上弁当の販
売一斉監視は個人的にとても有意義だと思うのでこれからも続けて欲しい。

181
路上弁当は大学の至るところで販売されていますが今まで買う気になれなかった
のでそれが監視の対象に入っていて少し安心しました。

182
京大の周りにお弁当屋さんが路上販売しているが大丈夫？（特に夏）主なポイント
のところに記述があるが当事者としては詳しい監視の内容を知りたい。

183

路上弁当販売に対する監視指導の徹底は是非行ってほしいと思います。大学付近
の路上でよく弁当が売られていますが，夏の猛暑日でも販売されていて，時間が経
つと値下げして引き続き販売されていることがあります。消費者側は買う時にわざ
わざ衛生状態について考える人は少ないので，ぜひ自治体が中心となってやって
ほしいです。

184

以前から気になっていた，路上の弁当販売について，夏季に一斉監視をしてくれる
そうで，少し安心しました。更に，路上での販売場所も，どこでも良いわけではなく，
衛生的により安全な場所（車通りの少ない場所とか日当たりとか）を監視する側か
ら指定したら良いなと思いました。

185

「路上弁当販売に対する監視指導の徹底」にとても興味深く感じました。大学の周
辺あちこちで昼頃になると，弁当を売りに露店が出てくるのですが，特に，インフル
エンザなどが流行する冬は特に菌が感染したりしないのかなと思っていました。
この取り組みは是非積極的に行っていただきたく思います。

186

一斉監視の時期を決めるのに，行楽シーズンなども考慮に入れるというのは，確か
にそうした方が効率的になって良いと思う。
京大内においても言える事だと思うが，路上弁当販売は本当に多いと思うので，こ
れに対しても一斉監視が行われる，というのは有り難い。

187

「路上弁当販売に対する監視指導の徹底」は是非力を入れて取り組んでもらいた
いです。私は大学で講義のある日は，よく，正門の前で売られているお弁当を利用
します。特に春や秋に天気がいいと，買ったお弁当を持って友人と鴨川へ行って食
べたりもします。家でつくると手間がかかるので買うのが便利ですと，当然安全でな
いと困ります。１度食中毒にでもかかってしまうと，きっともうそれからは外でお弁当
を買うことはしなくなると思います。そんなことになったら残念です。
なので是非，徹底してもらえるとありがたいです。

188
路上での弁当販売には不安もあったので，一斉監視などの取りくみは安心できてよ
いと思う。

１８　路上弁当販売への対策について
★路上弁当の衛生管理に不安を感じていたので,一斉監視の取組を
進めてほしい。
★路上弁当販売を許可制にすべきである。
★適切に管理ができている販売場所について，「マーク」を掲示して
ほしい。
・路上弁当販売の監視結果を公表してほしい。
・夏期に限定せず，年間を通じて監視指導を実施してほしい。

路上弁当販売の衛生管理については，市民の方々の感心も高く本
市でも平成18年度から計画的に監視指導を行っています。平成22
年夏から，路上で販売されている弁当の抜き取り細菌検査も行い，
指導しています。路上弁当の販売は，いわゆる行商行為に該当しま
す。路上で弁当を販売する業者は，登録証の携帯が義務づけられ
ています。しかし，「登録証を見えやすいかたちで」とのご提案を踏ま
え，今後，指導内容を検討していきたいと考えています。路上弁当
に限らず，食品の取扱いは，消費者の衛生意識にも委ねる部分が
多くあります。計画では，食品等事業者への監視指導に限定するこ
となく，消費者への食品安全情報に関する啓発にも取り組んでいき
たいと考えています。

２　監視指導



ジャンル 意見の要旨 京都市の考え方（案） 意見番号 意見

平成２３年度京都市食品衛生監視指導計画(案)に対する意見 ・原則，御意見をそのまま掲載しておりますが，他者を誹謗中傷する内容については削除しております。

・京都市食の安全安心推進計画を「推進計画」と省略します。

189

平日昼飯の時間帯になると，大学の方で手作りお弁当の路上販売者が来ます。こ
の時間帯だと学校の食堂ではずいぶん混雑するため，路上販売の弁当を選ぶ人
も少なくありません。私自身利用した経験ないですが，利用者によると安くてそこそ
こおいしいらしいです。今まで特に食中毒などの事件はなかったですが，やはりこ
のような販売に対してちょっと不安を感じて，できれば路上販売にも監視指導を徹
底して，販売許可や安全安心認証制度などの導入によって，利用者をもっと安心さ
せてほしいと思います。

190
我々の食の安全を守る上で，様々な食品に対して監視の目を光らせてくれるのは
とてもありがたいことです。僕もよく路上弁当を利用するのですが，しっかりとした衛
生管理で安全をゆるぎないものにしてほしいです。

191
学生として一番気なるのが弁当の路上販売です。販売しているのはアルバイトで，
衛生知識もなく，相当ずさんな管理をしているように見受けられます。是非適切に
指導していただきたいです。

192

計画の主なポイントの中で自分が興味を持ったのは路上弁当販売についてでし
た。自分は毎週のように京大農学部前の路上弁当を購入しています。今までは気
にしていませんでしたが特に夏場などは安全が保証されているのかと思います。そ
ういった身近な所を主なポイントとして注目して下さる京都市を頼もしく思いました。

193

路上弁当販売についてです。
京都大学に属する者としては，昼休み（正午頃），つまり気温が最も高くなるだろう
時間帯に，人の行きかいが多く，また，販売者もお金を握った手で弁当を触るな
ど，衛生面で疑問を感じておりました。消費者が多いと考えられる大学周辺の路上
弁当販売の監視強化を望みます。

194

大学の昼休みに路上弁当を買っている身としては，なくなってしまうのは非常に困
るけれど，よく考えれば，確かに夏期に外で売る，というのは衛生的に非常によくな
いと思った。
食中毒発生予防に対して，すすめていってもいい計画だと思う。

195
大学の周辺でお弁当を買う機会も多いので，路上弁当販売に対して監視指導があ
るのはありがたいです。

196
路上弁当の販売に対するチェックは，不況と大学の街であるという２つの現実が反
映されていて興味深い。

197
監視という点で，自分自身，路上で販売されている弁当に対しての衛生面の不安も
あって，まずこのような路上販売弁当に対して監視がはいるのは，とてもよいことだ
なと思いました。

198

学生としては普段利用する機会が多い路上弁当販売や，個人経営の飲食店の衛
生指導を撤退してもらえるとありがたい。路上弁当販売に関しては既に計画に盛り
こまれているようで助かる。
一つ気になるのは雨の日の弁当販売で，いくらふたがしてあるとは言え雨がかかっ
ているのは若干気になるのだが，そこは指導対象ではないのだろうか。

199

路上弁当販売の監視は是非行って欲しいと思います。
日光に当たり続けた弁当を買って，食べてみてオカシイ…と感じ捨てた経験がある
ので。
そのようなコトが起こらないよう，管理は必要だと思う。

１８　路上弁当販売への対策について
★路上弁当の衛生管理に不安を感じていたので,一斉監視の取組を
進めてほしい。
★路上弁当販売を許可制にすべきである。
★適切に管理ができている販売場所について，「マーク」を掲示して
ほしい。
・路上弁当販売の監視結果を公表してほしい。
・夏期に限定せず，年間を通じて監視指導を実施してほしい。

路上弁当販売の衛生管理については，市民の方々の感心も高く本
市でも平成18年度から計画的に監視指導を行っています。平成22
年夏から，路上で販売されている弁当の抜き取り細菌検査も行い，
指導しています。路上弁当の販売は，いわゆる行商行為に該当しま
す。路上で弁当を販売する業者は，登録証の携帯が義務づけられ
ています。しかし，「登録証を見えやすいかたちで」とのご提案を踏ま
え，今後，指導内容を検討していきたいと考えています。路上弁当
に限らず，食品の取扱いは，消費者の衛生意識にも委ねる部分が
多くあります。計画では，食品等事業者への監視指導に限定するこ
となく，消費者への食品安全情報に関する啓発にも取り組んでいき
たいと考えています。

２　監視指導
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・京都市食の安全安心推進計画を「推進計画」と省略します。

200
あと，大学で昼休みに売られているお弁当も夏期には監視指導を受けているんだ
と，思い，身近に感じました。

201
路上や店先で販売されている弁当は本当に食品衛生面で信用できるのでしょう
か？適切な指導よろしくお願いします。

202 ３．路上弁当販売に対する監視指導の徹底は賛成です。

203
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す。

204
京都大学周辺の弁当路上販売に対して衛生管理指導を徹底してほしい。また，そ
の指導内容に沿うのであれば，指導済みのマークを表示するようにしてほしい。

205
路上弁当販売は夏の暑い時期は食中毒を起こす危険性は高いと思う。今は，さら
しのテントの中で販売されているが，せめて夏の間は，トラックなどの中から販売す
るという形に代えるのはどうだろうかと思う。

206
個人的には，路上販売している弁当をよく購入するので，今後の動向が気になりま
す。

207
路上で販売されている弁当については衛生面にとても不安があるので，できること
なら１年中監視指導をしていただけるとうれしいです。

208
路上弁当販売に関しては，私自身すごく気になっていたので，どのような結果がで
るか興味があります。

209
最近，おせち料理などの通信販売についてのトラブルに関するニュースをよく見る
ので，監視指導をしてほしい。

210 食品表示偽装も現在問題になっているので，指導を強化してほしい。

211
また，食品表示の監視指導強化も，消費者に大きな安心感を与えると思います。な
ぜなら，消費者にとっては食品表示は食の安全を確認するための最も重要な手段
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212
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ています。

213 食品表示についてはより適正な表示が実現すれば我々も安心できます。

214 食品のトレーサビリティーの義務付を国に要望すべき。

215
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すが，毎日の仕入れ状況によって産地が変わる原材料の産地情報提供義務は，
事業者の負担がおおきくならないよう配慮していただきたいと思います。また，産地
名も，都道府県名だけでなく丹波産や近江産などのブランド力のある地域名表示も
認めるなど，柔軟性のある対応をしてもらえれば助かります。

１９　表示一斉監視について
★食品表示の監視強化を徹底してほしい。
★食品表示偽装が現在も問題となっているので，適正表示を図って
ほしい。
・トレーサビリティーを進めるべきである。

ＪＡＳ法を所管する近畿農政局等や消費者庁等の関係行政機関と
連携し，適正表示に向けた監視指導の徹底を図ってまいります。

１８　路上弁当販売への対策について
★路上弁当の衛生管理に不安を感じていたので,一斉監視の取組を
進めてほしい。
★路上弁当販売を許可制にすべきである。
★適切に管理ができている販売場所について，「マーク」を掲示して
ほしい。
・路上弁当販売の監視結果を公表してほしい。
・夏期に限定せず，年間を通じて監視指導を実施してほしい。

路上弁当販売の衛生管理については，市民の方々の感心も高く本
市でも平成18年度から計画的に監視指導を行っています。平成22
年夏から，路上で販売されている弁当の抜き取り細菌検査も行い，
指導しています。路上弁当の販売は，いわゆる行商行為に該当しま
す。路上で弁当を販売する業者は，登録証の携帯が義務づけられ
ています。しかし，「登録証を見えやすいかたちで」とのご提案を踏ま
え，今後，指導内容を検討していきたいと考えています。路上弁当
に限らず，食品の取扱いは，消費者の衛生意識にも委ねる部分が
多くあります。計画では，食品等事業者への監視指導に限定するこ
となく，消費者への食品安全情報に関する啓発にも取り組んでいき
たいと考えています。

２　監視指導



ジャンル 意見の要旨 京都市の考え方（案） 意見番号 意見
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・京都市食の安全安心推進計画を「推進計画」と省略します。

216
産地偽装の問題に対しては，農政局と十分に連携をとって，きびしい対応をしてほ
しいと思います。

217

最近，百貨店は，もとより，スーパー，量販店下京区に限らず，バナナの値フダに
防カビ剤の表記がありません。
レモンやオレンジには，明記されているのですが，どこで買ったバナナも本体にカビ
はつかない事から，使用はされているはずです。
法律が変わったのでしょうか？

218 市民の食の安全安心を守るために，６のポイントについて徹底して欲しい。

219
監視指導計画重点ポイント６の「食中毒発生防止の徹底」について
牛肉，鶏肉，かきの生食による食中毒が多く発生しているみたいだが，生食肉の提
供について控えるよう徹底して指導して欲しい。

220
一般の飲食店では，鶏肉の生食による食中毒などがよく起こっているようだが，そ
のような飲食店に対する指導管理なども徹底して欲しい。

221

６．の食中毒発生防止を徹底してほしいと思う。毎年のように京都でノロウィルスな
どの食中毒が流行しており，手洗いうがいといった自己防御だけでは限界がある。
おそらく食品関係施設に対する監視指導を行うだけで，かなり流行度合いも違った
ものになってくるだろうと思う。

222
６について，ノロウィルスなど，人から人に感染する食中毒が起こると，京都は観光
客が多い都市なので，ウィルスが他の地域にも広がってしまうおそれがあると思う
ので，他の都市以上に徹底する必要があると思います。

223
私は昨年，鶏肉にあたっているので，食の安全安心に対しては以前より敏感である
ので特に夏場は本当にしっかり検査してほしいと思う。そして京都市全体としても，
昨年よりも食中毒の発生件数が減ることになればいいと思う。

224
また冊紙にもあるように，京都は大学のまちであるため，行き来する人間が多い反
面，食中毒やノロウィルスなど慢えいしやすいということが考えられます。だから，６
の食中毒発生防止徹底にも尽力していただきたいです。

225
食肉の生食やフグの毒やノロウィルスによる食中毒は徹底すればなくなると思う。
フグを免許もっていない人が調理する事件が去年末にあったが，そのような事件は
なくす。

226
私が一番心配していることは食中毒の問題です。ここで日頃から意識していれば
防げるかと思いますが，夏，冬以外はどうしても注意が薄れてきます。食中毒に対
しての監視指導してくださるということは大変ありがたいですし，心強いです。

２０　食中毒予防対策に対し，重点的に取り組んでほしい。
★牛肉，鶏肉やカキの生食による食中毒の予防対策が必要である。
★ノロウイルスは感染性があるので，流行度を見据えた対策が重要
である。
★食中毒患者へのケアが必要である。
★生食のリスクについて，消費者に伝えるべきである。
・食中毒が発生した場合には,迅速な対応をしなければならない。

昨今の食中毒の傾向として生食肉によるものが増加傾向にありま
す。計画では，市内で発生する食中毒の減少に繋がるよう，このよう
な情報を食品等事業者や消費者の方々へ情報提供してまいりま
す。食中毒等により健康被害が発生した緊急時には，市民等の生
命・健康の保護を第一に，迅速かつ的確に対処し，被害拡大の防止
を図ってまいります。

１９　表示一斉監視について
★食品表示の監視強化を徹底してほしい。
★食品表示偽装が現在も問題となっているので，適正表示を図って
ほしい。
・トレーサビリティーを進めるべきである。

ＪＡＳ法を所管する近畿農政局等や消費者庁等の関係行政機関と
連携し，適正表示に向けた監視指導の徹底を図ってまいります。

２　監視指導



ジャンル 意見の要旨 京都市の考え方（案） 意見番号 意見

平成２３年度京都市食品衛生監視指導計画(案)に対する意見 ・原則，御意見をそのまま掲載しておりますが，他者を誹謗中傷する内容については削除しております。

・京都市食の安全安心推進計画を「推進計画」と省略します。

227

食品による食中毒の経験はありませんが，ウィルス感染によるノロウィルスは経験
あり，胃腸炎の恐さを知りました。
衛生監視の徹底が予防につながるに違いないでしょうから，これからも取り組みよ
ろしくお願い致します。

228

P，２「２－６食中毒発生防止の徹底」で，食肉の生食への監視を徹底して頂けると
いうことで安心しています。よく店などコースのメニューに組み込まれており，私は
大事をとって食べないで，他の欲しがっている連れにあげたりしています。ユッケな
ど，安全性が確実なら食べてみたいと思っています。

229

2年くらい前にカンピロバクターの食中毒が流行した時テレビで店の人が「生レバー
を出すのは客が求めてくるからで，メニューにのせないと売上も減る。
新鮮なレバー等に菌がいるのも知っていると言っていた。業者の監視を減らしてで
も，消費者向けの講習会を行うべきだ。

230
案自体については，食中毒になってしまった人へのケアがもっとあるとありがたいと
思います。

231
リスクコミュニケーションは非常に大事だと思います。
様々な状況を考慮したうえで食中毒発生予防を徹底し，万が一起きてしまった場合
も，迅速かつ的確に原因究明など対応しなければならない。

232
フグ販売無届のスーパーが毒の処理をしていないフグを販売していたが，中央市
場の業者が卸す時に確認はしていないのか？行政は末端の店ではなく，おおもと
の卸業者である中央市場の監視を厳しく行うべきである。

233
厚生労働省のHPでも「無毒」とされているシロサバフグであっても，内臓つきのもの
を処理するのに処理業の認証が必要なのは納得がいかない。処理業が必要ない
フグの種類も規定してほしい。（その他，ハリセンボンなど。）

234

条例改正で，ふぐの取扱い業（B）はなくなり，ふぐ処理師の免許も不必要になると
聞いた。何故そのような規制緩和をするのか？誰でも有毒部分を除いたフグを扱
えるようになると，フグ処理師をとる人がいなくなり，調理人のレベルが下がるので
はないか？

235
一斉監視の中に「フグ処理施設一斉監視」があるが，きちんと認証をとっている施
設にばかり行って厳しいことをいうのではなく，無認証でフグの処理を行っている施
設の監視に力を入れてほしい。

236 コンビニのおでんはずっとふたが開いていますが指導等は入らないのでしょうか。

237
京都は大学が多いが，学食のおばんざいは数時間前から作り置きをしているが，
夏場は安心なのかなと思う。

238
学校の付近で出店で売ってる弁当屋さんなどが，抜きうち検査で大丈夫だったの
か知りたいです。衛生管理が大丈夫だったから，出店を出せるのか，許可はいらな
いのか，よくわかりません。

239
牛丼，ラーメン等京都市に複数展開しているチェーン店について，同じチェーンでも
衛生管理，掃除の行き届きに差がある場合がある。各々の店が他店に比べて劣る
点を提示し改善を促してほしい。

２１　フグ取扱施設一斉監視について
・ふぐによる事故を防ぐため,卸売市場での監視指導を強化してほし
い。
・認証済みの施設に限らず，無認証の施設に対する指導を実施して
ほしい。
・ふぐの処理に関し，法整備を求める。
・京都府のふぐ関係条例の改正により，ふぐ処理師の数が減少し，
調理師のレベルが下がるのではないか？

ふぐの取扱規制については，「ふぐの取扱い及び販売に関する条
例」（京都府条例）を適用します。京都市中央卸売市場第一市場内
でふぐを販売する業者についても，ふぐを取り扱う飲食店と同様に
指導の対象とし，一斉監視を実施しています。平成23年4月から肝
等の有毒部位が完全に除去されたふぐを取り扱う場合に限り，ふぐ
処理師免許を持たない人も取扱いができるよう改正されます。この
改正と併せて，事故発生時に迅速な対応がとれるよう，指導を行っ
てまいります。また，無認証でフグの処理を行っている施設に関する
情報が寄せられた場合には，迅速に実態を確認のうえ，適切な指導
を行っています。

２２ 一般衛生指導について
食の安全確保は，取扱施設の設備と施設管理者の衛生意識による
ところが大きいと考えています。営業者をはじめ施設管理者の衛生
意識の向上に向け取り組んでまいります。

２０　食中毒予防対策に対し，重点的に取り組んでほしい。
★牛肉，鶏肉やカキの生食による食中毒の予防対策が必要である。
★ノロウイルスは感染性があるので，流行度を見据えた対策が重要
である。
★食中毒患者へのケアが必要である。
★生食のリスクについて，消費者に伝えるべきである。
・食中毒が発生した場合には,迅速な対応をしなければならない。

昨今の食中毒の傾向として生食肉によるものが増加傾向にありま
す。計画では，市内で発生する食中毒の減少に繋がるよう，このよう
な情報を食品等事業者や消費者の方々へ情報提供してまいりま
す。食中毒等により健康被害が発生した緊急時には，市民等の生
命・健康の保護を第一に，迅速かつ的確に対処し，被害拡大の防止
を図ってまいります。

２　監視指導



ジャンル 意見の要旨 京都市の考え方（案） 意見番号 意見

平成２３年度京都市食品衛生監視指導計画(案)に対する意見 ・原則，御意見をそのまま掲載しておりますが，他者を誹謗中傷する内容については削除しております。

・京都市食の安全安心推進計画を「推進計画」と省略します。

240

食肉の生食等を原因とする食中毒，ノロウィルスによる急性胃腸炎の発生，フグに
よる食中毒を特に徹底して行うと書いていますが，２３年度の検体では，魚介類や
食肉類において，前年より検体数が減っているので，トータルで見て従来とさほど
食の安全性が変化しないのではと感じてしまいます。特別な専門知識を持たない
僕のような学生にも簡単に分かり，安心できる食生活が送れるよう努力してもらい
たいと思います。

241
食品の試験検査を行うのは良いと思う。
実際に店で売っているそうざいや輸入食品に対して，少し不安もあるので，検査が
行われていると安心して食べられると思う。

242 食品の抜取り検査はお店での緊張感を強めるためにも有効なことだと思います。

243
又，食品の抜き取り検査など，とても効果的で，より効率的に検査できそうなので，
その取り組みについてはとても良いと思いました。

244
収去検査については，全ての牛についてとありますが，鶏や豚その他の食品につ
いてもできるだけ厳格な検査をしていただきたいです。

245

市内食品の試験検査では各区のスーパー等から抜き取り検査を行っていると思う
が，重複している商品はないのか？重複しないよう調整しているのか？京都市も財
政難であると報道されているのになぜ検査の検体数を減らさずに増えているの
か？

246
輸入食品の試験検査が増えているが，最近は昔に比べてスーパー等で輸入食品
の販売が少なくなっており，検疫所での検査も強化されているので，減らした方が
よい。京都市で製造されている商品を中心に検査した方がよい。

247 収去検査の回数を増やしていただけるとありがたいです。

248

まっ先に思ったのは，検体数が少ない，ということ。知っているだけでも十以上スー
パーがあり，コンビニはその５倍程あるというのに，一年間で牛乳が２２本しか検定
されていないのは，おかしいと思います。どのように検体が行われているかも書か
れていないので，批判もできません。

249
また，スーパーに出回る輸入食材の安全性なども意識することが多いので，きちん
と検査をし，健康被害が起こらないようにして欲しい。

250
原産地が外国となっている食品についても検査を拡充してもらえるのは，消費者と
して安心は大きくなると思います。

251
今，外国産の食品に対しても関心の高まっている頃だと思いますし，原産地が外国
となっている食品についても，検査を拡充し，輸入食品の検査を充実させるという
は非常に重要なことだと思います。

２３　検査について
★抜取り検査は，効率的かつ効果的で良い。
★輸入食品の検査の強化により，安心して食品が食べられる。
・一斉監視の内容と収去検査の検体数の整合を図ってほしい。
・検体数が少ないと感じた。
・BSE全頭検査を継続して実施してほしい。

今後も，食中毒発生の原因食品や消費動向を取り入れた食品の抜
き取り検査計画を実施していきたいと考えています。
計画は，毎年度策定するため，今後も御意見をお願いします。
また，検査結果については，年度ごとにとりまとめ，公表します。

３　食品の検査



ジャンル 意見の要旨 京都市の考え方（案） 意見番号 意見

平成２３年度京都市食品衛生監視指導計画(案)に対する意見 ・原則，御意見をそのまま掲載しておりますが，他者を誹謗中傷する内容については削除しております。

・京都市食の安全安心推進計画を「推進計画」と省略します。

252
輸入食品の安全安心につきましては，いつも不安な思いでおります。農林水産省
にもっとしっかりしてほしいと思いますが，保健所や検査所の衛生対応も大変重要
であると感じておりますのでよろしくお願いします。

253

第４項目に「２３年度検体数」というデータがのっていました。
このデータでは，たとえば魚介類の検体は１６８コあるとでていますが，この数が妥
当な量なのかわかりません。パンフレットに妥当性の根拠をのべるのは適当ではな
いですが，直感でわかる方法があればのせてもらいたいです。

254 BSEの全頭検査については継続してください。

255
検査の商品をいつも持っていかれる。
他の店はどうなっているのか。

256 試験けん査の結果はどうなっているのでしょうか。

257 認証マークがあるというのをはじめて知った。

258

「京（みやこ）・食の安全衛生管理認証制度」というのがあるそうですがどのようなも
のなのかよくわからないが，京都市が認証するにあたり一定以上の衛生管理をクリ
アしていると認めた施設に対し認証を与えているのでしょうか。何をどの程度クリア
しているのか知りたい。認証マークを貼っている店も知らないし，そのような施設を
利用することで，市民としてのメリットはあるのですか。例えば，利用ポイントや割引
き制度がある等の取組はないのですか。
※認証施設や商品の販売所でポイントカードを配布し，認証施設を利用したり，認
証施設でつくられた商品を購入したらポイントがたまり，公共施設を利用する時や
商品購入時に割引きしてもらえるといった制度にできないか検討してほしい。

259

自分はあまり外食をしないため，京・食の安全衛生管理認証制度の認証マークを
見たことがありません。このマークがある施設は，食品安全，安心に対して十分す
ぎる管理を行われていると思いますが，実際に認証を見ないことには，どのような
ものかが実感できないため，この制度の普及はがんばってやっていただきたいと思
います。

260
「京・食の安全衛生管理認証制度」は，まだ普及できていないと思う。多くの施設が
認証を取得し，京都市民が安全な食生活を確保できるようにしてほしい。

261
あとは，「京（みやこ）・食の安全衛生管理認証制度」がきちんと完成すれば，その
認証マークを市民に知ってもらうだけで，市民の方も単純明快で良いと思います。
わかりやすい方がお年寄りや小さい子供の安全も確保できると思います。

262
「認証マーク」の周知法に具体的な記載がなかったので，具体的な周知方法を記載
すべきだと思う。また「認証マーク」がどのような基準で認証されてはじめてつけれ
るものなのかも市民に周知すべきだと思います。

263
「京（みやこ）・食の安全衛生管理認証制度」についてはもっと市民の知名度を上げ
た方が良いと思います。

２４食品の行政検査に協力したが，他の店舗の検査結果等を知りた
い。

食品の抜き取り検査は，無償で行えると食品衛生法で規定されてい
ます。
検査費は公費でまかない，結果については検体の提供を受けた販
売店等へ還元しています。御理解をお願いします。

２５　京（みやこ）食の安全衛生管理認証制度について
★当制度について初めて知った。周知が必要である。
★認証マークを見たことがない。
★多くの食品等事業者に当認証を取得してほしい。

市民や食品等事業者に「京・食の安全安心管理認証制度」につい
て，もっと良く知って頂けるよう，参加型リスクコミュニケーション，出
前トークや市バス内での広告等を通じて普及に努めます。

２３検査について
★抜取り検査は，効率的かつ効果的で良い。
★輸入食品の検査の強化により，安心して食品が食べられる。
・一斉監視の内容と収去検査の検体数の整合を図ってほしい。
・検体数が少ないと感じた。
・BSE全頭検査を継続して実施してほしい。

今後も，食中毒発生の原因食品や消費動向を取り入れた食品の抜
き取り検査計画を実施していきたいと考えています。
計画は，毎年度策定するため，今後も御意見をお願いします。
また，検査結果については，年度ごとにとりまとめ，公表します。

３　食品の検査

４　食品等事業
者による自主的
な衛生管理の
推進



ジャンル 意見の要旨 京都市の考え方（案） 意見番号 意見

平成２３年度京都市食品衛生監視指導計画(案)に対する意見 ・原則，御意見をそのまま掲載しておりますが，他者を誹謗中傷する内容については削除しております。

・京都市食の安全安心推進計画を「推進計画」と省略します。

264
認証制度や認証マークについては，良い取り組みだと思うが一度も目にしたことが
ないので一層の普及が必要だと思う。

265 認証マークをよりはっきりとしたものにしてほしい。

266
それと，京（みやこ）・食の安全衛生管理認証制度を授業を受けるまで知らなかった
ので，もっと広めて意味のあるものにしてほしいです。

267
京・食の安全衛生認証制度を市バス等の公共交通機関などで告知するのが良いと
思います。

268
ただ一点。認証マークを見たことがありません。
僕がそもそも意識付けされていないのでしょうがもっとシールを大きくするなりして
みてはいかがでしょうか？

269
認証マークは何度も見たことがありましたが，何のマークなのかは最近まではよく
知りませんでした。せっかくなのでもっとアピールした方がいいと思います。

270
京・食の安全衛生認証制度が，どのような点で国が定めているものと違うのか気に
なりました。普及の問題が大きいと思います。

271 認証マークが広がっていって欲しいです。

272 認証マークを広く周知させることは大切だと思います。

273

認証マークがあると，どのように安全なのかということも含めて，広く周知して頂き
たいです。
被認証店を増やすために基準が下がっていては仕方がないので，厳格な姿勢で臨
んで頂きたいです。

274

「京（みやこ）・食の安全衛生管理認証制度」は，制度自体は良いのですが，「認証
マーク」の認知度がそれほど高いとは思えません。消費者が認証マークのものを選
んで買うようにならなければ認証マークのメリットも減るので，消費者に，「具体的
に」どう普及させるのかを考える必要があります。

275
京・食安全衛生管理認証制度はあまり周知されていないと思います。
その制度が示すものは何かというのを市民により広めることも必要だと思います。

276 認証マークの普及は大切だと思うので，頑張って下さい。応援しています。

277
京の認証制度も，もっと普及していけばいいですね。認証制度サービスの更なる向
上も期待しています。

278
認証マークの認知度はおそらく，そのまま使用していてもあがらないと思いますの
で，キャラクターを用いたものに変える，施設における認知度をあげる，などの必要
があるのではないかと思いました。

２５　京（みやこ）食の安全衛生管理認証制度について
★当制度について初めて知った。周知が必要である。
★認証マークを見たことがない。
★多くの食品等事業者に当認証を取得してほしい。

市民や食品等事業者に「京・食の安全安心管理認証制度」につい
て，もっと良く知って頂けるよう，参加型リスクコミュニケーション，出
前トークや市バス内での広告等を通じて普及に努めます。

４　食品等事業
者による自主的
な衛生管理の
推進



ジャンル 意見の要旨 京都市の考え方（案） 意見番号 意見

平成２３年度京都市食品衛生監視指導計画(案)に対する意見 ・原則，御意見をそのまま掲載しておりますが，他者を誹謗中傷する内容については削除しております。

・京都市食の安全安心推進計画を「推進計画」と省略します。

279

それから「京・食の安全衛生管理意認証制度」はすごくいいと思うし，周知すること
ができれば認証マークも分かりやすくていいと思うんですが市民はともかく観光客
に周知させるのは難しそうな気がします。マークのことを観光客向けHPやガイドブッ
クに積極的に載せたり認証マークのついているお店を積極的に利用するための施
策（認証を得ているお店だけ載った安全ガイドブックや各種クーポンなど）が必要だ
と思います。

280
先日，この制度に関する情報を公開しているHPを拝見させて頂きましたが，登録さ
れた施設の情報の更新が平成２１年のおわりの方で止まっていたような気がする
ので，そういう所ももっと徹底していってほしいなと思いました。

281
「京・食の安全衛生管理認証マーク」がいまいち定着していない気がするので，もっ
と広めていってほしいと思います。

282
「認証マーク」は，市民の認知度が高いことが，認証取得した事業所の大きなメリッ
トにつながると思います。広い認知を期待します。

283 認証制度の知名度がまだまだ低いと感じます。

284

食の安全衛生管理認証制度についても，多くの事業者の皆さんに理解してもらい，
取得してほしいと思う。
取ったことによって必ず事業者自身に，安全で安心と云うことに自確が出来ると思
いますし，又，消費者の皆さんにも気持ちが伝わると思います。

285
京（みやこ）食の安全衛生管理認証制度は市民に知られていない。認証マークも見
たことがない。認証取得した店の商品を集めて物産展を開いたら，市民により多く
周知できるはず。

286
安全認証施設に認証マークが配布されているとのことで，今後関心をもってマーク
探しをしようと思います。
地道に取り組みが普及することを願います。

287
認証マークを広く周知することも大事ですが，それより認可基準を厳しくすることも
重要だと思っています。今の特保の製品が良い例です。
取得が困難なほど消費者の信頼度は上がるもんです。

288

認証制度については，京都府を含めて，色々なマークを作られていると思います。
我々料理を提供する者としましては，安全なだけでは，お客様は来てくれませんし，
栄養のことだけをクリアしても同じです。京野菜を使用したり，様々なことをアピー
ルして初めてお客様は来てくれます。
どうせ認証マークを作るのなら，それぞれの役所の垣根を越えた１つのブランド
マークを作ってほしいです。
何でたかがミシュランマークがついただけで，あんなに有名になれるのかを考え
て，作って下さい。

２５　京（みやこ）食の安全衛生管理認証制度について
★当制度について初めて知った。周知が必要である。
★認証マークを見たことがない。
★多くの食品等事業者に当認証を取得してほしい。

市民や食品等事業者に「京・食の安全安心管理認証制度」につい
て，もっと良く知って頂けるよう，参加型リスクコミュニケーション，出
前トークや市バス内での広告等を通じて普及に努めます。

４　食品等事業
者による自主的
な衛生管理の
推進



ジャンル 意見の要旨 京都市の考え方（案） 意見番号 意見

平成２３年度京都市食品衛生監視指導計画(案)に対する意見 ・原則，御意見をそのまま掲載しておりますが，他者を誹謗中傷する内容については削除しております。

・京都市食の安全安心推進計画を「推進計画」と省略します。

289

年間監視推進についての意見
私の父は食品関係に勤めていました（68才まで）が，健康の自己管理が社内できっ
ちりおこなわれていませんでした。そのため，体が異常があるのかないのかわから
ないままでした。そして，病気でたおれ，病院で診察を受けたらC型肝炎による肝臓
ガン（末期）にかかっていました。それから約半年後に亡くなりました。
そこで監視推進の項目として，食品会社勤務者の健康診断実施強化をくわえるべ
きだと思います。

290 ヒヤリ，ハットの段階の相談をいかに増やすかがカギだと思います。

291

食品を販売されている業者の方は，食品を販売するに当たっての基本的知識（法
律や条例）についてあまり，関心をもたれてないように感じます。
京都市として業者の方にわかりやすい教育の機会をもっと増やされた方がよいと
考えます。

292

店の責任者はしっかりとした食品安全の知識を持っていることがわっても，従業員
全体に徹底されているとは思えないため，食品にかかわる店の従業員にばっそく
のない抜き打ちテストのようなものを行えば，それぞれの人の意識が高まるのでは
ないだろうか。

293

身近な例で，衛生に関してよく起こることなのですが私はこれまで４つのお店でアル
バイトをしてきました。
大手チェーン店では１時間ごとに色々とチェック項目があり，衛生管理がゆきとどい
ていると感じました。
しかし，個人経営店では，床に落ちた食べ物を平気でお客さんに出していました。
やはり規則がないとどうしても面倒でやらないことも出てくるのでしょう。この計画案
には載っていなかったと存じますが，食を提供する人は何よりもまず，相手の生命
を握っているんだ，ということを再考すべきだと感じました。そういった指導もしてい
ただけたら幸いです。

294
食品衛生責任者についても調理師免許を必須条件にするべきではないか？
何か事故があったら調理人の責任になるが，簡単に許可や認証がとれる状況にし
ているのが問題ではないか？

295

食品当事業者の育成に関しましては質問に答えて下さるような方々の数を増やし
てもらうと更に日頃から自らも食品の安全を考えれるようになるのでは思います。
何よりも，情報入手の手段と日常化を目指してもらうことが重要だと思いました。そ
の点でリスクコミュニケーションの推進はとりわけすばらしい考えだと感じました。

296

計画案にも書いてある通り，ここは大学のまち，学生のまちだと思います。大学近
辺には数多くの飲食店があり，私はいろいろなお店で外食をするのが今の一番の
楽しみになっています。だからこそこの案でいう７番については徹底してもらいたい
と思います。私以外でも，一人暮らしの大学生はそんなに自炊はできていないと思
うので，飲食店の安全性はとても重要だと思います。

297
自業者による自主的な衛生管理にはやはり限界があると思うので，義務の基準を
上げるなどしても良いかもしれません。

２６　食品等事業者による自主的な衛生管理が必要である。
★食品等事業者の食品衛生に対する意識の向上が必要である。
★食品等事業者に対する衛生教育が必要である。
・食品等事業者による健康管理が重要である。
・ヒヤリ・ハット事例への対処が重要である。

食品の安全確保は，営業者の責務ですが，作業に従事する方の衛
生意識も大きく寄与しています。
食品衛生講習会等の機会を通じて，食品の安全確保に関する情報
を営業者等へ提供し，安全な食品が製造販売されるよう指導して参
ります。

４　食品等事業
者による自主的
な衛生管理の
推進



ジャンル 意見の要旨 京都市の考え方（案） 意見番号 意見

平成２３年度京都市食品衛生監視指導計画(案)に対する意見 ・原則，御意見をそのまま掲載しておりますが，他者を誹謗中傷する内容については削除しております。

・京都市食の安全安心推進計画を「推進計画」と省略します。

298

近年の問題としては食品を扱う人間のモラル不足というものが大きいと思う。その
ため，監視も必要なことであるかそれ以上に食を扱うという意味の大きさを再認識
する機会をつくり，モラル向上に努めることが重要だろう。特にモラル向上に監視の
労力が減ることも期待できるはずだ。

299

小売業に従事している者にとって，同業他社の食品衛生に対して管理できていな
いところが中小でよく見かけます。冷蔵保管商品を冷蔵ケースの前で常温販売して
いたりと意識の薄い企業も見受けられます。その企業は，他店舗も同じことが多々
見受けられます。

300
食品事業者自身安全で安心出来る食品を消費者に供給するのが，義務である以
上自分自身の心構えが必要である
その為にも今も尚続いている食品の産地偽装等，絶対，なくして行く事が大事。

301

リスクコミュニケーションの推進について。
ホームページと市民しんぶんでしか食の安全情報を提供しないのでしたら何も知ら
ない観光客（日本語の読めない外国人を含む）は全く知る機会がありませんので，
観光業社に注意を呼びかけて，主要駅で目立つ啓発運動（メガホン，立て札を使
う）を行ったり，掲示板やポスターでも大きな字で知らせるとかした方がいいです
よ。
よく路上販売で「○○産」とマジックで書いたものや，「○○名物」と書いたニセモノ
としか思えないものを知らずに買っていく人がいます。産地と安全性にこだわって取
れ立てを遠方に買いに行く人が多いので評判を落とさぬようにして下さい。

302

リスクコミュニケーションに関わって，遺伝子組み換え食品，水銀やダイオキシンの
魚介類への残留，カドミウム米，「環境ホルモン」に関わる情報等について最近の
科学的知見をもとにわかりやすく消費者むけの啓発・情報提供をしていただくことを
希望します。

303
ノロウィルスが流行っている時など，気をつけるべき食品についての情報がほしい
です。

304

消費者がよく知ることによって全体の意識も高まると思うので，各季節，段階におけ
る見学会や講議会がさらに必要だと思う。
食の衛生は食の安全・安心に最も大きな要因になるので，しっかりと管理していた
だきたい。

305

リスクコミュニケーションとありますが，市民をまきこむためにもスーパーのような，
多くの市民が，食に関して，気軽にかつ日常的に訪れるようなところで機会を設け
ることはできないのでしょうか？
今まであまり知識を持たないでいた層に関心をもってもらう機会として非常に有効
なように思います。

２６　食品等事業者による自主的な衛生管理が必要である。
★食品等事業者の食品衛生に対する意識の向上が必要である。
★食品等事業者に対する衛生教育が必要である。
・食品等事業者による健康管理が重要である。
・ヒヤリ・ハット事例への対処が重要である。

食品の安全確保は，営業者の責務ですが，作業に従事する方の衛
生意識も大きく寄与しています。
食品衛生講習会等の機会を通じて，食品の安全確保に関する情報
を営業者等へ提供し，安全な食品が製造販売されるよう指導して参
ります。

２７　リスクコミュニケーションの推進について
★観光旅行者に対する食の安全安心情報の発信が必要。
★遺伝子組み換え食品，化学物質による食品汚染情報など，最近
の科学的知見の情報提供を求める。
★食中毒予防の対策方法などをわかりやすく教えてほしい。
★消費者の意識を向上することが大切である。
★調理実習のときに，衛生関係の講習を併せて行うなど，工夫して
ほしい。

あらゆる情報媒体を活用し，効果的な食の安全安心情報の発信を
進めてまいります。また，食品関係施設での見学会など，参加型リ
スクコミュニケーションをおこなうことで，わかりやすく食の安全安心
情報を伝えるとともに，実際に家庭でも食中毒予防対策が行えるよ
う対策を図ってまいります。

４　食品等事業
者による自主的
な衛生管理の
推進

５　リスクコミュ
ニケーションの
推進



ジャンル 意見の要旨 京都市の考え方（案） 意見番号 意見

平成２３年度京都市食品衛生監視指導計画(案)に対する意見 ・原則，御意見をそのまま掲載しておりますが，他者を誹謗中傷する内容については削除しております。

・京都市食の安全安心推進計画を「推進計画」と省略します。

306

昨年，京都学生祭典で出店を出店した際に，全員菌の検査だけでなく，食中毒，衛
生に関する講義も受けました。食べ物を扱ったので当然のことなのかもしれません
が，，たった１日の出店のためにもそのような活動をしているのか，と関心しました。
講習を受けると普段の生活から意識するようになるのでこれからもぜひ開催して下
さい。

307

食品衛生の管理は非常に重要だと感じていますので，頑張ってほしいです。
飲食店は勿論のことですが（経済的事情からおそらく管理は厳しくしているでしょう
し），食品販売店，また，
一学生であり，京都で一人暮らしをしている学友を多くもっている私としては，個々
人の単位での食品の取扱いに対する意識を高めるのは素晴らしいことと思いま
す。
意見を述べるならば，堅苦しいやり方では正直なところ普通の人々は意欲をそが
れるので，やり方は熟慮のもとで考えていく必要があるかと。

308

学生にとって路上販売の弁当はとても身近なものであり，その検査についての情報
は私にとって食の安全安心のためにとても必要な情報になると思う。それらの情報
を，たぶんネットとかではあまり見ないと思うので，ビラとか掲示板にはってくれたら
情報を得やすい。つまり行政にはその情報の公開の仕方を，市民のニーズに合わ
せてもう一度考えてもらいたいと思う。

309
市民への衛生指導はぜひ大いにしていただけるとうれしいです。学校などでは特に
きちんとした指導を行っていただきたいです。

310
もう少し，啓蒙的な活動も行ってほしい。
特に子供たちは食の安全に関する知識に疎いので学校における講演等の活動を
行ってほしい。

311
私自身食品衛生監視員の資格を取りたいと思っているので，このような形で食品衛
生に対する認識を高めていけるのは，とても良いことだと思います。

312
生卵に賞味期限がすぎても食べられるかのような記載があるが，違反ではないの
か？

313
上京区ではクッキング教室で栄養士さんと連携して衛生課の人が，手洗い方法や
生肉の危険性や家庭での食中毒の防止の方法についての話をされていて勉強に
なったと友人が話していた。こういった市民向けの講習会を増やしてほしい。

314
食中毒防止のために食中毒から身を守る自衛方法といった冊子を作成してみては
どうでしょう。作る人と食べる人が気を付かえば，危険回避率は２倍になります。
あと体験教室では，実際に身の回りにいる菌を培養してみてはどうでしょう。

２７　リスクコミュニケーションの推進について
★観光旅行者に対する食の安全安心情報の発信が必要。
★遺伝子組み換え食品，化学物質による食品汚染情報など，最近
の科学的知見の情報提供を求める。
★食中毒予防の対策方法などをわかりやすく教えてほしい。
★消費者の意識を向上することが大切である。
★調理実習のときに，衛生関係の講習を併せて行うなど，工夫して
ほしい。

あらゆる情報媒体を活用し，効果的な食の安全安心情報の発信を
進めてまいります。また，食品関係施設での見学会など，参加型リ
スクコミュニケーションをおこなうことで，わかりやすく食の安全安心
情報を伝えるとともに，実際に家庭でも食中毒予防対策が行えるよ
う対策を図ってまいります。

５　リスクコミュ
ニケーションの
推進



ジャンル 意見の要旨 京都市の考え方（案） 意見番号 意見

平成２３年度京都市食品衛生監視指導計画(案)に対する意見 ・原則，御意見をそのまま掲載しておりますが，他者を誹謗中傷する内容については削除しております。

・京都市食の安全安心推進計画を「推進計画」と省略します。

315

冊子開いて右下，”啓発事業”とあるが，たすきをかけて商店をまわり声をかけるこ
とによる実質的な効果とは何なのだろう，と，京都市や食に関わることに限った話で
は決してないが，思う。
しなかった年と比較（最小実験など）してみてもよいのではなかろうか。

316

その他の活動については，できれば，体験活動のような興味のある人だけに特異
的に情報が与えられる活動を行うのではなく，誰もが，暮らしの中で，折に触れ，食
の安全について，触れられるよう，仕向けて行くような活動を行うべきだと思う。（小
学校。中学校の授業で扱って貰うなど）

317

リスクコミュニケーションの推進については，もっと活発に進めていくべきだと思いま
す。特に大学生など，自炊する人が多いですが，ホームページや市民しんぶんの
ような情報媒体を使おうとする人はあまりいないように思います。もっとそのような
人間の見につくような場所に情報を掲示すべきではないでしょうか。

318
食の安全等に関する見学会や意見交換の周知や報告をより多くの市民に伝えるこ
とが重要だと思われます。そのような情報をインターネットや広告等で掲示するな
ど，情報を市民全体で共有できるような仕組みも必要と思われます。

319 イメージキャラクターはもっと可愛い方が良いと思います。

320
一人暮らしやお年寄りが増えている昨今では素人でも容易に正しい情報を手に入
れることが出来る手段をもっと徹底することに大きな意味があると思います。

321

一人ぐらしの学生は，下宿で食品の衛生管理を十分に行えず，行うための知識も
少ないので，そういったことの指導をしてもらえるとありがたいです。お金も，時間
も，学生にはありません。くさっていそうで，もったいないので，口にしてしまい後悔
したこともあります。

322

市民への啓発活動についてだが，食の安全に無関心の人への周知をどうやるか
がよくわからない。特に一人暮らしの男性などは安全性に無関心な人が多く指摘す
る人もいないので具体的に最低限やるべきこととそれをやらなかったときの危険性
を少なめに絞って大々的に周知するべきだと思う。

323
リスクコミュニケーションは小さい頃からしっかりやっておくといいと思います。また，
一人暮らし大学生向けにもやってもらえればありがたいと思います。

324
京都は学生が多い町なので，学生の視点から一人暮らしの食生活で気をつけるべ
きことなどの広報がもっとあればいいと思います。

２７　リスクコミュニケーションの推進について
★観光旅行者に対する食の安全安心情報の発信が必要。
★遺伝子組み換え食品，化学物質による食品汚染情報など，最近
の科学的知見の情報提供を求める。
★食中毒予防の対策方法などをわかりやすく教えてほしい。
★消費者の意識を向上することが大切である。
★調理実習のときに，衛生関係の講習を併せて行うなど，工夫して
ほしい。

あらゆる情報媒体を活用し，効果的な食の安全安心情報の発信を
進めてまいります。また，食品関係施設での見学会など，参加型リ
スクコミュニケーションをおこなうことで，わかりやすく食の安全安心
情報を伝えるとともに，実際に家庭でも食中毒予防対策が行えるよ
う対策を図ってまいります。

５　リスクコミュ
ニケーションの
推進



ジャンル 意見の要旨 京都市の考え方（案） 意見番号 意見

平成２３年度京都市食品衛生監視指導計画(案)に対する意見 ・原則，御意見をそのまま掲載しておりますが，他者を誹謗中傷する内容については削除しております。

・京都市食の安全安心推進計画を「推進計画」と省略します。

325

食中毒発生防止の徹底は最も必要だと思う。「大学のまち京都・学生のまち京都」
と言うように京都は学生が多く，一人暮らしをしていることが多いので，食事が乱れ
たりして，食中毒にかかる可能性は高くなると思う。また，さらに徹底するだけでな
く，病院の整備も重要だと思う。実際ノロウィルスにかかった友人が夜であったので
どこの病院に行ったら良いか分からなかったということがあった。だから食中毒に対
して徹底するだけでなく，一人暮らしの学生もどのように対処すべきか分かるように
指導していく必要がある。

326
外からの人の出入りが多い街ならではの悩みは多くあると思うが，いかなる人にも
安心と思われるような食の安全対策をしてほしい。学生で独り暮らしをしていると衛
生基準が落ちてきてしまうので学生に直接警鐘を鳴らすのもいいと思う。

327
市民に対し，食中毒発生を予防するため，食中毒予防に関する情報を提供すると
ありますが，若い人は新聞や広告や地方局番組をあまり見ないと思うので，学校等
にポスターを貼る等，あらゆる世代に情報を行き渡す方法を考えて欲しいです。

328
集団食中毒が起きた店の情報はすぐに明らかにし，大々的に報道してほしい，そ
れにより店側の危機管理能力，意識ともに向上すると思う。

329

（安全安心推進計画）
マスコミ報道で食中毒の発生状況を知り得ますが，見逃すこともあります。よって，
食中毒等発生時には，すべてをリアルタイムに発生状況をホームページ上で公表
し，
（監視指導計画）
特に微生物を原因とするものについては，それぞれの原因を分析・究明された危
害の状況を指導結果等で公表されていれば，それを他山の石として，再発防止の
一助になるかと思われます。

330
・食中毒発生防止については，洗浄，加熱，殺菌，等お年寄りにも理解出来る様，
個々の事例をあげ，わかり易く伝えて欲しい。

331
食肉の生食用等による食中毒防止ポスターを排見しました。普段から気軽に肉を
生で食べることができる環境にある反面，それは，食中毒になるリスクと隣合わせ
であると知りました。

332

一般市民に加えて，観光で入洛し食事をしたり食品を買ったりする人が多い京都と
しては，食の安全安心施策に取り組まれるのは当然のことと思います。我々食品を
提供する事業者としても，ノロウィルスのような，他の食中毒原因菌とは違った性質
を持つものへの対応や，衛生管理などの情報をたえず更新しなければならないと
思います。

333

食中毒に関して，集団感染を予防するための管理はもちろん，各家庭で食中毒を
予防するための習慣づけも必要だと思います。実際に，予防には何をすればいい
のかの知識を広める活動を行い，一人ひとりが心がけることができるような環境を
つくってほしいと思います。

334
また，食中毒防止のために現在も行われている予防方法のポスターを駅や電車に
掲示するといった活動は良いと思うのでもっとすすんだら良いと思う。それを見るこ
とで，予防を強化しなければならないと改めて感じることができると思う。

２７　リスクコミュニケーションの推進について
★観光旅行者に対する食の安全安心情報の発信が必要。
★遺伝子組み換え食品，化学物質による食品汚染情報など，最近
の科学的知見の情報提供を求める。
★食中毒予防の対策方法などをわかりやすく教えてほしい。
★消費者の意識を向上することが大切である。
★調理実習のときに，衛生関係の講習を併せて行うなど，工夫して
ほしい。

あらゆる情報媒体を活用し，効果的な食の安全安心情報の発信を
進めてまいります。また，食品関係施設での見学会など，参加型リ
スクコミュニケーションをおこなうことで，わかりやすく食の安全安心
情報を伝えるとともに，実際に家庭でも食中毒予防対策が行えるよ
う対策を図ってまいります。

５　リスクコミュ
ニケーションの
推進



ジャンル 意見の要旨 京都市の考え方（案） 意見番号 意見

平成２３年度京都市食品衛生監視指導計画(案)に対する意見 ・原則，御意見をそのまま掲載しておりますが，他者を誹謗中傷する内容については削除しております。

・京都市食の安全安心推進計画を「推進計画」と省略します。

335
６に関して，食中毒予防の情報をネットとかだけでなくスーパーのような誰でも見る
ところ（かつ食に縁深いところ）に表示するといいと思う。

336
食中毒は何といってもその防止が最重要であると思います。どうすれば予防できる
かの詳しい情報をわかりやすい形で市民に行きわたるようお願いします。
また食中毒を起こしてしまったときの対処法も併せて必要となるでしょう。

337
また，食中毒の防止などの衛生対策を衛生対策に関する市民の啓蒙活動も家族
でどのようにしたらよいのかよく分かっていない市民も多いと思いますので，市に期
待します。

338
また最近はインフルエンザなど，影響もあり，人々の消毒，滅菌に対する意識が高
まっているが，正しい方法でそれが行われるよう，また必要と思われる場所ではこ
れからも徹底されるようにしてほしいと思う。

339

食中毒発生予防の情報は，提供するのならば，あらゆる媒体で発信してもらいた
い。というのも，近年では，人により情報を得る手段が多様化しているからだ。パソ
コンや携帯，テレビ，新聞，広告など，誰がどこから情報を得ているかは以前より把
握もしにくくなっているはず。

340
あと，もし食中毒になった時，どのように対処したらいいのか，消費者側も知識をつ
ける必要があると思う。

341
６．食中毒発生予防の徹底について，情報を発信してもらえると非常にたすかる。
「あらゆる情報媒体」が何から何までなのか分からないけれども，考えるかぎりがん
ばってほしい。

342
ノロウィルスも最近流行したので，その予防，防止に関する情報を提供するという
のも積極的にやってもらいたい。京都は学生の町なので，新聞，広告だけでなく，テ
レビ，掲示板などを有効的に活用してもらいたいと考えた。

343
私自身食中毒について最近まで知らないことばかりだったので，誰にでも起こりうる
ことですし，わかりやすく情報提供してもらえるのは嬉しいです。

344

カンピロバクターやノロウィルスに関する知識は，多くの市民は完全に共有できて
いないのではないかと感じます。私は今年，食品安全学という講義を受講し，これ
らの食中毒に関する知識を得ましたが，初めて知ることばかりでした。メディアを利
用した情報発信の重要性を感じました。

２７　リスクコミュニケーションの推進について
★観光旅行者に対する食の安全安心情報の発信が必要。
★遺伝子組み換え食品，化学物質による食品汚染情報など，最近
の科学的知見の情報提供を求める。
★食中毒予防の対策方法などをわかりやすく教えてほしい。
★消費者の意識を向上することが大切である。
★調理実習のときに，衛生関係の講習を併せて行うなど，工夫して
ほしい。

あらゆる情報媒体を活用し，効果的な食の安全安心情報の発信を
進めてまいります。また，食品関係施設での見学会など，参加型リ
スクコミュニケーションをおこなうことで，わかりやすく食の安全安心
情報を伝えるとともに，実際に家庭でも食中毒予防対策が行えるよ
う対策を図ってまいります。

５　リスクコミュ
ニケーションの
推進



ジャンル 意見の要旨 京都市の考え方（案） 意見番号 意見

平成２３年度京都市食品衛生監視指導計画(案)に対する意見 ・原則，御意見をそのまま掲載しておりますが，他者を誹謗中傷する内容については削除しております。

・京都市食の安全安心推進計画を「推進計画」と省略します。

345

６．「食中毒発生予防の徹底」について，私が考えていることなのですが，例えばノ
ロウィルス以外にも結核菌による腸結核など食道から感染する感染症はいくらでも
あるわけで，一市民としてはその類の感染症すべてに総合的に有効な予防の方法
が知りたいとは思っています。またノロウィルスを摂取するのを防ぐ方法なのか，そ
れともノロウィルスを摂取した上で胃腸炎が発病するのを防ぐ方法なのか，そのど
ちらかによって市民の食に対する意識が変わってくるのではないかと私は思ってい
ます。

346

食中毒発せ防止の徹底はとても大切だと思います。私は昨年ノロウィルスにかかっ
てしまい，しばらく寝込む日々を送っていました。自らの衛生面での不備があったの
は間違いありません。自分はならないだろうと大きな気持ちでたかをくくっていまし
た。しかし，そのような人を少しでも減らしていかなければ，食中毒の発生は防止で
きないと思います。なので，公共の場でも啓発運動を強化し，少しでも多くの人に危
機感を持つようにすることがとても大切なことだと思いました。

347
市民に対する食中毒発生防止についてですが，まだこちらに情報が届いていない
と思います。学生の場合特に，新聞もとらないので。

348
ロノウィルスにかかったときの対応を，インフルエンザのように，広く市民に知らせる
のもいいかもしれません。

349

啓発事業や体験教室などの実施は，多くの人，それも子供から年配の方のまで広
く知ってもらうきっかけとなって良いと思う。
ノロウィルスに関して，１１月～２月は受験生にとって大切な時期であるため高校や
予備校に出向いて，ノロウィルス防止の資料やマスクなどを配るとよいかもしれな
い。また，個人的な意見として，飲食店でアルバイトをしているのだが，年末は酔っ
た客が多くゲロの処理も多く行わなければならない。その際ノロウィルスによるもの
なのか否かが分からない場合が多いので，見分け方や感染しない処理方法を教え
ていただけるとありがたい

350

京都は，古くから食文化がとてもゆたかなので，それを守っていくことはとても大切
だと思います。特に，観光地として有名であるために多くの人がおとずれ，，細かな
管理が非常に難しいと思います。市が単体で取りくんでも必ず見落としがうまれる
と思われるので，一般の市民の啓蒙活動は非常に重要だと思われます。また，
ホームレスも多く見られるのでそのような人々にも何らかの方法で食中毒に関する
情報を知らせた方がよいかもしれません。

351

具体的にどのようなことに取り組んでいくかについて明示されていてとても分かりや
すかったです。私は食中毒にかかってしまったことがあるので，このような取り組み
によって食中毒で苦しむ人が少なくなるのはとても良いことだと思います。もっと市
民に向けてこのような取り組みを行いどのような成果が上がったかについて広く知
らせていこうとする工夫が必要ではないかと思います。ポスター，チラシ，冊子など
を用いてみると効果的だと思います。

２７　リスクコミュニケーションの推進について
★観光旅行者に対する食の安全安心情報の発信が必要。
★遺伝子組み換え食品，化学物質による食品汚染情報など，最近
の科学的知見の情報提供を求める。
★食中毒予防の対策方法などをわかりやすく教えてほしい。
★消費者の意識を向上することが大切である。
★調理実習のときに，衛生関係の講習を併せて行うなど，工夫して
ほしい。

あらゆる情報媒体を活用し，効果的な食の安全安心情報の発信を
進めてまいります。また，食品関係施設での見学会など，参加型リ
スクコミュニケーションをおこなうことで，わかりやすく食の安全安心
情報を伝えるとともに，実際に家庭でも食中毒予防対策が行えるよ
う対策を図ってまいります。

５　リスクコミュ
ニケーションの
推進



ジャンル 意見の要旨 京都市の考え方（案） 意見番号 意見

平成２３年度京都市食品衛生監視指導計画(案)に対する意見 ・原則，御意見をそのまま掲載しておりますが，他者を誹謗中傷する内容については削除しております。

・京都市食の安全安心推進計画を「推進計画」と省略します。

352

家庭における衛生管理は「手洗い」だと思います。老人を介護していて一番嫌な下
の世話！その後の食事の用意，私は使い捨て手袋を使い始めてから気持ちが楽
になりました。老人にもあまり不快感はなく，介護する方も素手でするより丁寧に優
しく接することができました。ケアマネさんからもいろいろな情報は入りますが，ド
ラックストアでおむつの横に薄型手袋を置くようになったら忘れずに買って帰れるの
にと思ったことがよくありました。

353
あと個人的なことですが伏見大手筋商店街は地元の商店街で大変親しみのある
場所なので，そこから食の安全安心の意識が高まっていったらうれしいなと思いま
す。

354
実際に体験教室を開いたりすることによって，さらに理解が深まり分かりやすいと
感じた。また，施設見学などがあれば参加しようと思う方がさらに増えるのではない
かと感じた。

355 中学生のための体験教室に大人も参加したいです。

356
食品のリスクコミュニケーションの具体的な活動にふれる機会がこれまであまりな
かったため，食品関係施設の見学会は参加してみたいです。どのような衛生管理
が行われているのか各社で比較できたらと思います。

357 内容も興味深いもので，施設見学会は行ってみたいなあと思いました。

358
パンフレットにある，体験教室などは大人でもやってみたいと思うので，様々な分野
でやっていただけたらと思います。

359

学生の町京都ということで，学園祭に出店される屋台の衛生管理も徹底した方が
いいと思います。今は検便だけで，当日の作っているときの衛生状況は野放しに
なっていると思います。
器具の消毒，手の消毒，肉などを使う料理は加熱を特にしっかりやる必要があるこ
と等を指導する機会をもうけたらいいと思います。

360

食中毒が発生しやすい食品や飲食店の環境をリストアップしたようなパンフレットが
ほしいです。市による監視指導を受けた場所でも食中毒は発生しうると思うので，
市民の側からも意識する必要があると思う。でも，どこに注目したらよいのかという
着眼点が分かっていない人が多いと思う。

361
リスクコミュニケーションに関して，食品関係施設に対する見学会や意見会を特に
義務教育期間中くらいの学生に行い，若者の食に対する関心を広げて「食育」とす
るといいと思った。

362

食品の安心安全を考える際には，リスクマネージメント，リスクアセスメントのみなら
ず，リスクコミュニケーションを通じて情報を生産者，消費者，行政が広く共有する
ことが重要となるので，「リスクコミュニケーションの推進」を重点的に取り組むのは
とても良いことだと思う。一消費者として新たに情報を得られることに期待したい。

363
またリスクコミュニケーションの推進も市民が活動しやすく，安全安心への関心が
増すと思います。

２７　リスクコミュニケーションの推進について
★観光旅行者に対する食の安全安心情報の発信が必要。
★遺伝子組み換え食品，化学物質による食品汚染情報など，最近
の科学的知見の情報提供を求める。
★食中毒予防の対策方法などをわかりやすく教えてほしい。
★消費者の意識を向上することが大切である。
★調理実習のときに，衛生関係の講習を併せて行うなど，工夫して
ほしい。

あらゆる情報媒体を活用し，効果的な食の安全安心情報の発信を
進めてまいります。また，食品関係施設での見学会など，参加型リ
スクコミュニケーションをおこなうことで，わかりやすく食の安全安心
情報を伝えるとともに，実際に家庭でも食中毒予防対策が行えるよ
う対策を図ってまいります。

５　リスクコミュ
ニケーションの
推進



ジャンル 意見の要旨 京都市の考え方（案） 意見番号 意見

平成２３年度京都市食品衛生監視指導計画(案)に対する意見 ・原則，御意見をそのまま掲載しておりますが，他者を誹謗中傷する内容については削除しております。

・京都市食の安全安心推進計画を「推進計画」と省略します。

364
どの時期に何を重点的に監視するのかがわかりやすく，よいと思った。特に，市民
や事業者との相互理解に力を入れてほしいと思う。

365
食品事業者だけではなく，市民を交えてのリスクコミュニケーションの企画は本当に
面白いものだと思うし，市民一人一人の意識改善につながると思う。

366

「リスクコミュニケーションの推進」に重点的に取り組むのはよいことだと考えます。
食の安全・安心に関して，「将来考慮すべきこと」と「市民が不安に感じていること」
との間にはズレがあり，そのズレが食の安全・安心並びに食品に関連した科学技
術への不理解と拒絶を生んでいるように思います。市民と学術機関，企業の間でコ
ミュニケーションの場を設け，ズレを小さくしていくことは今日重要であると考えま
す。コミュニケーションの場の敷居はなるべく低くすべきだと考えます。市のご担当
の工夫に期待します。

367

京都市は様々なところから観光客が来て飲食店はもちろん弁当屋もたくさんあるの
で食中毒が発生しないよう徹底するのは非常に大切なことだと思う。この指導計画
はそういったことに力を入れようとしているのでよい。リスクコミュニケーションの推
進ということで，食にかかわる多くの情報を公開していこうとしているのも重要な点
である。消費者と事業者の相互理解を深めることはいい影響をうむと思う。

368
リスクコミュニケーションを推進することで我々が食品の安全性についてもっと多く
を知ることができるようになることを期待します。

369

食の安全となりますと，なかなか一般市民は「食の安全などあって当然だ」という考
えになってしまいがちで，なかなか大きくは実感しないものです。ですので，広報紙
や直接対話等によるリスクコミュニケーションには個人的には大きく期待しておりま
す。個人的意見になってしまいますが，事故の具体的事例に関しては疎いので興
味があるところです。

370
中学生に実際に体験してもらったりすることは，子供にも，食品衛生への興味を定
着させるのにいいんじゃないかと思いました。

371
リスクコミュニケーションに積極的に参加する市民は，あまり多くはないか，層がか
たよりそうな気がする。

372
・役所をいう公的機関がする検査等に忌避感情をもつ店もあるかと思いますので意
見交換会等，もう少しソフトかつ身近なものとしてとられられる様検討さされては如
何でしょうか？

373
京都市食の安全安心条例に基づく自主回収制度が何であるのか，少しわかりませ
んでした。

２７　リスクコミュニケーションの推進について
★観光旅行者に対する食の安全安心情報の発信が必要。
★遺伝子組み換え食品，化学物質による食品汚染情報など，最近
の科学的知見の情報提供を求める。
★食中毒予防の対策方法などをわかりやすく教えてほしい。
★消費者の意識を向上することが大切である。
★調理実習のときに，衛生関係の講習を併せて行うなど，工夫して
ほしい。

あらゆる情報媒体を活用し，効果的な食の安全安心情報の発信を
進めてまいります。また，食品関係施設での見学会など，参加型リ
スクコミュニケーションをおこなうことで，わかりやすく食の安全安心
情報を伝えるとともに，実際に家庭でも食中毒予防対策が行えるよ
う対策を図ってまいります。

５　リスクコミュ
ニケーションの
推進



ジャンル 意見の要旨 京都市の考え方（案） 意見番号 意見

平成２３年度京都市食品衛生監視指導計画(案)に対する意見 ・原則，御意見をそのまま掲載しておりますが，他者を誹謗中傷する内容については削除しております。

・京都市食の安全安心推進計画を「推進計画」と省略します。

374

主婦に成って５０年，旬のもので栄養や味覚のおいしさ作る楽しさを実感する事が
出来感謝致して居ります。
洛中小学校の依頼で２年間に渡り市民スクールのチームにも取り入れ食育を学び
ました。
おばんざい１４品，おでん，おもち，おはぎ，手巻ずしたい焼やお好み，ぶたまんと
実践をして出来だけ，若い人達に伝えたいと思いPTAに声をかけ試食して頂きまし
た８０才を過ぎても元気に参加して食べる事がいかに大切かを再認識しました。
知恵を出し合い，手作りのおしさは格別でした。

375

食の安全を求める声は近年ますます大きくなっているが，果たして安全を求める
人々は「安全」を自分で見分ける力を得ようと努力しているのだろうか。安全という
お墨付きをもらえばそれで安心だと思っているのではないか。安全というのは最後
は自分で判断するものであり，その力をつけるために消費者に正しい知識を与える
ことこそ「食の安全」を得るために不可欠なことではないかと思う。

376
また，私たち学生や観光客に対してももっと注意を呼びかけてもよいと思った。飲食
店だけでなく私たちにも責任はあると思う。

377

去年ノロウィルスによる急性胃腸炎に苦しんだ経験があり，食品の安全対策，安全
に対する知識の重要性を身をもって実感いたしました。個人レベルでの安全管理
は行政の責務を超えていると思っていましたが，アクセス可能な安全への知識，情
報を増やしていったり，個々人が安全を常に意識して，隣人，地域の中で相互で注
意喚起し，理解を深めていくシステムを作っていくべきだと考えます。
市民としては行政に委ねきりになることなく，行政としては市民の安全管理の手助
けとなるような様々な活動を行い，相互に意識を変革していくことで，安全管理への
意識は保たれると思います。

378
監視指導計画において重点的に取り組むポイントはどれも大切であるが，事業者，
市民の意識向上に最も力を入れてほしい。あと食品表示や食中毒の問題にも徹底
的に取りくんでほしい。あと，市民に広く周知しないと意味がないと思う。

379

食品を生産したり流通させたり，調理したり，提供したりする会社や店などには，食
中毒を発生した時に自社の信頼を損なってしまうというので，食中毒を防ぐようなモ
チベーションもある上に，行政の監視もなかなか充実しているようなので，問題はあ
まりないように思えるのだ。ところが消費者側はどうだろうか。正直，市からのパン
フレットなどはめんどくさくて見ないだろうし，特に京都に多い大学生などは興味が
ないだろう。つまり，食の安全などに対するモチベーションがそこまで高くないので
はないだろうか。だから消費者側にも義務を課して，食の安全について学ばせた
り，何かモチベーションを高めることが大切だろう。

380
個人が徹底する以上の効果は期待しにくいと考える。
告知が足り無いのでは。

381

取締りといっても口頭注意であった場合どこまで管理が行き届くのかギモンです。し
かし罰金などを設けた場合それに対する反発もあるだろうし，やはり買い手本人が
しっかりとした知識が必要だと思うので体験教室などの方に重点的に力を入れた方
が効果がありそうな気がします。将来的にも知識があれば自然と衛生管理に注意
するようになると思うので。

２７　リスクコミュニケーションの推進について
★観光旅行者に対する食の安全安心情報の発信が必要。
★遺伝子組み換え食品，化学物質による食品汚染情報など，最近
の科学的知見の情報提供を求める。
★食中毒予防の対策方法などをわかりやすく教えてほしい。
★消費者の意識を向上することが大切である。
★調理実習のときに，衛生関係の講習を併せて行うなど，工夫して
ほしい。

あらゆる情報媒体を活用し，効果的な食の安全安心情報の発信を
進めてまいります。また，食品関係施設での見学会など，参加型リ
スクコミュニケーションをおこなうことで，わかりやすく食の安全安心
情報を伝えるとともに，実際に家庭でも食中毒予防対策が行えるよ
う対策を図ってまいります。

５　リスクコミュ
ニケーションの
推進



ジャンル 意見の要旨 京都市の考え方（案） 意見番号 意見

平成２３年度京都市食品衛生監視指導計画(案)に対する意見 ・原則，御意見をそのまま掲載しておりますが，他者を誹謗中傷する内容については削除しております。

・京都市食の安全安心推進計画を「推進計画」と省略します。

382

京都市には京都大学をはじめ，同志社，同女など数多くの大学が存在し，多くの大
学生が住んでいます。私もその１人ですが，１人暮らしをしていたら，注意してくれる
人が少ないので，食品または調理器具の適切な扱いがよく分からないことも多くあ
ります。実際中学校や高校よりも体調を悪くする子が非常に多いと感じます。
いくら生産段階できっちりしていても，消費段階で適切な食品の扱いを行わなけれ
ば意味がないと思うので，大学生向けに大学などで講習会などを行ってもらえると
有難いです。

383

私は二年前から京都に住み始めたが，やはり歴史ある町なので，その食品に問題
があると，京都という街全体がだめになる気がして怖い。
僕は一度エビにあたったことがある。しかしただそれは一度の事実だし，その後も
エビはたべる。
食中毒は怖いが，だいたい人為的なものが多いので，気にしなくてもよい。
リスクがあるものなので，自分が買って自分で食べたのだから，文句はないと思う。

384
毎年54万人近くの観光客を迎える京都市にとって，食中毒を防止して食品の安全
を守ることは観光客や観光産業を維持するうえで

385

毎年5千万人近くの観光客を迎える京都市にとって，食中毒を防止して食品の安全
を守ることは観光客や観光産業を維持するうえで大切なことの一つだと思います。
そうした視点に立って食品等の事業者が自主的に食品の安全管理に取り組んでも
らえれば理想ですが，この不況下では，目先の利益に目がいくこともあるでしょう。
やはり，何らかのインセンティブがなければ自主的な取組は困難ではないでしょう
か？
基本は，市民一人々々が，食品の安全について知識を持つことであり，そして，わ
かりやすくその知識を伝えることが行政の大切な役割の一つだと思います。

386

京都市といえばやはり観光都市なので，より多くに人に食品を安全だと思ってもらう
ように，やはり消費者へのアピールにも，計画内容と同時に力を入れたらいいと思
います。また，専門家の力も多々必要であるので，その知識の共有などを職員や
消費者もするべきだと思います。また，６番の食中毒発生防止についてですが，今
の時代は昔と比べて親などから安全な調理法を教わる機会が少ないので，京都市
は学生も多いことですし，そういう情報の発信を通じて啓発すればいいと感じまし
た。

387 自分達の食べる食品の安全性を再実感できました。

388
収去検査必要，認証マーク，ペナルティー
裏のシールを見て，その表示が理解出来る知識を得たい。

２７　リスクコミュニケーションの推進について
★観光旅行者に対する食の安全安心情報の発信が必要。
★遺伝子組み換え食品，化学物質による食品汚染情報など，最近
の科学的知見の情報提供を求める。
★食中毒予防の対策方法などをわかりやすく教えてほしい。
★消費者の意識を向上することが大切である。
★調理実習のときに，衛生関係の講習を併せて行うなど，工夫して
ほしい。

あらゆる情報媒体を活用し，効果的な食の安全安心情報の発信を
進めてまいります。また，食品関係施設での見学会など，参加型リ
スクコミュニケーションをおこなうことで，わかりやすく食の安全安心
情報を伝えるとともに，実際に家庭でも食中毒予防対策が行えるよ
う対策を図ってまいります。

５　リスクコミュ
ニケーションの
推進



ジャンル 意見の要旨 京都市の考え方（案） 意見番号 意見

平成２３年度京都市食品衛生監視指導計画(案)に対する意見 ・原則，御意見をそのまま掲載しておりますが，他者を誹謗中傷する内容については削除しております。

・京都市食の安全安心推進計画を「推進計画」と省略します。

２８　その他
・衛生確保を図るために食べられる食品を廃棄することは，コスト面
で事業者への負担が大きくなる。

食料自給率が約4割である現状では，食品廃棄の問題も大きな課題
であると考えます。食の安全確保と共に営業者をはじめ施設管理者
の衛生意識の向上に向け取り組んで参ります。

389
検査や衛生面のことばかりにこだわりすぎて，まだ食べられる食品がムダにならな
ければいいと思う。だからと言ってコスト面では負担が大きくなるのは困る。

２９　その他
・食品衛生の何が重要なのかがわからず，意見するのが困難であ
る。

計画内容やその結果について，市民の方々に御理解頂けるよう具
体的な表記に取り組んで参ります。

390

仮に食品衛生を守らなかった場合，生活にどれだけ重大な問題が起きるのか，
が，あまりピンと来ていませんので，
今回の食品衛生監視指導計画についても，衛生監視において何が重要なのかが
分からないので意見をするのは難しいです。

391

「食品安全学」の試験にアンケートつけるのはどうかと思う。
試験を受けている人は，みな多少なりとも食の安全に対する知識をもっていて，そ
のため意見の内容が偏ってしまう危険があります。どのくらいの人数がこのアン
ケートに答えているのかは分かりませんが，もっと幅広い層の人から意見を集めた
方がよいと思う。

392

［３］その他
（１）本市保健所等で配布されている「リーフレット」は、前年と比して改善がすすん
だ点、評価
します。
（２）意見提出の書式についても、前年と比して改善がすすんだ点、評価します。
（３）平成21年度京都市食品衛生監視指導結果は、これまでのものと比して、格段
に理解のしやす
いものとなっている点、評価します。

３１ その他御意見
・年代別に応じた計画があってよい。

本計画では，子どもから年配の方々までの食の安全安心確保を目
指し，監視指導等に取り組む内容となっております。食の安全安心
情報発信の際には，対象者に応じて，作図の多用や文字の大きさ
に配慮するなど，わかりやすい工夫してまいります。

393
・出来ましたら個別の御客様（学生団体）等年代別に応じた計画があってもよいの
ではないかと思います。

３２ その他御意見
・農薬の使用をやめるべきだ。

農薬の安全使用とともに，化学農薬に頼らない栽培方法の普及を
図ってまいります。

394 農薬をやめるべきだ。

３３ その他
・飲食店で提供されるメニューの味をよくしてほしい。

・本市では，食品等の安全性を確保し，安心して食生活を営むこと
ができる環境を整備することが，市民の健康を維持する上で不可欠
であると考えております。引き続き，食の安全性を確保し，安心した
食事の提供につながるよう，食品等事業者と共に取り組んでいきま
す。

395

青色の「安全安心」（案）に対しても，記入させて頂きました。
勿論「食品衛生」は「安全安心」の基本事項です。
このような運動，計画には敬意を表します。
本当に残念ですが，関西，とりわけ京都の食べもの（一般のお店，食堂，レストラ
ン，飲み屋他）は，これ程，まずいものを提供しているのかと思うと暗い気持ちにな
ります。
ラクトの中の店も，本当にまずい！！近辺のどの店もまともな店はありません。
金！金！金！，利益追求のみ，京都はいずれ観光客からも，見放されますでしょ
う。
この改善には，どうすればよろしいのでしょう。

３０　意見収集の方法について
・意見募集方法が前年度に比較し，改善された。
・意見収集の方法に疑問を感じる。

広くたくさんの市民から意見を収集するため，ホームページでの情
報発信，「みやこ健康安全ねっと」でのメール配信をはじめとし，出
前パブコメの開催，食品関係施設での意見箱の設置等に取り組ん
で参りました。「平成２２年度京都市食品衛生監視指導計画（案）」に
対する意見募集件数が30件であったことに比較し，平成２３年度は
多くの意見を幅広い層からいただいたところです。今後も，広く市民
の皆様から意見を頂戴できるよう，手法を工夫して参ります。

６　その他
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京都市では，平成２２年４月に施行した「京都市食品等の安全性及び安心な食生活

の確保に関する条例」（以下「京都市食の安全安心条例」という。）に基づき，京都

市，食品等事業者や市民が，それぞれの責務や役割を正しく認識し，信頼関係を築い

たうえで協働し，食の安全安心確保に取り組んでいくこととしています。京都市食の

安全安心条例第９条に基づく「京都市食の安全安心推進計画」に沿って，食品衛生法

第 24 条の規定に基づく『平成２３年度京都市食品衛生監視指導計画』を策定し，計

画的かつ効果的に，監視指導及び食品検査の実施，意見交換の取組等を推進していき

ます。 

 

 
 
１ 計画の実施期間 

平成２３年４月１日から平成２４年３月３１日まで 

２ 計画の公表 
  計画に基づく監視指導等の結果を取りまとめ，翌年度の６月３０日までに公表し

ます。（夏期及び年末年始等に実施した一斉取締の結果については，随時公表しま
す。） 

３ 計画の評価 

  食品衛生に関する問題等を勘案し，前年度の京都市食品衛生監視指導計画の実施

結果等を踏まえた上で，翌年度計画の見直しと充実を図ります。 

 

 

 

 

1 京都市食の安全安心推進計画の推進 

２ リスクコミュニケーションの推進 

３ 路上弁当販売に対する監視指導の徹底 

４ 食品表示の監視指導の強化 

５ 社会情勢や市民ニーズに応じた収去検査の実施 

６ 食中毒発生防止の徹底 

７ 食品等事業者による自主的な衛生管理の推進

Ⅰ 基本方針 

Ⅱ 計画の基本事項 

Ⅲ 計画の主なポイント 

１ 



１ 「京都市食の安全安心推進計画」の推進  

「京都市食の安全安心推進計画」に定める「京都らしい施策」を推進するため， 
① 京の食文化の継承 
② 「大学のまち京都・学生のまち京都」の特色を活かした取組の推進 
について，重点的に取り組みます。 

２ リスクコミュニケーションの推進  

 京都市食の安全安心推進審議会を機軸とし，市民等や食品等事業者及び大学に蓄積された
食に関する安全情報を共有する「京都市食の安全総合ネットワーク」を推進します。このネ
ットワークにより，自主回収情報の収集と発信をはじめとした食の安全安心情報の関係者間
での共有化を図ります。  

また，従来から実施しているホームページ等を活用した食の安全安心情報の積極的な発信
に併せて，京(みやこ)・食の安全衛生管理認証施設等に対する見学会や食の安全安心をテーマ
とした意見交換会を行い，市民等や食品等事業者との積極的な相互理解を進めます。 

３ 路上弁当販売に対する監視指導の徹底  

路上で販売されている弁当について，気温が上昇する夏期（6 月から９月）に，衛生管理
状況の一斉監視を実施し，適正販売に向けた監視指導を徹底します。 

４ 食品表示の監視指導強化  

◎ 年間を通じた食品表示監視の徹底 
食品製造施設や販売施設への立ち入りの際には，食品衛生法に基づく適正表示の確認や，

期限表示の確認など，年間を通じて適正表示に向けた監視指導を実施します。 
◎ ＪＡＳ法所管機関等との連携強化 

食品産地偽装問題などへの対応として，農林物資の規格化及び品質表示の適正化に関する
法律（以下，「ＪＡＳ法」という。）を所管する近畿農政局や京都府と連携を図り，違反食
品の排除に努めます。 

５ 社会情勢や市民ニーズに応じた収去検査の実施  

◎ 輸入食品に係る収去（抜取り）検査の充実 
市内に流通する輸入食品をはじめ，原産地が外国となっている食品についても検査を拡充

することにより，違反食品を排除し，安全と安心の確保を図ります。 
◎ 牛海綿状脳症（ＢＳＥ）の全頭スクリーニング検査の継続 

市民の安心を確保するため，全ての牛についてＢＳＥスクリーニング検査を継続して実施
します。 

６ 食中毒発生防止の徹底  

◎ 食肉の生食等を原因とする食中毒発生防止の徹底 
多発する，食肉の生食等を原因とするＯ１５７やカンピロバクター食中毒を防止するた

め，食肉処理施設，食肉販売施設や焼肉店等の飲食店に対して一斉監視を行います。 
◎ ノロウイルスによる急性胃腸炎の発生・まん延防止の徹底 

宿泊施設，飲食店や社会福祉施設等に対して，ノロウイルスによる食中毒発生予防のため，
施設の洗浄消毒，調理従事者の手指の洗浄及び健康状態の点検について，徹底するように監
視指導を実施します。 

◎ ふぐによる食中毒発生防止の徹底 
ふぐの流通が増加する冬期に，ふぐ処理施設に対する一斉監視を実施し，有毒部分（肝臓

等）の提供禁止や，無資格者によるふぐ処理の禁止といった適正なふぐの取扱いについて監
視指導を実施します。また，平成 22 年 10 月に公布された「ふぐの処理及び販売の規制に
関する条例(京都府条例)」の改正内容の周知と，履行状況を確認します。 

◎ 食中毒予防大作戦 
市民に対し，食中毒予防に関する情報をあらゆる情報媒体により，わかりやすく提供し，

市民自身が食中毒予防に取り組むことができるよう，普及啓発に重点的に取り組みます。 

７ 食品等事業者による自主的な衛生管理の推進  

食品等事業者が取り組む自主的な衛生管理を認証する「京(みやこ)・食の安全衛生管理認証
制度」について，食品等事業者に対する普及に努めます。 

また，条例に基づく自主回収報告制度について，食品等事業者に対し周知徹底を図るとと
もに，事案発生時の報告の徹底を指導します。 

新規項目

充実項目

充実項目

充実項目

新規項目

２ 



連携 

 

 

京都市では，保健所及び衛生環境研究所がそれぞれの役割のもと，互いに連携し，
食品等事業者に対して効果的な監視指導及び食品の収去（抜取り）検査を実施します。
国，他自治体等の関係機関と連携を図り，情報の共有及び調査協力等を行います。 

また，市民等や食品等事業者，大学及び京都市とが，京都市食の安全安心推進審議
会を機軸に，情報共有を図る「食の安全総合ネットワーク」を推進します。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

保 健 所 

保健医療課 

  食品衛生担当 

厚
生
労
働
省 

(

検
疫
所･

厚
生

局
を
含
む) 

他
の
自
治
体 

(方針決定及び連絡調整) 
(1) 食品衛生，食鳥検査，と畜検査に関する事務総括 

(2) 国，他府県市及び庁内関係局との連絡調整 

(3) 各保健センター及び衛生環境研究所との連絡調整 

(4) 市会対応及び予算管理 

(5) 京都市食の安全安心推進審議会事務局 

(6) 京都市食品衛生監視指導計画等の施策の策定及び公表 

(7) 市民及び食品等事業者に対する食品衛生に関する講習会等の実施及び情報提供 

(地域に密着した監視) 
(1) 飲食店等の営業許可施設及び届出施設に対する監視指導 

(2) 営業許可施設及び届出施設における食品や容器包装品の収去(抜取り) 

(3) 大規模及び認定小規模食鳥処理場に対する監視指導 

(4) 食中毒発生時の原因究明のための調査，危害拡大防止及び再発防止の措置 

(5) 市民及び食品等事業者に対する食品衛生に関する講習会等の実施及び情報提供 

 

１１保健センター 

農
林
水
産
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(

農
政
局
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含
む) 

中央卸売市場第一市場内 
(流通拠点の監視及び検査) 
(1) せり前の食品の監視指導及び仲卸業者，市場内関係業者等に対する監視指導 

(2) 大規模及び認定小規模食鳥処理場の監視指導 

(3) 市場内流通食品の収去(抜取り)及び動物用医薬品，食品添加物等の食品の検査 

(4) 違反食品等の調査，危害拡大防止及び再発防止の措置 

(5) 仲卸業者，市場内関係業者に対する食品衛生に関する講習会等の実施及び情報提供

中央卸売市場第二市場内 

 

(流通拠点としてのと畜場の監視) 
(1) と畜場でのと畜検査，精密検査 

(2) ＢＳＥ（牛海綿状脳症）スクリーニング検査 

(3) 場内の施設等に対する監視指導及び食品衛生講習会の実施 

衛生環境研究所 

（本所） 

(食品等の検査実施機関) 
(1) 収去(抜取り)食品の微生物検査（細菌，ウイルス等） 

(2) 収去(抜取り)食品の理化学検査（残留農薬等，食品添加物，環境汚染物質（水銀･ｶﾄﾞﾐｳﾑ等） 

(3) 食中毒，違反食品等に係る微生物及び理化学検査 

連携 

衛生環境研究所 
生活衛生部門 

衛生環境研究所 
食肉検査部門 
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Ⅳ 監視指導の実施体制，関係機関との連携，市民及び食品等事業者との協働， 

保健福祉局 

 保健医療課 
(食品衛生担当) 

感染症予防法担当・健康増進法担当 
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京    都    市 

京都市食の安全安心推進審議会 

市 民 等 食品等事業者 大 学 

京都市食の安全総合ネットワーク 

３ 



 
  

「食品衛生法」,「と畜場法」,「食鳥処理の事業の規制及び食鳥検査に関する法律」, 
「京都市食の安全安心条例」,「京都市食品衛生法に基づく管理運営基準に関する条例」,
「ふぐの処理及び販売の規制に関する条例(京都府条例)」,「食品行商衛生条例(京都府
条例)」等の法令遵守の徹底を図り,市内に流通する食品の安全を確保するため，食品
関係施設に対して監視指導を実施します。 
 
１ 監視指導に関する基本事項 
  食品関係施設への監視指導を実施するに当たっては，過去に食中毒，違反や苦情

が発生した施設，食中毒等の危険性が高い食品を取り扱う業種等を「重要監視指導
の対象施設」とし，下図に示す監視指導項目に基づき，年間複数回にわたり監視指
導を実施します。 

 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅴ 監視指導の実施 

監 視 指 導 項 目 

施設や食品の取扱いに関する項目 

 
「京都市食品衛生法に基づく管理運営基
準に関する条例」に基づき， 
① 衛生管理項目（食品関係施設の内外

の清潔保持，ねずみ・昆虫等の駆除，
給水管理，食品の取扱い，従事者の
健康確認等） 

② 原材料の衛生状況 
③ 製品の表示事項の点検等の基準遵守 

について監視指導を実施します。 

食品供給工程の各段階における監視指導項目 

 
食品の製造・加工から貯蔵，運搬，調

理及び販売に至るそれぞれの段階で，食
品群ごとに，食品事故等の未然防止のた
めの重点監視項目を定めた「食品供給工
程(フードチェーン)の各段階における監
視指導項目」（別紙参照）に基づき監視
指導を実施します。  

重要監視指導の対象施設 

一斉監視等の機会を利用し，年間複数回の監視指導を行う。 

 
＊過去に食中毒，違反や苦情が発生した施設 
＊京の食文化を代表する食品製造施設 
＊宿泊施設 

（旅館，ホテルのうち，食事の提供を行っている施設） 
＊大量調理施設 

（保育所，小学校，福祉施設，病院等の給食施設） 
＊弁当調製所・仕出し屋 

（１回３００食以上又は１日７５０食以上を調製する施設） 
＊食肉処理業，食肉販売業（処理加工を行う施設） 
＊魚介類販売業 
（ふぐ，カキ等の二枚貝を取扱っている施設）
＊許可を要する食品製造業（工場形態の施設）
＊食鳥処理施設 

 

監 視 指 導 の 対 象 施 設 

左記以外の施設 

原則，年間１回以上の監視指導を行う。

中央卸売市場等の食品流通拠点 

せり開始前等に常時監視を行う。 

４ 



２ 一斉監視の実施 

  特に，食中毒が多発する夏期及び食品の流通量が増加する年末年始については，
厚生労働省及び消費者庁が示す方針を踏まえ，重点的に監視指導を実施します。ま
た，最近増加している路上弁当販売に対する対策や，観光都市である京都市の地域
特性を考慮した行楽シーズン対策等，独自の一斉監視を実施します。 

 
 (1) 実施時期 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月

     
 

 
 

       

 (2) 実施内容 

一斉監視 内容等 主な対象施設 時期 

食品表示の監視 

食品表示違反の防止を図るため，適正表示に
向けた一斉監視を実施します。 
不適事項を発見した場合には，直ちに改善指
導を行い，改善結果の確認を徹底します。 

食品製造施設，弁当調製所， 
量販店（ﾃﾞﾊﾟｰﾄ，ｽｰﾊﾟｰ） 

年  間 

4 月～ 6 月
行楽シーズン対策 
(食べて安心・京の旅) 

京都市を訪れる観光旅行者が増加する時期に
食中毒の発生や不良食品等の流通を排除する
ため監視指導を強化します。特に本年度は，
寺院への参拝客の増加が見込まれる時期に，
重点的に監視指導を実施します。 

宿泊施設，京の食文化を代表す
る食品製造施設（菓子，漬物
等），弁当調製所 

9 月～11 月

路上弁当販売一斉監視 
路上弁当販売による食中毒発生防止の徹底と
適正な表示について監視指導します。 

路上での弁当販売，弁当調製所 6 月～ 9 月

社会福祉施設，病院，事業所の
給食施設 

5 月～ 7 月
集団給食施設一斉監視 

「大量調理施設衛生管理マニュアル」に基づ
き，衛生管理の徹底を図ります。 

小学校の給食施設 9 月～10 月

食肉取扱施設一斉監視 
食品等事業者に対し，腸管出血性大腸菌
O157 やカンピロバクター等による食中毒
発生防止対策を徹底します。 

食肉処理施設，食肉販売施設，
焼肉屋等の飲食店 

6 月～ 8 月

夏期一斉取締り 

食品の事故が多発する夏期に食中毒の発生や
不良食品等の流通を排除するため，監視指導
を強化します。食品表示に関しても重点的に
監視指導します。 

大量調理施設，広域流通食品製
造・販売施設，魚介類・卵・食
肉関係施設等 

7 月～ 8 月

届出施設 一斉監視 
営業許可を要しない食品関係施設に対し，監
視指導し，さらなる衛生確保を図ります。 

漬物製造業 10月～12 月

ふぐ処理施設一斉監視 

「ふぐの処理及び販売の規制に関する条例
(京都府条例)」の改正内容について，周知を
図ります。 
ふぐ毒による食中毒発生防止対策を徹底しま
す。専任のふぐ処理師による適正な処理につ
いて監視指導します。 

ふぐ処理施設 
4 月 

11 月～1 月

ノロウイルス対策 
ノロウイルスによる食中毒発生防止対策を徹
底します。 

社会福祉施設，病院等の給食施
設，宿泊施設等の飲食店 

11 月～3 月

年末・年始一斉取締り 

食品の流通量が増加する年末年始に食中毒の
発生や不良食品等の流通を排除するため，監
視指導を強化します。食品表示に関しても重
点的に監視指導します。 

大量調理施設，広域流通食品製
造・販売施設，魚介類・卵・食
肉関係施設等 

12 月～1 月

夏期一斉取締り 年末・年始一斉取締り

行楽シーズン対策 行楽シーズン対策 

路上弁当販売一斉監視

ふぐ処理施設一斉監視 

食肉取扱施設一斉監視 

集団給食施設一斉監視 

（社会福祉・病院等） 
集団給食施設一斉監視

（小学校） 

ノロウイルス対策 

（社会福祉・病院等，飲食店等）

食品表示の監視 

フグ処理施設一斉監視（改正条例周知） 

届出施設一斉監視 
（漬物製造業） 
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食品，食品添加物及び食品に直接触れるおそれのある器具及び容器包装について，

食品衛生法等に基づき，食品衛生監視員が収去(抜き取り)し，衛生環境研究所におい

て検査します。 

 
１ 収去(抜取り)検査 
 (1) 収去検査目的等 

市内で製造もしくは流通する食品等の安全性を確保するため，過去の違反の発
生状況や現在問題となっている食品等を考慮して検査項目を定め，効率的かつ効
果的な収去検査を実施します。 

(2) 平成２３年度収去検査計画 
   検査実施項目及び検査数（予定）は，平成２３年度収去計画表(別紙２)p１３

のとおりです。 

検体の種類 
２３年度検体数 

（）内は全検体数に占める割合
２２年度検体数 

（）内は全体件数に占める割合 
昨年度検体数

増減 

魚介類(生食用鮮魚介類を含む)  168 ( 7.2 ％) 190 ( 8.２ ％) －２２
冷凍食品   55 ( 2.4 ％) 55 ( 2.4 ％)
魚介類加工品   74 ( 3.2 ％) 87 ( 3.7 ％) －１３
肉卵類及びその加工品  492 ( 21.0 ％) 558 ( 23.9 ％) －６６
乳   22 ( 0.9 ％) 22 ( 0.9 ％)
乳製品   33 ( 1.4 ％) 33 ( 1.4 ％)
穀類及びその加工品   94 ( 4.0 ％) 105 ( 4.5 ％) －１１
野菜・果物及びその加工品   86 ( 3.7 ％) 93 ( 4.0 ％)  － ７
菓子類   99 ( 4.2 ％) 99 ( 4.2 ％)
清涼飲料水   11 ( 0.5 ％) 11 ( 0.5 ％)
油脂類   36 ( 1.5 ％) 49 ( 2.1 ％) －１３
漬物  109 ( 4.7 ％) 76 ( 3.3 ％) ３３
輸入食品 (原材料原産地外国食品を含む)  343 ( 14.7 ％) 308 ( 13.2 ％)  ３５
残置食  280 ( 12.0 ％) 280 ( 12.0 ％)   
その他の食品  174 ( 7.4 ％) 102 ( 4.4 ％)  ７２
器具及び容器包装  263 ( 11.2 ％) 263 ( 11.3 ％)   

合 計 2,339  2,331 ８

 
 (3) 検査の結果，違反が確認されたときの措置等 

食品情報から，違反食品の製造，加工，販売施設に対し，適切な措置を講じま
す。 

また，製造施設等が市外にある場合，当該施設を所管する自治体に通報し，危
害拡大防止を図ります。 

 
２ 食中毒等及び違反食品等の原因究明のための検査 

食中毒等の発生時や違反食品等の発見時には，発生原因を迅速に究明するために，
患者や従事者の便の検査を実施するとともに，関係する食品や設備・器具等の細菌
検査を実施します。 

 
３ 施設，設備等の衛生検査 

飲食店，食品製造施設，と畜場及び食鳥処理場等への監視指導の際，必要に応じ
て，食品，設備，器具及び従事者の手指等について，細菌の簡易検査を実施するこ
とにより，施設等の汚染状況を把握し，洗浄消毒の徹底について指導します。 

Ⅵ 食品等の試験検査の実施 

６ 



 

 

京都市食の安全安心条例に基づき緊急管理体制を整備し，食中毒等の健康危害発
生時及び違反食品の発見時等には迅速に対応し，危害拡大の防止を図ります。 

 
１ 食中毒等の健康危害発生時の対応 

医療機関，患者等から食中毒の発生を疑う届出があった場合，保健センター等の
食品衛生監視員が直ちに，患者に対する聞取調査及び検便等を行うとともに，関係
施設に対する立入調査及び検査を実施し，原因究明を行い，危害の拡大防止に図り
ます。 

必要に応じて厚生労働省及び関係する都道府県等と連携協力し危害の拡大防止を
図ります。 

食中毒の発生原因となった施設については，市民の皆様への危害の拡大を防止す
る目的で，営業停止処分等の措置を講じるとともに報道機関に情報を提供し，公表
します。 
 

２ 違反食品を発見した場合の対応 
  市内に流通している食品等について違反を発見した場合，当該食品の販売店もし

くは製造所を迅速に調査し，違反食品が流通及び販売されないよう，速やかに回
収・廃棄命令等の行政処分や再発防止指導等の適切な措置を講じ，危害の拡大防止
を図ります。 

  必要に応じて，京都市衛生環境研究所で検査を実施し，原因の究明を図ります。 
  また，違反食品が広域に流通している場合には，厚生労働省及び関係都道府県等

の食品衛生関係部局に違反食品等に係る情報を迅速に提供し，危害の拡大防止を図
ります。 

  違反による危害が広域に及ぶ場合や今後更に危害が拡大するおそれがある場合
には，当該事業者の氏名等について，公表します。 

 
３ 市民から不良食品について届出があった場合の対応 
  保健センター等において，市民からの食品衛生に関する相談や表示，異物混入，

変色，異味異臭等の違反・不良食品等の相談を受け付けます。 
  市民からの食品苦情の届出を受けた場合には，保健センター等の食品衛生監視員

は購入及び発見時の状況について具体的に聞き取り，関係する販売店や製造所等の
調査を行い，必要に応じて，衛生環境研究所で検査を実施し，原因究明に努めます。
調査及び検査の結果，違反・不良食品と判明した場合には，必要に応じて速やかに
回収・廃棄命令等の行政処分や再発防止指導等の適切な措置を講じ，危害拡大の防
止を図ります。 

 
４ 他自治体で食品衛生に係る事件が発生した際の対応 

他の自治体等において，社会的に影響が大きく，食の安全を脅かすような事件が
発生した場合には，京都市内で同様な事件が発生することを防止するため，当該事
件に関連する市内の施設に対し，直ちに立ち入り検査を実施し，監視指導を強化し
ます。また，必要に応じて，関連食品の収去（抜取り）検査を実施し，食の安全安
心を確保します。 

Ⅶ 緊急管理体制の整備と強化 

７ 



 

 
食中毒や異物混入など食品に係る様々な危害の発生を防止するため，食品衛生監

視員が施設の立入検査や各種講習会を通じて，ＨＡＣＣＰ（＊）システムの考え方
に基づく衛生管理手法を取り入れた食品等事業者による自主的な衛生管理の推進を
図ります。 

 
（＊）ＨＡＣＣＰ(ハサップ)とは，食品の衛生管理手法の一つです。 

原材料から製品に至る各製造工程のうち，重要な工程を連続的に管理することに
よって，ひとつひとつの製品の安全性を保証しようとする衛生管理手法をいいます。 

 
１ 内 容 
 (1) 「京都市食品衛生法に基づく管理運営基準に関する条例」の遵守の徹底 

食品等事業者に，「京都市食品衛生法に基づく管理運営基準に関する条例」で
規定された製品の自主検査の実施や食品を製造・調理する工程における必要な記
録の作成と保存等の遵守について指導し，自主的な衛生管理の推進を図ります。 

特に地下水を使用している食品等事業者に対し，「京都市食品衛生法に基づく
管理運営基準に関する条例」に基づく検査の実施を指導し，水質管理の徹底を図
ります。 

 
 (2) 「京・食の安全衛生管理認証制度」の普及啓発 

自主的な衛生管理を評価する本制度を食品等事業者に普及し，
認証取得施設の増加を図ります。 

認証を取得した施設や当該施設で製造した商品には，認証施設
又は商品に「認証マーク」を掲示することが可能となります。消
費者がより安全な食品を選択するための一助となるよう認証マ
ークの普及啓発に努めます。 

 
 (3) 「京都市食の安全安心条例」に基づく施策の推進 

京都市食の安全安心条例において，「食品等事業者は自ら取り扱う食品等によ
る人の健康に係る危害の発生及びその拡大を防止するため，自主的に，食品等の
衛生管理その他措置を講じるよう努めなければならない。」と，その責務を明確
にしています。 

また，食品等事業者は，自社製品で違反を発見し，自主的に当該品の回収に着
手した場合には，京都市食の安全安心条例に基づき，その旨を京都市に報告する
こととなっています。この「自主回収報告制度」について，周知徹底を図り，食
品等事業者からの報告の徹底を指導します。 

 
(4) 食品衛生責任者の育成 

「京都市食品衛生法に基づく管理運営基準に関する条例」では，衛生管理の中
心的役割を担う食品衛生責任者を施設ごとに設置するよう，営業者に対し，義務
づけています。食品衛生責任者は，営業者に対し食品衛生に関する必要な意見を
述べるとともに，営業者は食品衛生責任者の意見を尊重し，自主管理を促進して
いかなければなりません。 

各種講習会等を通じ，食品衛生責任者に対し最新の食品衛生に関する情報を提
供し，食品衛生責任者の資質の向上を図ります。 

 
 
 
 

Ⅷ 自主的衛生管理の推進及び食品等事業者の育成 

８ 



 

 

  京都市，市民及び食品等事業者等の関係者間で，食の安全安心に係る情報を共有
し，相互理解を深めるリスクコミュニケーションの取組を推進します。具体的には，
ホームページや市民しんぶん等の情報媒体を活用し，積極的な情報の提供を行いま
す。また，京(みやこ)・食の安全衛生管理認証施設への見学会や各種意見交換会，
講習会及び説明会等の開催を通して，食の安全安心に関する情報の共有と意見交換
の推進を図ります。  

 
１ 情報の発信 

リーフレットやチラシの配布，ホームページ，「みやこ健康・安全ねっと（健康
危機管理情報電子メール配信）」，市民しんぶん，地下鉄広告及び新聞広告の活用
等，あらゆる情報媒体を活用し，食中毒予防対策やその他食の安全安心に関する情
報を提供します。大学と連携した効果的な食の安全安心情報の発信や，京都を訪れ
る観光旅行者等に対する食の安全安心情報の発信を実施します。 

情報発信に当たり，食育事業をはじめとし，庁内関係部局の取組との連携を図り
ます。 

 
２ 講習会，意見交換会 

市民及び食品等事業者を対象に，「食中毒」，「食品表示」等をテーマとした講
習会を開催し，食品衛生に関する知識の普及啓発及び食の安全教育の推進を図りま
す。また，京都市の食品衛生施策や食の安全安心をテーマとした説明会や意見交換
会を開催し，参加者と京都市の相互理解を深めます。更に，京(みやこ)・食の安全
衛生管理認証施設や京都市衛生環境研究所での見学会等を開催し，市民，食品等事
業者及び京都市のリスクコミュニケーションを推進します。 

 
※ 情報の発信，講習会，意見交換会等の取組 

事 業 名 実施時期 

リーフレットやチラシの配布(保健センター来所時，講習会開催時，対保育所等) 通 年

「市民しんぶん」，「保健センターニュース」地下鉄広告及び新聞
広告を活用した食の安全安心情報の発信 

通 年

大学と連携した食の安全安心情報の発信 通 年

観光旅行者等に対する食の安全安心情報の発信 通 年

保健センターの各種事業を活用した意見交換会 通 年

市民向け市政説明会（京都市市政出前トーク） 通 年

大学生を対象とした食の安全安心情報の発信及び食品衛生講習会の開催 通 年

「京(みやこ)・食の安全衛生管理認証」取得施設等への見学会 通 年

衛生環境研究所における中学生等を対象にした「夏休み食品衛生学習」 ８月（夏休み）

対市民事業 

食中毒予防キャンペーン ８ 月 （ 食 品 衛 生 月 間 ）

営業許可申請時等の食品衛生講習会 通 年
対食品等事業者 

食品関係団体等に対する食品衛生講習会，意見交換会 通 年

 

３ 公表 
（1）自主回収情報の公表 

京都市食の安全安心条例に定める「自主回収報告制度」に基づき，食品等事業
者が自主的に違反食品等の回収に着手し，その旨を京都市に報告した場合，京都
市は当該報告内容を公表し，危害の拡大防止を図ります。また，当該事業者から
自主回収を終了した旨の報告を受けた場合についても，公表します。 

Ⅸ リスクコミュニケーションの推進 

９ 



(2) 食中毒や違反食品等の公表 

食中毒や違反食品等については原則，報道機関に情報提供し，市民に注意喚起

を促すことで，危害の拡大を防止します。 

 
４ パブリックコメントの実施 
  「京都市食品衛生監視指導計画」をはじめ，京都市の食品衛生行政の重要施策を

決定するに当たり，広く市民の皆様から意見を募集し(パブリックコメントを実施)，
市民の皆様からの意見を反映させます。また，応募いただいた意見及び策定した計
画を公表します。 

 
５ 「京都市食の安全安心推進審議会」の開催 

平成２２年４月，京都市食の安全安心条例に基づき，京都市の食の安全安心施策
の重要事項について審議する，市長の諮問機関である「京都市食の安全安心推進審
議会」を設置しました。同審議会を公開で開催し，議事内容については，京都市保
健医療課ホームページに掲載し，公表します。 

 
 

 
 
 

監視指導に従事する食品衛生監視員，と畜検査員及び食鳥検査員に対し，各種研修

会等を通じて，食品衛生に関する専門的かつ最新の情報を提供し，人材の育成と資質

の向上に努めます。  

また，厚生労働省等が実施する研修会や検査技術研修等に職員を派遣し，当該職員

による伝達講習を実施することにより，関係職員の知識や技術の向上を目指します。 

 

１ 食品衛生監視員新任時研修 

新任食品衛生監視員の資質向上を目的とし，研修を実施します。 

(研修内容) 食品衛生関係業務研修，関係法令研修，監視指導実地研修 

 

２ 食品衛生監視員及び検査員に対する研修の実施 

食品の安全性を確保するために，食品衛生監視員等に対し，食品加工技術の向上

に伴う専門的な知識や技術を習得することを目的とする研修を実施します。また，

食中毒等の緊急事態を想定した職員研修を実施します。 

 
３ 食品衛生業務に係る調査研究 

専門的な知識や技術の研鑽を目的とし，食品衛生監視員並びに検査員が食品衛生

に係る調査研究を行い，その結果を日常業務に役立てます。 

 

Ⅹ 食品衛生業務に係る人材の育成と資質の向上 

１０ 



（別紙１） 

食品供給工程(フードチェーン)の各段階における監視指導項目 

 

１ 食品群別の監視指導項目 

  監視指導を行う場合，下表の食品群の区分ごとに「製造及び加工」及び「貯蔵，運搬，調理

及び販売」の各段階に応じて，重点的に監視指導を実施します。(１２ページ上欄のその他の監

視指導項目は，共通の監視項目です。) 

 

食品供給工程 

食品群 
目 的 製造及び加工 貯蔵，運搬，調理及び販売

(1)食肉，食

鳥肉及び食

肉製品 

●腸管出血性大腸菌

O157，カンピロバク

ター，サルモネラに

よる食中毒の発生防

止 

【食肉処理業，食肉製品製造業】 

・食品の微生物汚染の防止の徹底 

・原材料の受入れ時のチェック 

・製造，加工に係る記録の作成と保存

・食肉，食鳥肉，食肉製品の検査 

【食肉販売業，そうざい製造

業，飲食店営業等】 

・食品の保存温度のチェック

・施設の衛生管理の徹底 

・十分な加熱の徹底 

(2)乳及び乳

製品 
●サルモネラ，黄色

ブドウ球菌，リステ

リアによる食中毒の

発生防止 

【乳製品製造業】 

・食品の微生物汚染の防止の徹底 

・原材料の受入れ時のチェック 

・製造，加工に係る記録の作成と保存

・乳，乳製品の検査 

【乳類販売業，集団給食施設等】

・食品の保存温度のチェック

・施設の衛生管理の徹底 

 

(3)食鳥卵 

●サルモネラによる

食中毒の発生防止 

【卵選別包装業，液卵製造業】 

・微生物汚染の防止の徹底 

・受入れ時の異常卵のチェック 

・製造，加工に係る記録の作成と保存

【菓子製造業，飲食店営業，

食鳥卵販売業等】 

・食品の保存温度のチェック

・施設の衛生管理の徹底 

・十分な加熱の徹底 

●腸炎ビブリオによる

食中毒の発生防止 

●寄生虫等による食中

毒の発生防止 

 

【魚肉ねり製品製造業，魚介類加工業等】

・食品の微生物汚染の防止の徹底 

・原材料の受入れ時のチェック 

・製造，加工に係る記録の作成と保存

・生食用魚介類取扱の法令遵守の徹底

・鮮魚介類，魚肉練り製品の検査 

【魚介類せり売り営業，魚介

類販売業，飲食店営業等】 

・食品の保存温度のチェック

・施設の衛生管理の徹底 

・十分な加熱の徹底 

・貝毒，微生物等の検査 

(4)魚介類及

び魚介類加

工品 

●自然毒（フグ毒，貝

毒）による食中毒の発

生防止 

【ふぐ処理施設】 

・ふぐを取扱う専用の場所及び専用ま

な板，包丁，保管容器の使用徹底 

・適正な廃棄物（有毒部分）処理の徹

底 

【ふぐ処理施設】 

・専任のふぐ処理師のもと，

有毒部位の除去等，適正なふ

ぐ処理の徹底 

・ふぐの適正な処理の徹底 

・製品の適正表示 

(5) 野 菜 , 果

実,豆類,種実

類，茶等及びこ

れらの加工品

(有毒植物及び

キノコ類を含

む。) 

●腸管出血性大腸菌 O157 によ

る食中毒の発生防止 

●残留農薬基準違反の食品の

排除 

●自然毒(キノコ毒等)による

食中毒の発生防止 

【そう菜製造業，かん詰又はびん詰食品製造業等】 

・食品の微生物汚染の防止の徹底 

・原材料の受入れ時の残留農薬検査結

果のチェック 

・製造，加工に係る記録の作成と保存

・加工食品の検査 

【飲食店営業】 

・生食用野菜，果実等の衛生

的な取扱い 

・食品の保存温度のチェック

・施設の衛生管理の徹底 
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その他の監視指導項目 

ｱ) 食品添加物(その製剤を含む。)の製造者及び加工者並びに添加物を使用する食品の製造者及び加

工者に対し，使用添加物の確認の徹底を指導します。 

ｲ) 食品添加物を使用して製造又は加工した食品について，添加物の検査を実施します。 

ｳ) 製造者，加工者及び調理者による異物の混入防止対策の徹底を指導します。 

ｴ) 食品等事業者により製造・加工，調理の各段階における原材料及び製品の適正な温度管理の徹

底を指導します。 

ｵ) 遺伝子組換え食品の表示の徹底について指導する。また，安全性未審査の遺伝子組換え食品の

流通防止を図るため，原材料及び加工食品等の検査を実施します。 

ｶ）アレルギー物質を含む食品の表示の徹底を図るために，製造者及び加工者による使用原材料の

確認の徹底について指導します。 

ｷ）いわゆる健康食品について適正な表示を徹底するよう指導します。また，無承認医薬品成分を

含有する商品の流通を防止するため，製造者及び加工者による使用原材料の確認の徹底について

指導します。 

 

２ 輸入食品に関する監視指導項目 

  輸入食品取扱業者に対する監視指導を行う場合，下表の項目について重点的に監視指導を実

施します。 

ｱ) 原産国での生産情報(使用農薬，使用添加物等)を収集し，把握するよう指導します。 

ｲ) 自主検査の実施等により，安全性確保を徹底するよう指導します。 

ｳ) 食品衛生法に基づく適正な表示について指導します。 

ｴ) 残留農薬，食品添加物等の検査を実施します。 

 
３ と畜場及び食鳥処理場における監視指導項目 

と畜場及び食鳥処理場における監視指導を行うに当たっては，下表の項目について重点的に

監視指導を実施します。 

ｱ) 健康な獣畜又は食鳥の搬入推進を指導します。 

ｲ) 獣畜の病歴を踏まえたと畜検査を実施します。 

ｳ) 枝肉及び中抜きとたい
・ ・ ・

等の微生物検査等による衛生的な処理の検証を実施します。 

ｴ）ＢＳＥスクリーニング検査を実施します。 

ｵ) 獣畜又は食鳥の動物用医薬品等の使用状況を踏まえ，その残留物質の検査を実施します。 

ｶ) 食鳥の異常を確認し，食用に不適なものは確実に排除することを指導します。また，鳥イ

ンフルエンザ対策として，異常鳥が多数確認された場合には速やかに保健センターに届け出

るよう指導します。 

ｷ）認定小規模食鳥処理場における処理羽数の上限(３０万羽)の遵守の徹底を指導します。 
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 平成２３年度 収去検査計画表                                         （別紙２） 

収去機関 検査機関 検査内容＊ 

衛生環境研究所

（本所） 

 

収
去
検
体
数 

各
保
健
セ
ン
タ
ー 

生

活

衛

生

部

門 
(

中
央
卸
売
市
場
内) 

食

肉

検

査

部

門 
(

と
畜
場
内) 

検
査
検
体
数 

微
生
物
部
門 

生
活
衛
生
部
門 

生
活
衛
生
部
門 

(

中
央
卸
売
市
場
内) 

細
菌 

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス 

残
留
農
薬 

そ
の
他
残
留
物
質 

(

動
物
用
医
薬
品
等) 

食
品
添
加
物 

遺
伝
子
組
換
え
食
品 

成
分
規
格 

自
然
毒 

放
射
能
検
査 

環
境
汚
染
物
質 

そ
の
他 

魚介類（生食用鮮魚介類を含む） 168 55  113   168 60 64 44 60 27 16 12     72 20 15 64   

冷凍食品 55  55      55 55                55         

魚介類加工品 74  44  30   74     74        64   43        

肉卵類及びその加工品 492  341  11 140 492 212   280 212     247 33   66         

乳 22  22      22     22       22     22         

乳製品 33  33      33 11   22 11       22   11         

穀類及びその加工品 94  88  6   94   34 60     12   60 22 12         

野菜･果実及びその加工品 86  55  31   86 3 61 22 3   28   22 33           

菓子類 99  99      99 55   44 55       44             

清涼飲料水 11  11      11   11               11         

油脂類 36  33  3   36     36         11           25 

漬け物 109  99  10   109   27 82     27   82             

輸入食品 343  275  68   343 22 177 144 22   166 34 130       46     

残置食 280  280      280 280     280                     

その他の食品 174  149  25   174 116   58 116       58             

器具及び容器包装 263  253  10   263   11 252         11    22       230 

合計 2,339  1,892  307 140 2,339 814 385 1,140 759 27 249 315 537 55 314 20 61 64 255 

 (＊複数の検査内容の検査を実施するため，検査検体数と検査内容の合計は一致しません。) 
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検査内容の説明 

検査内容 具体的な内容 

細 菌 

過去の食中毒発生状況に応じた食品を検査します。 

食中毒菌等の検査を実施することにより，その結果に基づいた適切な指導を行うことにより食中毒の発生の防止を図ります。 

【項目】一般細菌数，大腸菌群，黄色ブドウ球菌，ビブリオ科，サルモネラ，セレウス，ウエルシュ菌，カンピロバクター，大腸菌， 

病原大腸菌，エルシニア，エロモナス，プレジオモナス，リステリアなど 

ノロウイルス 食中毒の原因物質であるノロウイルスについて PCR 法により迅速に検査し，危害の拡大防止に努めます。 

残留農薬 
農産物・輸入食品中に残留している農薬の検査を行い基準値を超える食品の排除に努めます。 

なお，平成１８年５月２９日から残留農薬等にポジティブリスト制度が導入されたため検査項目を増やし，今後も検査項目の拡充を図ります。

その他の残留物質 

畜水産食品の残留有害物質の汚染対策として主な畜水産食品の残留動物用医薬品を検査します。 

また，実施にあたっては国のモニタリング検査実施要領に基づいて実施します。 

【項目】抗生物質，合成抗菌剤，内寄生虫剤など 

食品添加物 

添加物は，使用できる食品の種類や使用方法等の使用基準が定められており，使用実態に応じた添加物の検査を行うことにより違反食品の排除

に努めます。 

【項目】保存料，甘味料，漂白剤，着色料，殺菌剤，酸化防止剤，発色剤，品質保持剤 

遺伝子組換え食品 大豆加工品，とうもろこし加工品について PCR 法により遺伝子組換え食品の含有について検査を実施します。 

成分規格 
食品衛生法による規格基準が定められている主な食品等について，検査を行うことにより違反食品の排除に努めます。 

【項目】牛乳，乳酸菌飲料，冷凍食品，生食用カキ，生食用鮮魚介類,合成樹脂製容器，レースペーパー等 

自然毒 
魚介類等の自然毒の検査を行い，自然毒の実態把握と違反食品の排除に努めます。 

【項目】ふぐ毒，麻痺性貝毒，下痢性貝毒など 

放射能検査 輸入食品の放射能検査を実施します。 

環境汚染物質 
食品に含まれる環境汚染物質（ＰＣＢ，水銀）には暫定的規制値が設けられており，検査を行うことにより汚染実態の把握と違反食品の排除に

努めます。 

その他 使用済みの揚油について，油脂変質試験を実施します。 
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平成２３年度 市内保健センターにおける監視指導計画表 
 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 

 

 

 

一斉取締り 

 

 

 

 

     
 

 
 

       

食品表示の監視 
○食品衛生法に基づく表示の監視指導 (科学的・合理的根拠に基づいた期限表示，食品添加物・遺伝子組換え食品・アレルギー物質の使用状況等の確認等) 
○食品の収去(抜取り)検査の実施 (食品添加物，遺伝子組換え食品，アレルギー物質を含む食品等に係る表示違反食品の排除) 

輸入食品対策 ○残留農薬・動物用医薬品についての監視指導及び検査の拡充，○遺伝子組換え食品に対する監視指導及び検査の拡充 

食中毒対策 ○ノロウイルス，カンピロバクター，腸管出血性大腸菌０１５７等の食中毒対策，○危機管理対策 (食中毒が発生した場合の調査及び連携体制の確立等) 

食鳥処理場の監視 ○食鳥処理施設に対する施設の衛生管理及び食鳥肉の衛生的な処理についての監視指導，○鳥インフルエンザ対策（多数の異常鳥が確認された場合の保健センターへの届出の徹底） 

自主衛生管理推

進及び食品等事

業者の育成 

○「京都市食品衛生法に基づく管理運営基準に関する条例」に基づく自主衛生管理の遵守徹底 
○京・食の安全衛生管理認証制度の普及啓発及び施設の自主衛生管理に対する助言実施，○食品等事業者に対する講習会の実施及び情報の提供 

【市民】 
○「京都市食の安全安心推進審議会」の実施，○ 京都市の食品衛生施策や食の安全安心をテーマとした意見交換会等の実施，○「京都市政出前トーク」講習会の実施
○ 食品衛生に関する情報提供及び広報活動の充実 (ホームページ，市民しんぶん，健康危機管理情報電子メール配信「みやこ健康・安全ねっと」) 
○「平成２２年度 京都市食品衛生監視指導計画」に基づく監視指導の実施結果の公表 ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

推進事業 
【食品等事業者】 
○食品衛生法に係る営業許可継続更新時における食品衛生講習会の実施 
○食品等事業者の依頼に応じた食品衛生講習会の実施 (食品衛生監視員が食品関係施設に出向き，営業者や従業員に対して講習会を実施する。) 

夏期一斉取締 年末・年始一斉取締

行楽シーズン対策 

路上弁当販売一斉監視 ふぐ処理施設一斉監視 

食肉取扱施設一斉監視 

集団給食施設一斉監視 

（社会福祉・病院等） 集団給食施設一斉監視 

（小学校） 

ノロウイルス対策（社会福祉・病院等，飲食店等）

◆夏期における食中毒発生防止 

及び食品衛生の向上を図る。 

◆年末年始における食中
毒発生防止及び食品衛生
の向上を図る。 

●行楽シーズンにおける宿泊施設及び 
土産物製造施設等に対する重点監視 

●路上での弁当販売者，当該弁当の製造施設
に対する重点監視 

●社会福祉施設，宿泊施設及び弁当調製所等に対する重点監視
●手指を介する二次汚染及び洗浄消毒方法等の周知徹底のため

のリーフレット配布等による啓発 
 

●ふぐ処理施設（魚介類販売業，飲食店営業）に対する重点監視 

● 社会福祉施設，学校等の給食施設
（集団給食施設）に対する重点監視

●食肉処理業，食肉販売業，焼肉店等の飲食店
に対する重点監視 

食品表示の一斉監視 

行楽シーズン対策 

ふぐ処理施設一斉監視 

●フグ関係施設に対する 
改正条例の周知 

●年間を通じた，食品製造施設や販売施設に対する食品表示に係る監視指導 

届出施設一斉監視 

●漬物製造業に対する重点監視 

１５ 



平成２３年度 中央卸売市場第一市場内（衛生環境研究所生活衛生部門）における監視指導等計画表 

 業務の項目 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 

監 

視 

指 

導 

監視指導の実施 

・早朝監視 

・通常監視 

・緊急監視 

・特別監視(夏期及び年

末年始一斉取締) 

 

 

 

            

試験検査の実施 

・理化学的試験検査 

・生物学的試験検査 

 

 

と畜場(食肉検査部門)との連携
 

試 

験 

検 

査 

試験検査精度管理 
 

連
携市場関係者との連携

 

自主衛生管理推進事業 
            

ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ推進事業 

(情報の収集・提供・普及啓発)

            

 

早朝監視 午前４時から，せり開始前の鮮魚介類や青果物等の監視を行う。 通常監視 仲卸店舗及び市場内関連施設等の監視を行う 

緊急監視 食中毒，違反食品等の事故発生時における緊急監視 

夏期一斉取締 年末年始一斉取締 

・水産物部食品品質管理委員会（生活衛生部門,産業観光局(中央卸売市場第一市場業務課),水産物関係業者(卸，仲卸団体)）との連携 

・青果部食品品質管理委員会 （生活衛生部門,産業観光局(中央卸売市場第一市場業務課),青果物関係業者(卸，仲卸団体)）との連携 

表示対策  ・食品衛生法に基づく表示について監視指導 

《食肉検査部門で採取した食肉の検査》 
・動物用医薬品等（抗生物質，合成抗菌剤等）の検査  牛・豚 

《収去（抜き取り）検査》；年間の収去（抜き取り）計画に基づく検査の実施 
・食品添加物（保存料，甘味料，着色料，漂白剤等） 

・規格検査（成分規格，微生物検査） 

・動物用医薬品(抗生物質，合成抗菌剤等) 

・自然毒(貝毒，ふぐ毒) 

・寄生虫等の検査 

食中毒及び違反食品対策 
・施設の衛生管理及び食品の取扱いについて監視指導 

・生鮮食品の保存温度等の管理について監視指導 

・ふぐ処理施設の衛生管理及びフグの取扱いについて監視指導 

・カキ等取扱施設の衛生管理及びカキ等の二枚貝の取扱いについて監視指導 

・有毒魚介類等の有毒・有害食品及び違反食品の排除 

ふぐ処理施設の一斉監視(ふぐによる食中毒対策) 

カキ等取扱施設の一斉監視(ノロウイルスによる食中毒対策) 

＊次のものについては衛生環境研究所(本所)において実施。 

・微生物(腸管出血性大腸菌 O157 等)  ・ノロウイルス， 

・残留農薬  ・遺伝子組換え食品 

・放射能検査 ・環境汚染物質(ＰＣＢ，水銀等) 

 
・市場内生活衛生部門の見学，視察，研修生への対応          ・市場内の催事におけるブース展示等による食品衛生の普及・啓発 

・消費者団体及び場内事業者団体との懇談会への参加 

・ホームページによる情報提供 

場内業者に対する食品衛生講習会 場内業者に対する食品衛生講習会 場内業者に対する食品衛生講習会

・場内事業者に対する衛生管理の推進指導（温度管理の徹底，保菌検査，水産物の自主検査実施） 

《京都市衛生環境研究所食品検査等業務管理要綱に基づき点検及び精度管理を実施し，検査の信頼性確保を図る。》 
・内部点検  ・内部精度管理  ・外部精度管理 
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平成２３年度 中央卸売市場第二市場内（衛生環境研究所食肉検査部門）における監視指導等計画表 

業務項目 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 

 

 

と畜場法に基づく検査 

 

 

 

 

            

 

 

食品衛生法に基づく検査 

 

 

            

 

 

監視指導 

 

             

 

その他 

 

 

            

 

・と畜検査 （牛・馬・豚・めん羊・山羊の生体検査等） 

・精密検査 （病理・理化学・微生物検査） 

・ＢＳＥスクリーニング検査  

・衛生管理体制の検証のための検査 （枝肉や処理施設等のふき取り検査） 

・動物用医薬品(抗生物質・合成抗菌剤等)の検査（＊採取した食肉の検査は，生活衛生部門で実施） 

夏期一斉取締  年末年始一斉取締 

と畜場及び許可施設等の監視指導 

・食中毒多発時期の衛生管理の徹底を図る。 ・食肉流通量が増える年末年始における衛生管理の徹底を図る。

場内の業者に対する講習会 場内の業者に対する講習会 

消費者及び事業者への普及啓発(ﾘｰﾌﾚｯﾄ等の配布) 

・せり前検査（＊解体処理室での検査が不可能な部位の異常の有無を調べる検査） 

・瑕疵検査 （＊第二市場から流通した食肉で，食肉取扱店の段階で発見された品質的に問題のある食肉の検査） 

・食鳥，猪などの狩猟肉等の病理検査 

１７ 



 
 
 
 
 ○ アレルギー物質を含む食品 
 ○ 遺伝子組換え食品 
 ○ 違反食品 
 ○ 牛海綿状脳症(ＢＳＥ) 
 ○ 牛海綿状脳症(ＢＳＥ)スクリーニング検査 
 ○ 黄色ブドウ球菌 
 
 
 
 ○ 貝 毒 

○ カンピロバクター 
 ○ 京都市食の安全安心推進審議会 
 ○ 京都市食品衛生法に基づく管理運営基準に関する条例 
 ○ 京都市食品等の安全性及び安心な食生活の確保に関する条例 
  
 
 
 
 ○  サルモネラ 
 ○ 残置食 

○ 残留農薬 
 ○ 収 去（抜取り） 
 ○ 食鳥処理の事業の規制及び食鳥検査に関する法律 
 ○ 食品衛生監視員 
 ○ 食品衛生責任者 
 ○ 食品衛生法 
 ○ 食品供給工程（フードチェーン） 
 ○ 食品行商衛生条例(京都府） 
 ○ 食品添加物 
 ○ 食品等事業者 
 ○ 成分規格 
 
 
 
 
 ○ 大量調理施設衛生管理マニュアル 
 ○ 腸炎ビブリオ 

○ 腸管出血性大腸菌Ｏ１５７ 
 ○ 動物用医薬品 
 ○ と畜場法 
 
 
 
 
 ○ 中抜きとたい 

○ 認定小規模食鳥処理場 
○ 農林物資の規格化及び品質表示の適正化に関する法律(ＪＡＳ法) 
○ ノロウイルス 

 
 
 

○ ＨＡＣＣＰ (ハサップ，ハセップ，ハシップ） 
 ○ ＰＣＲ法  
 ○ ふぐの処理及び販売の規制に関する条例(京都府条例) 
 ○  保健機能食品 
 ○ ポジティブリスト制度 
 
 
 
 ○ みやこ健康・安全ねっと（健康危機管理情報電子メール配信） 
 ○ 京(みやこ)・食の安全衛生管理認証制度 
 ○ 京(みやこ)・食育推進プラン 
 
 
 
 ○ リスクコミュニケーション 
 ○ リステリア 
 
 

あ 

か 

さ 

た 

な 

ま 

ら 

は 

用語説明 目次（五十音順） 

１８ 



 

 
 
 
 ○ アレルギー物質を含む食品                                
   食物の摂取により生体に障害を引き起こす反応のうち，食物抗原に対する免疫学的反応によるものを食物

アレルギーと呼んでいます。 
    
   食品衛生法で表示が義務づけられている食品  ７品目 
    えび，かに，小麦，そば，卵，乳及び落花生の７品目（以下，「特定原材料」という。）を含む加工食

品については，当該特定原材料を含む旨を記載しなければならない。 
 
   通知で表示が推奨されている食品      １８品目 
    あわび，いか，いくら，オレンジ，キウイフルーツ，牛肉，くるみ，さけ，さば，大豆，鶏肉，バナナ，

豚肉，まつたけ，もも，やまいも，りんご，ゼラチンの１８品目についても，これらを原材料として含む
加工食品については，当該食品を原材料として含む旨を可能な限り表示するよう推奨している。 

 
 ○ 遺伝子組換え食品 
   遺伝子組換え技術(組換えＤＮＡ技術)を応用した食品のことです。 
   遺伝子組換え技術によって，害虫や病気に強い農作物の改良などの品質向上が期待されています。 
   厚生労働省は，安全性の審査を義務化し，遺伝子組換え作物やそれを原料とした加工食品について表示制

度を定めています。 
   表示が義務づけられているのは，遺伝子組換えの食品である「大豆」，「とうもろこし」，「ばれいしょ」，

「なたね」，「綿実」，「てんさい」，「アルファルファ」の７種類の農作物とこれらを原料とした豆腐や
納豆等の加工食品です。 

 
 ○ 違反食品 
   人の健康を損なうおそれがあったり，食品衛生法で定められた規格や基準に適合しない食品や添加物，容

器包装等です。    
 
 ○ 牛海綿状脳症（ＢＳＥ） 
   ＢＳＥは Bovine Spongiform Encephalopathy の略。牛の病気の一つです。 

ＢＳＥプリオンと呼ばれる病原体が，主に牛の脳に蓄積することによって，脳の組織がスポンジ状になり，
異常行動，運動失調などの中枢神経症状を呈し，死に至ると考えられています。 

ＢＳＥが人には感染しないとする意見もありますが，イギリスを中心に発生している変異型のクロイツフ
ェルト・ヤコブ病(variant Creutzfeldt-Jakob disease でｖＣＪＤと略記)はこの牛海綿状脳症と関連があ
るとの疑いが持たれており，ｖＣＪＤの原因であるか否かについては，直接的な確認はされていないものの，
動物試験で原因であることを示唆する結果が示されています。 

そのため，日本を含め世界各国で，牛の検査やＢＳＥ発生国からの牛肉の輸入停止，飼料や加工過程につ
いての規制等，感染した牛の肉等が流通しないよう配慮がなされています。 

 
 ○ 牛海綿状脳症（ＢＳＥ）スクリーニング検査 
   平成１３年１０月１８日から全国の食肉衛生検査所等において，と畜場に搬入された全ての牛の脳（延髄）

についてＢＳＥのスクリーニング検査(簡易検査)を実施しています。 
   また，牛海綿状脳症対策特別措置法施行規則が一部改正され，平成１７年８月から２１月齢以上の牛が検

査対象となりましたが，京都市では市民の不安を解消するため，引き続き，全ての牛についてスクリーニン
グ検査を実施していきます。 

 
 ○ 黄色ブドウ球菌 
   《 特    徴 》 

人や動物の皮膚などに常在する細菌であるブドウ球菌の一つです。 
     人の膿瘍等や手指から検出され，表皮感染症や食中毒等の起因菌です。 
     菌が増殖するときに毒素を作り，食中毒を引き起こします 
   《 食中毒症状 》 
     潜伏期間 １～３時間 
     主 症 状 吐き気，嘔吐，腹痛，下痢 
   《 主な食中毒原因食品 》 
     乳・乳製品，おにぎり，弁当，和洋生菓子など 
 
 

あ 

用語説明 （五十音順） 
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   《 対   策 》 
     手指の洗浄消毒 
     手荒れや化膿巣のある人は，食品に触れないこと。 
     生成された毒素は，加熱によって分解されないため，注意が必要。 
 
 
 
 ○ 貝 毒 
   貝毒とは二枚貝等がもつ自然毒のことです。有毒プランクトンを蓄積し，毒化した貝を食べると食中毒に

なることがあります。 
 

○ カンピロバクター 
   《 特   徴 》 
     主に食肉（特に鶏肉）を介した，カンピロバクター食中毒が問題となっています。 
     家畜や家禽類の腸管内に生息し，食肉（特に鶏肉）や飲料水を汚染します。 
     乾燥にきわめて弱く，また，通常の加熱調理で死滅します。 
   《 食中毒症状 》 
     潜伏期間 １～７日 
     主 症 状 発熱，倦怠感，頭痛，吐き気，腹痛，下痢，血便等 
   《 主な食中毒原因食品 》 
     食肉（特に鶏肉），飲料水，生野菜等 
   《 対   策 》   
     調理器具は熱湯消毒し，よく乾燥させる。 
     食肉は十分な加熱(65℃，１分間以上)を行う。  
 
○ 京都市食の安全安心推進計画 

京都市食の安全安心条例第 9 条に基づき，食の安全安心施策を総合的かつ計画的に推進するための計画で
す。平成２３年度から２７年度を対象とし，「スローガン」を目指し，生産から消費に至るまで一貫した食
の安全安心確保に向け，庁内関係部局が実施する具体的な取組及び目標等を定めたものです。 

 
 ○ 京都市食の安全安心推進審議会 
   京都市食の安全安心推進審議会は，京都市食の安全安心条例に基づき，平成 22 年４月に設置されました。

京都市の食品衛生行政に係る重要施策について，市長の諮問に応じ，調査及び審議するとともに，市長に対
し意見を述べる機関として位置づけられます。 

   
 ○ 京都市食品衛生法に基づく管理運営基準に関する条例 
   平成１２年に定められた条例で，食品衛生法に基づき，施設内外の清潔保持，ねずみや昆虫等の駆除，食

品衛生責任者の設置など，その他公衆衛生上講ずる措置について，必要な管理運営基準を定めています。 
 
 ○ 京都市食品等の安全性及び安心な食生活の確保に関する条例 
   京都市及び事業者の責務，市民及び観光旅行者その他の滞在者の役割を明らかにして，食の安全と安心を

確保する施策を定めることで，市民の皆様や観光旅行者等の健康の保護を図ることを目的とし，平成２２年
４月に本条例を施行しました。本条例で定められた基本理念をもとに，市民及び観光旅行者等の健康保護に
向けた食の安全安心施策に取り組みます。 

 
 
 

○ サルモネラ 
   《 特   徴 》 
     以前はサルモネラ菌という名称で呼んでいたが，1998 年にはサルモネラ属菌という名前に変更され，

食品衛生上はこれが正式名称として扱われています。 
     サルモネラ属菌は，さまざまな動物の消化管内に一種の常在菌として存在しています。 
     そのため，ペットや家畜，ねずみの腸管に常在菌として存在する人獣共通感染症でもあり，そこから

汚染された食品などが食中毒の原因となることもあります。 
   《 食中毒症状 》 
     潜伏期間 ６～４８時間，通常１２時間です。 
     主 症 状 嘔吐，下痢腹痛，発熱で，とくに下痢は激しく，便は水様になることが多いです。 
   《 主な食中毒原因食品 》 
     鶏肉や食肉（牛，鶏等）の料理（＊特に，生や加熱不足により食中毒を起こすケースが多い） 
 
 
 

か 

さ 
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   《 対   策 》   
     卵や肉は生食を避け，十分に加熱する。 
     鶏卵は割ったままの状態で放置しておかない。 
     サラダなどで使う野菜は，十分に洗浄する。 
     まな板や包丁などは常に洗浄消毒し，清潔にしておく。 
     あまり大量に作り置きしない。カメ類，爬虫類，ペットに触った後は手を洗う。 
 

○ 残置食 
  残置食とは，食中毒等の食品衛生上の事故が発生した時に，原因食品を追求するために検査用に保存して

いる食品のことです。 
   残置食を検査することにより，調理した時の衛生状況や細菌等の汚染状況を推測することができます。 
 

○ 残留農薬 
   農作物等を栽培または保存する時に使用され，農作物等や環境中に残存する農薬またはその代謝物を言い

ます。 
 

 ○ 収 去（抜取り） 
   食品衛生法に基づき，食品関係施設に食品衛生監視員が立ち入り，試験検査を行うために必要最小量の食

品や食品添加物等を無償で持ち帰る権限の行為をいいます。 
 

○ 食鳥処理の事業の規制及び食鳥検査に関する法律 
平成２年に制定(平成１５年５月の改正)され，食鳥処理場の構造設備や衛生管理の基準を定めるとともに，

食鳥処理の事業を許可制とし，食鳥の検査制度を設けることにより，食鳥肉に起因する衛生上の危害の発生
を防止しています。 

《 食   鳥 》鶏，あひる，七面鳥 
《 食鳥処理場 》食用に供する目的で事業として食鳥（鶏，あひる，七面鳥）をとさつし，又はその内臓

の摘出等を行うために設置された施設です。 
       （食鳥をとさつし，その内臓を摘出したものを「中抜とたい」と言います。） 

   《 食 鳥 検 査 》厚生労働大臣が指定した検査機関(社団法人 京都保健衛生協会)の職員である食鳥検査員
(獣医師)が，とさつ又は内臓が摘出される食鳥について，疾病又は異常を排除するために
行う検査です。 

 
 ○ 食品衛生監視員 
   食品衛生監視員は，食品衛生法に基づき，食品関係施設に立ち入り，食品や記録等の書類を検査したり，

試験検査に必要な食品等を収去(抜き取り)したり，また，食品衛生に関する監視指導を行います。  
京都市では京都市長が任命し，医師，薬剤師，獣医師などの専門的な知識を有する必要があります。 

 
 ○ 食品衛生責任者 
   「京都市食品衛生法に基づく管理運営基準に関する条例」の規定により，営業者は，施設ごとに食品衛生

責任者を設置しなければなりません。 
その資格要件としては，栄養士，調理師等の有資格者の他，講習会で必要な課程を修了した者などであり，

施設の衛生管理に努めるだけでなく，営業者に対して公衆衛生の助言等を行い，また他の従業員の監督管理
を行わなければなりません。 

 
 ○ 食品衛生法 
   昭和２２年に制定(平成１５年５月の改正)され，食品の安全性の確保のために公衆衛生の見地から必要な規

制その他の措置を講じることにより，飲食に起因する衛生上の危害の発生を防止し，健康の保護を図ること
を目的としています。 

   また，本法により，食品，添加物，器具及び容器包装の規格基準，表示及び広告等，営業施設の基準，ま
たその検査等について規定されています。 

 
○ 食品供給工程（フードチェーン） 

   食品の一次生産から販売に至るまでの食品供給の工程のことです。一般に「食品供給工程」と訳されてい
ます。食品安全基本法では，食品工程の各段階であらゆる要素が食品の安全性に影響を及ぼす恐れがあると
考え，各段階で必要な処置が適切に講じられるべきとされています。 

 
○ 食品行商衛生条例(京都府) 

   昭和３１年４月１日に制定(平成４年４月の改正)された京都府の条例です。 
食品行商に起因する衛生上の危害の発生を防止し，公衆衛生の向上を図ることを目的として，行商を行おう
とする者は知事(市内在住者は住所地の保健センター)に届け出て，行商の登録を受けなければなりません。 
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○ 食品添加物 
   食品添加物とは，食品衛生法で「食品の製造の過程において又は食品の加工若しくは保存の目的で，食品

に添加，混和，浸潤その他の方法によって使用するもの」と定義され，保存料，甘味料，着色料や香料等が
該当します。 
    

 ○ 食品等事業者 
   食品もしくは添加物を採取，製造，輸入，加工，調理，販売等を行う者や病院等の集団給食施設等におい

て継続的に不特定多数の者に食事を供与する者をいいます。 
 
 ○ 成分規格 
   食品衛生法に基づき，厚生労働大臣が公衆衛生の見地から，販売の用に供する食品の成分を定めた規格を

いいます。 
 
 
 
 
 ○ 大量調理施設衛生管理マニュアル 
   平成９年３月２４日付けで，厚生労働省の通知(平成１５年８月２９日改正)により，集団給食施設等におけ

る食中毒を予防するためにＨＡＣＣＰの概念に基づき，調理過程における重要な管理事項等を示したもので
す。集団給食施設等においては，重要管理事項について点検・記録を行い，必要な改善措置を講じる必要が
あります。本マニュアルは，同一メニューを１回３００食以上又は１日７５０食以上を提供する調理施設に
適用します。 

 
 ○ 腸炎ビブリオ 
   《 特    徴 》 
     海水中に存在し，海水温が２０℃以上，最低気温が１５℃以上になると海水中で大量に増殖し，魚介

類に付着して陸上に運ばれます。この菌による食中毒は７月から１０月の夏期に発生が多くなります。 
   《 食中毒症状 》 
     感染後約１２時間の潜伏期間。 
     腹痛，激しい下痢，嘔気，嘔吐，発熱 

《 主な食中毒原因食品 》 
     魚介類の刺身など 
   《 対   策 》 
     魚介類を調理する前に真水でよく洗う。 

    食品の温度管理(４℃以下の低温保存)の徹底  
 
 
 ○ 腸管出血性大腸菌Ｏ１５７ 
   《 特    徴 》 

動物の腸管内に生息し，糞尿を介して食品や飲料水を汚染します。 
少量の菌で発病することがあり，感染による患者数は多くないが，特に乳幼児や高齢者では重症化す

る危険性があるため注意が必要です。  
     加熱や消毒処理に弱いため，食品を十分に加熱調理して食べれば，食中毒は防げます。 
   《 食中毒症状 》 
     感染後１～１０日間の潜伏期間 
     初期の風邪様の症状のあと，激しい腹痛と大量の新鮮血を伴う血便が見られます。 
     乳幼児や高齢者等は重症になりやすく，溶血性尿毒症症候群を併発し，意識障害に至ることもありま

す。 
   《 主な食中毒原因食品 》 
     焼肉，牛レバー，井戸水など 
 
   《 対   策 》 
     食肉は中心部までよく加熱する。(７５℃，１分間以上) 
     野菜類はよく洗浄する 
     食品の温度管理(低温保存)の徹底 
 
 ○ 動物用医薬品 
   薬事法において，専ら動物のために使用されることが目的とされている医薬品です。 
   牛，豚，鶏などの畜産動物や養殖魚などの病気の診断，治療，予防などに使われるもので，その製造，販

売，使用については薬事法で規制されています。 
   食品衛生法に基づき，残留基準が設定されている動物用医薬品が，その基準を超えて食品に残留していた

場合，販売禁止等の措置が講じられます。 

た 
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 ○ と畜場法 
   昭和２８年に制定(平成１５年５月の改正)され，と畜場の経営及び食用に供するために行う獣畜処理が適正

に行われるよう，と畜場設置の許可及びと畜場の衛生確保，獣畜のとさつ解体時の検査についての規制や措
置を講じ，健康の保護を図ることを目的としています。 

   「と畜場」とは，食用に供する目的で，牛，馬，豚，めん羊，山羊をとさつし，又は解体するために設置
された施設です。 

 
 
 
 ○ 中抜きとたい 
   生きた食鳥(鶏，あひる，七面鳥)を処理し，羽毛を取り除き，内臓を摘出した状態のものをいいます。 

 
○ 認定小規模食鳥処理場 

   各年度の食鳥(鶏，あひる，七面鳥)の処理羽数が３０万羽以下の小規模な食鳥処理場で，食鳥処理業者が，
市長が認めた方法で自主的に異常の有無の確認を行った場合は，食鳥検査が免除されるため，処理羽数の上
限(３０万羽)を遵守すること等が義務づけられています。 

《 食   鳥 》鶏，あひる，七面鳥 
《 食鳥処理場 》食用に供する目的で事業として食鳥(鶏，あひる，七面鳥)をとさつし，又はその内臓の

摘出等を行うために設置された施設です。 
   《 食 鳥 検 査 》厚生労働大臣が指定した検査機関(社団法人 京都保健衛生協会)の職員である食鳥検査員

(獣医師)が，とさつ又は内臓が摘出される食鳥について，疾病又は異常を排除するために
行う検査です。 

 
○ 農林物資の規格化及び品質表示の適正化に関する法律（ＪＡＳ法） 

   適正かつ合理的な農林物資の規格を制定し，また品質に関する適正な表示を行わせることによって，消費
者の選択に資することを目的として昭和２５年に制定されました。 

   通称「ＪＡＳ法」と呼ばれ，農林水産大臣が制定した日本農林規格による格付検査に合格した製品にＪＡ
Ｓマークを付けることを認めるＪＡＳ規格の制度と，品質表示基準に従った表示を全ての飲食料品の製造業
者又は販売業者に義務付ける品質表示基準の制度の２つの制度からなります。 

 
 ○ ノロウイルス 
   冬季に多発する食中毒や感染症の原因物質です。 

人の便とともに排泄され，下水，河川，沿岸海域へと流れ込み，カキや赤貝等の二枚貝に蓄積され，その
貝類を生や加熱不十分な状態で食べることによって感染します。また，人から人への感染が問題となってい
ます。 

  《 特   徴 》 
    二枚貝の生食によって発症することが多い。 
    調理従事者の手指等を介して食品を汚染する(二次汚染)ことがある。 
    アルコールに抵抗性がある。(アルコール消毒は効果がない。) 
    少量のウイルスでも発症する。 
  《 食中毒症状 》 
    主症状は，下痢，嘔吐，吐き気，腹痛，３８℃以下の発熱 
    潜伏時間は２４～４８時間 
  《 対   策 》 
    二枚貝は中心部まで十分に加熱する。(８５℃，１分間以上) 
    野菜などの生鮮食品は十分に洗浄する。 
    手指をよく洗浄する。 
    感染者の便，嘔吐物に接触しない。(＊便や嘔吐物を適切に処理する) 
 
 
 
 ○ ＨＡＣＣＰ（ハサップ，ハセップ，ハシップ） 
   食品の衛生管理手法の一つです。 
   原材料から製品に至る各製造工程のうち，重要な工程を連続的に管理することによって，ひとつひとつの

製品の安全性を保証しようとする衛生管理手法をいいます。 
   日本では，食肉製品，乳・乳製品，清涼飲料水，いわゆるレトルト食品等に対して，ＨＡＣＣＰシステム

による衛生管理方法を取り入れた食品を製造する工程について，厚生労働大臣が個別に承認しています。 
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○ ＰＣＲ法（ピーシーアール法：Polymerase Chain Reaction ポリメラーゼ連鎖反応法）  
目的のＤＮＡを機械的に増幅させる方法です。 
本検査法によって，簡単に微量のＤＮＡから標的ＤＮＡを大量に複製し解析することができ，遺伝子組換

え食品の検査，ウイルスや病原菌の検出など様々な用途に応用されています。 
         
 ○ ふぐの処理及び販売の規制に関する条例（京都府条例） 
   昭和５１年７月２３日に制定(平成 22 年 10 月の改正)された京都府の条例です。 
   ふぐの処理及び販売に関して必要な規制措置を行うことにより，ふぐ毒による危害の発生を防止し，公衆

衛生の向上に寄与することを目的とします。 
   処理されたふぐでなければ，食品として調理し，販売してはいけません。ふぐの処理は，免許を持ったふ

ぐ処理師が処理しなければなりません。 
 
 ○ 保健機能食品 
   栄養成分の補給または特定の保健の用途に資するもの(身体の機能や構造に影響を与え，健康の維持増進に

役立つものを含む。)であることについての表示が認められている食品です。 
   保健機能食品には「特定保健用食品」と「栄養機能食品」の２つがあります。 
   《 特定保健用食品 》 身体の生理学的機能などに影響を与える保健機能成分を含む食品 
      表示しようとする食品の有効性，安全性の審査を受けて，国の許可を受ける必要がある。 
   《  栄養機能食品  》 栄養成分(ビタミン，ミネラル)の補給のために利用される食品 
      定められた規格基準を満たせば，栄養素の機能を表示し，販売することができる。 
 
 ○ ポジティブリスト制度 
   平成１５年の食品衛生法の改正により，食品に残留する農薬，飼料添加物及び動物用医薬品について，原

則として一律基準(0.01ppm)で規制して，残留等を認めるものについてリスト化するポジティブリスト制度
が導入され，平成１８年５月２９日から施行されました。これによって残留基準が設定されていない農薬等
が一定量以上含まれる食品の流通が，原則禁止となりました。 

 
 
 
 
 
 
 ○ みやこ健康・安全ねっと（健康危機管理情報電子メール配信） 

 京都市公式ホームページから登録を済ませた方の携帯電話やパソコンに電子メールで，市内での健康危
機の発生状況や注意喚起，予防策などを配信しています。 

 
 ○ 京(みやこ)・食の安全衛生管理認証制度 

 食品等事業者が取り組んでいる自主的な衛生管理を評価し，一定の基準を満たしている営業施設を認証し
ていく制度です。 

事業者自らが，調理・製造工程をマニュアル化し，各種記録を保存するなど，自主的に衛生管理を実施し
ていくことで，食中毒等の危害発生の未然防止することを目的としています。 

 
 ○ 京(みやこ)・食育推進プラン 

京都市における食育を総合的に推進するための計画です。 
   平成１７年６月，国民の心身の健康の増進と豊かな人間形成，食に関する感謝の念と理解，食育推進運動

の展開等を基本理念とする「食育基本法」が成立し，同年７月に同法が施行されました。 
   同法第１８条に基づく市町村食育推進計画として，「京(みやこ)・食育推進プラン」を平成１９年１月に策

定しました。 
 
 
 
 
 
 ○ リスクコミュニケーション 
   食品の安全確保に関する情報を公開し，市民，食品等事業者，有識者及び行政担当者の間で，食に関する

リスクを認識し，分析する過程において得られた情報や意見を双方向で交換することです。このことにより，
行政は，市民や食品等事業者の意見を食品衛生に関する施策に反映させていきます。 
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 ○ リステリア 
    日本では，食中毒による報告事例はありませんが，諸外国では報告されています。 
    《 特   徴 》 
      家畜，野生動物，河川，下水等，自然界に広く分布 
      ４℃以下の低温でも増殖可能 
      ６５℃，数分の加熱で死滅 
      未殺菌チーズ，食肉，野菜サラダなどを汚染 
    《 食中毒症状 》 
      潜伏期間  ２４時間～数週間（幅が広い） 
      主 症 状  倦怠感，発熱を伴うカゼ様症 

妊婦，乳幼児，高齢者では重症になることがある 
    《 主な原因食品 》 
      牛乳，チーズ，野菜，食肉等 
    《 対   策 》 
      生肉，未殺菌チーズ等をできるだけ避け，冷蔵庫を過信しないこと 
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京都市食品等の安全性及び安心な食生活の確保に関する条例を公布する。 

平成２２年３月２６日 

京都市長 門 川 大 作 

京都市条例第５９号 

 

 京都市食品等の安全性及び安心な食生活の確保に関する条例 

 

目次 

前文 

 第１章 総則（第１条～第８条） 

 第２章 食品等の安全性及び安心な食生活の確保に関する基本的施策 

  第１節 食の安全安心推進計画（第９条） 

  第２節 食品等の安全性及び安心な食生活を確保するための環境の整備（第１０条～第１

４条） 

  第３節 自主回収に係る報告（第１５条・第１６条） 

 第３章 食の安全安心推進審議会（第１７条～第２０条） 

 第４章 雑則（第２１条） 

 附則 

 ここ京都では，１２００年を超える悠久の歴史の中で，日本の文化の中心として，世界に誇

るべき独自の文化がはぐくまれてきた。これは，食においても例外でなく，京都特有の風土に

根差した伝統のある独自の食文化が脈々と受け継がれている。比類のないこの独自の食文化を

継承し，発展させていくことが，市民の食生活に潤いを与えるとともに，健全な心と身体を培

う基礎となる食育の推進に資するものと確信する。 

 食は，日々の生活の基本となるものである。これまでの経済の発展に伴い，世界の様々な食

品が大量に流通し，かつてない豊かな食生活が営まれているが，その一方で，食品の生産から

販売に至るまでの流通の過程が複雑化する中で，食品の安全性を脅かす様々な問題が発生し，

食品の安全性に対する信頼が大きく揺らいでいる。 

 そのため，食品等の安全性を確保し，安心して食生活を営むことのできる環境を整備するこ

とが，市民の健康を維持していくために不可欠である。また，京都は，世界的な観光都市であ

り，京都を訪れる多くの観光旅行者その他の滞在者の健康に係る被害の発生を防止することも

必要である。 

ここに，本市は，事業者，市民及び観光旅行者その他の滞在者と協同し，食品等の安全性及

び安心な食生活の確保に取り組むことを決意し，この条例を制定する。 

   第１章 総則 

（目的） 

第１条 この条例は，食品等の安全性及び安心な食生活の確保に関し，その基本理念を定め，

並びに本市及び事業者の責務並びに市民及び観光旅行者その他の滞在者（以下「観光旅行者

等」という。）の役割を明らかにするとともに，食品等の安全性及び安心な食生活の確保に

関する施策(以下「食の安全安心施策」という。)に関し必要な事項を定めることにより，市
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民及び観光旅行者等の健康の保護を図ることを目的とする。 

（定義） 

第２条 この条例において，次の各号に掲げる用語の意義は，それぞれ当該各号に定めるとこ

ろによる。 

  食品 すべての飲食物（薬事法第２条第１項に規定する医薬品及び同条第２項に規定す

る医薬部外品を除く。）をいう。 

  添加物 食品衛生法（以下「法」という。）第４条第２項に規定する添加物をいう。 

  器具 法第４条第４項に規定する器具をいう。 

  容器包装 法第４条第５項に規定する容器包装をいう。 

  食品等 食品若しくは添加物又は器具若しくは容器包装をいう。 

  食品等事業者 次に掲げる事業者をいう。 

 ア 食品又は添加物を販売し，又は販売の用に供するために製造し，輸入し，加工し，使

用し，調理し，貯蔵し，保存し，若しくは陳列する事業者 

イ 器具又は容器包装を販売し，販売の用に供するために製造し，若しくは輸入し，又は

営業上使用する事業者 

  特定食品等事業者 食品等事業者のうち，本市の区域内に製造所，事務所，営業所，

店舗，倉庫その他の事業の用に供する施設を有するものをいう。 

（基本理念） 

第３条 食品等の安全性及び安心な食生活の確保は，次に掲げる事項を基本理念として行われ

なければならない。 

  市民の健康の保護が最も重要であるという認識の下に，本市及び食品等事業者が必要な

措置を講じること。 

  食品等の生産から販売に至る食品等の供給の一連の行程において，食品等事業者が必要

な措置を適切に講じること。 

  市民の健康に係る被害を未然に防止するため，本市が，市民の意見に十分配慮しつつ，

科学的知見に基づいて必要な措置を講じること。 

（本市の責務） 

第４条 本市は，基本理念にのっとり，食の安全安心施策を総合的に策定し，及び実施するよ

う努めなければならない。 

２ 本市は，食の安全安心施策の策定及び実施に当たっては，市民及び観光旅行者等の意見を

適切に反映するよう努めなければならない。 

（食品等事業者の責務） 

第５条 食品等事業者は，基本理念にのっとり，自ら取り扱う食品等による人の健康に係る被

害の発生及びその拡大を防止するため，自主的に，食品等の衛生管理その他の措置を講じる

よう努めなければならない。 

２ 食品等事業者は，自ら取り扱う食品等の安全性に関する知識の修得に努めなければならな

い。 

３ 食品等事業者は，自ら取り扱う食品等に関し，正確かつ適切な情報の提供に努めるととも

に，当該食品等に関する事項の表示をするに当たっては，その内容を明確かつ平易なものと
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するよう努めなければならない。 

４ 食品等事業者は，本市が実施する食の安全安心施策に協力するよう努めなければならない。 

（市民及び観光旅行者等の役割） 

第６条 市民及び観光旅行者等は，次に掲げる役割を積極的に果たすものとする。 

  食品等の安全性を確保するために必要な知識を持ち，その重要性について理解を深める

こと。 

  本市が実施する食の安全安心施策に意見を表明するとともに，これに協力すること。 

（相互の協力） 

第７条 本市，食品等事業者，市民及び観光旅行者等は，この条例の目的を達成するため，相

互に，その果たす役割を理解し，協力するものとする。 

２ 本市は，食品等事業者，市民及び観光旅行者等の間の相互理解が増進され，協力が推進さ

れるよう，情報の提供，交流の促進その他の必要な措置を積極的に講じるものとする。 

（緊急の事態に対処するための体制の整備） 

第８条 本市は，食品等による人の健康に係る重大な被害が生じ，又は生じるおそれがある緊

急の事態に対処するため，当該事態の発生を防止するために必要な体制を整備するよう努め

なければならない。 

   第２章 食品等の安全性及び安心な食生活の確保に関する基本的施策 

    第１節 食の安全安心推進計画 

第９条 市長は，食の安全安心施策を総合的かつ計画的に推進するための計画（以下「食の安

全安心推進計画」という。）を定めなければならない。 

２ 食の安全安心推進計画は，次に掲げる事項について定めるものとする。 

  食品等の安全性及び安心な食生活の確保に関する目標 

  食品等の安全性及び安心な食生活の確保に関する取組 

  その他食の安全安心施策を総合的かつ計画的に実施するために必要な事項 

３ 市長は，食の安全安心推進計画を定めるに当たっては，第１７条に規定する審議会の意見

を聴くとともに，食品等事業者，市民及び観光旅行者等の意見を適切に反映するために必要

な措置を講じなければならない。 

４ 市長は，食の安全安心推進計画を定めたときは，速やかにこれを公表しなければならない。 

５ 前２項の規定は，食の安全安心推進計画の変更について準用する。 

    第２節 食品等の安全性及び安心な食生活を確保するための環境の整備 

（調査研究の推進） 

第１０条 本市は，食の安全安心施策の策定及び実施に必要な調査研究の推進に努めなければ

ならない。  

（食品等の安全性の確保に関する理解を深めるための措置） 

第１１条 本市は，食品等の安全性の確保に関する教育，学習及び広報活動の充実により，食

品等事業者，市民及び観光旅行者等が食品等の安全性の確保に関する理解を深めるために必

要な措置を講じるよう努めなければならない。 

（情報の収集及び提供） 

第１２条 本市は，食品等事業者及び市民が自発的に行う食品等の安全性の確保に関する活動
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を支援するため，食品等の安全性の確保に関し必要な情報を収集し，及び提供するよう努め

なければならない。 

（表彰） 

第１３条 市長は，食品等の安全性の確保に関し，顕著な成果を収めた特定食品等事業者及び

功労のあった特定食品等事業者を表彰するものとする。 

（国及び他の地方公共団体との協力） 

第１４条 本市は，食品等の安全性及び安心な食生活の確保に係る広域的な取組を必要とする

施策については，国及び他の地方公共団体と協力して，その推進に努めなければならない。 

    第３節 自主回収に係る報告 

（自主回収の着手の報告） 

第１５条 次の各号に掲げる特定食品等事業者は，それぞれ当該各号の食品等の回収に自ら着

手したときは，直ちに市長に報告しなければならない。ただし，当該特定食品等事業者が法

第５４条の規定に基づく命令を受けたとき，市民及び観光旅行者等の健康への影響が軽微で

あると市長が認めるときその他市長がその報告の必要がないと認めるときは，この限りでな

い。 

  法第６条の規定又は法第８条第１項の規定による禁止に違反して食品又は添加物を販

売し，又は販売の用に供するために製造し，輸入し，若しくは加工した特定食品等事業者 

  法第９条第１項の規定に違反して同項に規定する獣畜の肉，骨，乳，臓器及び血液並び

に家きんの肉，骨及び臓器を食品として販売し，又は販売の用に供するために加工した特

定食品等事業者 

  法第１０条の規定に違反して同条に規定する添加物並びにこれを含む製剤及び食品を

販売し，又は販売の用に供するために製造し，輸入し，若しくは加工した特定食品等事業

者 

  法第１１条第２項の規定に違反して食品又は添加物を販売し，製造し，輸入し，又は加

工した特定食品等事業者 

  法第１１条第３項の規定に違反して食品を販売し，又は販売の用に供するために製造し，

輸入し，若しくは加工した特定食品等事業者 

  法第１６条若しくは第１８条第２項の規定又は法第１７条第１項の規定による禁止に

違反して器具又は容器包装を販売し，又は販売の用に供するために製造し，若しくは輸入

した特定食品等事業者 

  法第１９条第２項の規定に違反して食品等を販売した特定食品等事業者 

  法第２０条の規定に違反して公衆衛生に危害を及ぼすおそれがある虚偽又は誇大な表

示又は広告をした食品等を販売した特定食品等事業者 

２ 前項の規定による報告は，次に掲げる事項を記載した報告書に，別に定める書類その他の

物件を添えて行わなければならない。 

  回収する食品等の名称 

  当該食品等の回収に着手した年月日 

  当該食品等を回収する理由 

  当該食品等の回収方法 
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  その他別に定める事項 

３ 市長は，第１項の規定による報告を受けたときは，速やかに当該報告に係る事項を公表す

るものとする。 

（自主回収の終了の報告） 

第１６条 前条第１項の規定による報告をした特定食品等事業者は，当該報告に係る食品等の

本市の区域内における回収を終了したときは，速やかに市長に報告しなければならない。 

２ 前項の規定による報告は，次に掲げる事項を記載した報告書に，別に定める書類その他の

物件を添えて行わなければならない。 

  回収を終了した食品等の名称 

  当該食品等の回収を終了した年月日 

  回収した食品等の数量 

  その他別に定める事項 

３ 前条第３項の規定は，第１項の規定による報告について準用する。 

第３章 食の安全安心推進審議会 

（審議会） 

第１７条 食の安全安心推進計画の策定その他この条例の施行に関する重要事項について，市

長の諮問に応じ，調査し，及び審議するとともに，当該事項について市長に対し，意見を述

べるため，京都市食の安全安心推進審議会（以下「審議会」という。）を置く。 

（審議会の組織） 

第１８条 審議会は，委員１２人以内をもって組織する。 

２ 委員は，学識経験のある者，特定食品等事業者，消費者その他市長が適当と認める者のう

ちから，市長が委嘱する。 

（委員の任期） 

第１９条 委員の任期は，２年とする。ただし，補欠の委員の任期は，前任者の残任期間とす

る。 

２ 委員は，再任されることができる。 

（臨時委員） 

第２０条 審議会に，特別の事項を調査し，又は審議させるため必要があるときは，臨時委員

若干人を置くことができる。 

第４章 雑則 

（委任） 

第２１条 この条例において別に定めることとされている事項及びこの条例の施行に関し必

要な事項は，市長が定める。 

   附 則  

この条例は，平成２２年４月１日から施行する。ただし，第１５条及び第１６条の規定は，

同年１０月１日から施行する。 
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○京都市食品等の安全性及び安心な食生活の確保に関する条例施行規則 
 

（用語） 

第１条 この規則において使用する用語は，京都市食品等の安全性及び安心な食生活の確保に

関する条例（以下「条例」という。）において使用する用語の例による。 

（自主回収の着手の報告） 

第２条 条例第１５条第２項各号列記以外の部分に規定する別に定める書類その他の物件は，次

に掲げるものとする。 

  回収する食品等の写真（当該食品等を撮影することが困難な場合にあっては，当該食品

等に類似するものの写真） 

   その他回収する食品等を特定するために必要な書類その他の物件 

２ 条例第１５条第２項第５号に規定する別に定める事項は，次に掲げるものとする。 

  次に掲げる特定食品等事業者の区分に応じ，それぞれ次に掲げる事項 

 ア 回収する食品等を販売し，製造し，又は輸入した者 当該食品等を販売し，製造し，

又は輸入した年月日及び数量 

イ 回収する食品又は添加物を加工した者 当該食品又は添加物を加工した年月日及び数

量 

  回収する食品若しくは添加物を摂取し，又は回収する器具若しくは容器包装を使用する

ことにより，人の健康に及ぼすことが想定される悪影響の内容及び程度 

（自主回収の終了の報告） 

第３条 条例第１６条第２項各号列記以外の部分に規定する別に定める書類その他の物件は，次

に掲げるものとする。 

  回収した食品等の写真 

  その他回収した食品等を特定するために必要な書類その他の物件 

２ 条例第１６条第２項第４号に規定する別に定める事項は，回収した食品等に係る条例第１

５条第１項各号に規定する行為について，その再発を防止するために特定食品等事業者が講

じる措置とする。 

（審議会の会長及び副会長） 

第４条 京都市食の安全安心推進審議会（以下「審議会」という。）に会長及び副会長を置く。 

２ 会長は委員の互選により定め，副会長は委員のうちから会長が指名する。 

３ 会長は，審議会を代表し，会務を総理する。 

４ 副会長は，会長を補佐し，会長に事故があるときは，その職務を代理する。 

５ 会長及び副会長に事故があるときは，あらかじめ会長の指名する委員がその職務を代理す

る。 

（審議会の招集及び議事） 

第５条 審議会は，会長が招集する。ただし，会長及びその職務を代理する者が在任しないと

きの審議会は，市長が招集する。 

２ 会長は，会議の議長となる。 

３ 審議会は，委員の過半数が出席しなければ，会議を開くことができない。 
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４ 審議会の議事は，出席した委員の過半数で決し，可否同数のときは，議長の決するところ

による。 

５ 審議会は，必要があると認めるときは，委員以外の者に対して，意見の陳述，説明その他

の必要な協力を求めることができる。 

（庶務） 

第６条 審議会の庶務は，保健福祉局において行う。 

（審議会に関する補則） 

第７条 この規則に定めるもののほか，審議会の運営に関し必要な事項は，会長が審議会に諮

って定める。 

（補則） 

第８条 この規則に定めるもののほか，条例の施行に関し必要な事項は，保健福祉局長が定め

る。 

 

   附 則 

この規則は，平成２２年４月１日から施行する。ただし，第２条及び第３条の規定は，同年

１０月１日から施行する。 

 

 
 


